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早稲田大学の留学制度について
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早稲田大学の海外留学プログラムは、早稲田大学と協定を結んでいる世界中の大学へ早稲田大学正規学生を送り出す制度で

す。早稲田大学と協定校は、留学生がお互いの文化の接点となって、それぞれの留学先での人と人との交流を通じて国際的相互

理解のかけ橋となってくれることを願っています。毎年、早稲田大学はこの協定のもとで、早稲田大学の代表として人物・学力

共に優秀な学生を学内選考により選抜し、大きな期待を持って送り出しています｡この協定にもとづく制度により留学をする以

上、プログラムの主旨を理解し、早稲田大学の代表として留学することを忘れないでください。

留学センターは、留学前の準備のサポートだけでなく、留学中も留学生活全般にわたって皆さんをサポートしますが、留学す

るにあたり一番大切なのは皆さんの主体性です。

日本では当たり前のことが、海外では通用しないことも多く、渡航先の国について十分な知識を持つことが大事です。違う環境

に身を置くことで、時には友人関係に悩み、異文化に対して溶け込めないと感じることもあるでしょう。その国・地域ならではの

法律や、大学ごとのルールを把握していないと、自分だけの問題ではなくなることも大いにあり得ます。ルール違反をする前に、

事前の確認や、思いとどまる勇気を持つ必要があります。また、海外では物事をあいまいにしたり、相手の意志を確認せず「予想」

「思い込み」のもと行動することが一番よくありません。勉学のための語学力だけではなく、自分の意思をはっきり伝えるための

語学力も必要です。危険やトラブルを避けられるかどうかは、皆さんそれぞれの知識によって変わってきます。

留学を少しでも考え始めている方も、すでに留学先が決まった方も、本誌をよく読み、留学に十分備えてください。留学中や

帰国後の手続きも本誌に記載されています。それぞれのステップにおいて必要な情報を皆さん自身で整理し、その過程で出てく

る疑問や問題、悩みなどは適宜相談し、解決の努力をしてください。

留学センターでは、年２回留学フェア（４月中旬～下旬、10月上旬）を開催し、留学プログラムの紹介や実際の応募方法等

について説明しています。これらのイベントでは、留学経験者や早稲田大学の協定大学担当者に個別相談をしたり、各大学・

プログラムについてプレゼンテーションを開催したりと、留学の準備に必要なたくさんの情報を得ることができます。在学

中に留学を考えている学生だけでなく、すべての早大生のみなさんに留学の魅力を知ってもらう機会としてぜひ参加してみ

てください。

留学フェアについての情報は、以下留学センターのWebページにて開催前に随時アップされます。

https://www.waseda.jp/inst/cie/from-waseda/event

留学フェア中にかぎらず、留学センターでは定期的に大学担当者による

個別のプログラム説明会や奨学金情報の説明会、帰国学生の成果発表会

等、様々なイベントを実施しています。イベント情報は留学センター

WebページやTwitterにて公開していますので、定期的にチェックして

ください。

留学フェアを、 まず最初のステップに！
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Ⅰ．留学に行くにあたって



留学実現までのロードマップ 
～「留学に行こう」と考えているみなさんにまず知っていただきたい２つのこと～

「留学に行こう」と考えているみなさんが、実現に向けて踏み出す前にまず初めに把握しておくべきことは２つあります。

それは…

　１．留学希望先をどのように絞り込むか？
　２．留学へ行くまでにどのようなプロセスで手続きやタスクをこなしていくか？

ということです。留学先は世界各国に何百とあり、留学に行くまでの手続き、タスクもたくさんあり、骨の折れることも少な

くありません。複雑なことも多々ありますが、まずは大まかなイメージとして「留学先選びの考え方」と「留学へ行くまでのプ

ロセス」を把握してください。留学への熱い思いとクールな段取り力でみなさん各々の留学の成功を期待しています。

１．留学希望先をどのように絞り込むか？

Step１：自分の興味関心、将来の目標などを見つめ、自分なりの留学のテーマ、ひいては行きたい国・地域などを考える。

Step２：�本誌や留学センターWebページ（留学プログラムリスト）を参照したり、留学フェアなどの説明会に参加
して、留学センター海外留学プログラムの概要を把握する。　

Step３：�次の観点から留学希望先を絞り込む�
プログラム種類／留学期間／留学出発時期／応募時期／留学費用

（1）どの種類のプログラムにするか？／留学期間をどうするか？

プログラム種類 留学期間
Double Degree Programs（DD） １年、1.5年または２年
Exchange Programs（EX） １年または１セメスター
Customized Study Programs（CS） １年または１セメスター
短期プログラム（夏季・春季等） ２週間～２か月程度

（2）留学出発時期をいつにするか？／いつ海外留学募集に応募するか？

長期プログラムにおいて、留学出発時期は春（２月～３月）、秋（８月～10月）の年２回、学内選考の海外留学募集も春（４

月～５月）、秋（10月）の年２回あります。パターンとしては４通りで、それぞれに対象となるプログラムの国・地域、プロ

グラム数などに次のような傾向があります。

No. パターン 傾向

１ 秋の海外留学募集に応募し、翌年秋に出発
（「秋募集・秋出発」／１年前出願）

全世界の国・地域をほぼカバーし、全プログラムの大半を占める。
（韓国・オセアニア地域（EX）を除く）

２ 春の海外留学募集に応募し、翌年春に出発
（「春募集・春出発」／１年前出願） EXプログラムは韓国、オセアニア、南米等一部地域に限定。

３ 春の海外留学募集に応募し、半年後の秋に出発
（「春募集・秋出発」／半年前出願） １セメスターのCSプログラムが主流。プログラム数は少ない。

４ 秋の海外留学募集に応募し、半年後の春に出発
（「秋募集・春出発」／半年前出願） １セメスターのCSプログラムが主流。プログラム数は少ない。

短期プログラム：主なプログラムは夏季は５月頃、春季は11月頃に先着順や抽選などで申込みを受け付けます。一部、面談

選考や要件があるプログラムもあります。詳しくは募集要項をご確認ください。

Step４：�留学プログラムリストや興味のある大学のWebページ等を参照のうえ、留学希望先を決定する。

長期プログラムの海外留学募集では、複数プログラムへの出願ができます。自分の留学テーマに合った大学、プログラムを探

し、語学能力などの要件、費用面等を確認してください。

Ⅱ．留学ロードマップ
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２．留学へ行くまでにどのようなプロセスで手続きやタスクをこなしていくか？
留学実現までは学内募集から出発まで約１年（半年前出願は除く）、その前の情報収集、準備も含めるとかなりの長丁場です。

そのプロセスも複雑ですが、簡単にまとめると次のようになります。それぞれの詳しい内容は後のページで説明していきます。

No. プロセス 主なやらなければならないこと、やるべきこと

１ 情報収集 ・本誌「留学の手引き」、留学センターWeb ページを確認
・留学フェア（４月、10月）、学生留学アドバイザー等のイベントに参加
・Waseda Global Gate（22号館１階）で質問、相談
・興味のある海外大学の Web ページを確認
・学内外の留学のための奨学金情報を確認

２ 留学準備 ・留学センターTOEFL iBT® 講座、IELTS 講座を受講
・語学検定試験を受験
・学内の英語による授業等を履修したり、ICC 等の国際交流イベントに参加
・興味のある国・地域の歴史、社会、文化等について理解を深める

３ 学内選考 ・海外留学募集（４月～５月、10月）に出願
≪選考通過後≫
・「留学プログラム候補者決定直後オリエンテーション（参加必須）」に出席
・（必要に応じて）留学のための奨学金申請

４ 留学先大学での
選考・受入手続き

・ 留学センタープログラム担当スタッフの案内に従い、留学先大学での選考・受入にあたって
必要な書類を準備、提出

・留学先大学から「受入許可」のレターを受領

５ 渡航準備 ・学生留学アドバイザー企画の留学経験者との交流会「出会わないと」に参加
・留学センターアカデミック英語講座を受講
・現地情報の確認
・クレジットカード発行、留学先での資金管理について検討
・（必要に応じて）パソコン準備
・現地での宿泊先の手配
・健康診断、予防接種
・ビザ（査証）取得手続き
・航空券手配
・大学指定海外旅行保険 / 危機管理対処サービス加入
・大学指定海外用携帯電話レンタルサービス登録
・所属学部・研究科における手続き
・単位認定の確認
・「出発前オリエンテーション」に出席
・ パスポートコピー、ビザ（査証）コピー、最終フライトインフォメーション書類等の留学セ

ンターへの届出
・（CS プログラムのみ）プログラムフィー納入・（DD プログラムのみ）登録料納入
※プログラムフィー、登録料の納入タイミングは21ページを参照ください。

６ 出発 ・到着直後に最寄りの日本大使館または総領事館にて「在留届」を提出

※学部・研究科独自の「箇所間協定プログラム」、学生各自で手続きを行う「私費プログラム」は別スケジュールとなります。

次のページでは、秋の海外留学募集に応募し、翌年秋に出発するケースと、春の海外留学募集に応募し、翌年春に出発するケー

スについて、具体的なスケジュールを示しています。

情報収集
留学準備

学内選考 出発
留学先大学での

選考・受入手続き
渡航準備
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（参考）留学へ行くまでのスケジュール
※ このスケジュールは2021-2022年度の実績をベースに、現時点で日程変更することが決定している手続き、イベント等について、若

干の修正を加えたものです。実際のスケジュールは、随時、留学センターの発表を確認してください。

長期留学　～パターン：秋の海外留学募集に応募し、翌年秋に出発するケース（「秋募集・秋出発」／１年前出願）～
月 時期 手続き・イベント
4 中旬 【情報収集】春の留学フェア

☞留学制度全般の情報を入手！
【留学準備】語学能力検定試験（TOEFL® テスト、IELTS 等）受験（海外留学秋募集応募時に要スコア提出）

5 下旬 【留学準備】留学センターTOEFL iBT® 講座
☞プロの講師が試験で高い得点を取得するためのコツを伝授！

6 －
7 下旬 【奨学金】予約採用型「早稲田の栄光奨学金」「ハバタケ世界の空奨学金」応募受付（～９月上旬）

☞学内での留学出願前に奨学金支給を約束する給付型奨学金です！
8 上旬 【留学準備】留学センターTOEFL iBT® 講座
9 下旬 【留学準備】秋募集出願者は９月下旬の TOEFL・IELTS 受験がラストチャンス！

【奨学金】予約採用型「早稲田の栄光奨学金」「ハバタケ世界の空奨学金」採用候補者発表
10 上旬 【情報収集】秋の留学フェア

☞留学制度全般の情報を入手！
【情報収集】GLFP 出願希望者対象説明会

中旬 ★☆★【学内選考】　海外留学秋募集（WEB 出願および必要書類提出）（～10月下旬）★☆★
☞希望留学先を MyWaseda 上で出願！

【学内選考】英語 DD・Advanced Scholars’ Program 英語筆記試験
11 上旬 【学内選考】学部・研究科留学適性判断（～11月下旬）

中旬 【学内選考】GLFP 書類選考結果発表、面接試験
【学内選考】DD プログラム・Advanced Scholars’ Program・非英語 EX-R プログラム面接試験

下旬 【学内選考】GLFP 選考結果発表
12 上旬 【学内選考】学内選考結果発表

中旬 【オリエンテーション】留学プログラム候補者決定直後オリエンテーション（参加必須）
☞今後の留学先における選考手続きなど重要情報をアナウンス！

【留学先大学における選考】出願書類案内～提出～留学先大学における選考～合否通知（～出発前）
☞ 留学センタープログラム担当スタッフのガイドに従い、留学先大学における選考に必要な書類を準備！出願手続きの

流れや合否通知の時期は、留学先大学により異なります。
【渡航準備】現地宿泊先手配、ビザ（査証）取得、航空券手配、各所属事務所での手続き等（～出発前）

☞ To Do リストを作って各自出発の準備を抜かりなく！
1 下旬 【情報収集】学生留学アドバイザー企画「出会わないと」

☞留学経験者との交流会。リアルな情報が聞けるチャンス！
2 上旬 【留学準備】留学センターアカデミック英語講座

☞留学先での授業に備え英語で「聞く・読む・話す・書く」能力をアップ！
【奨学金】留学のための奨学金登録（学内奨学金および JASSO  奨学金）

☞ この登録で学内奨学金、JASSO 奨学金に一括エントリー！役所や就業先が発行する収入に関する証明書が必要につき
早めに手配を！

3

～

6

－

7 上旬 【奨学金】留学のための奨学金選考結果発表（学内奨学金および JASSO 奨学金）
下旬 【オリエンテーション】出発前オリエンテーション（参加必須）

☞留学中における注意事項、留学中から帰国後までの必要手続きについてアナウンス！
【渡航準備】大学指定海外用携帯電話レンタルサービス登録／パスポートコピー・ビザ（査証）コピー・最終フライトイ

ンフォメーション書類の提出／海外旅行保険手続き（振込・情報登録）
8

～

10

下旬 【留学開始（１年または１セメスター）】到着後すぐに最寄りの日本大使館または総領事館にて「在留届」を提出
☞  CS プログラムの場合、プログラムフィーの納入スケジュールはおおよそⅠ期：８月～12月、Ⅱ期：12月～４月にプロ

グラム毎に随時ご案内いたします。
☞ 健康と安全に留意のうえ、充実した留学生活を！１年プログラムの場合、帰国は５～６月頃、１セメスタープログラ

ムの場合、12～２月頃。
☞  帰国後、各種必要な届出、手続きを行うこと！ぜひ学生留学アドバイザーに登録して、後輩たちに留学の素晴らしさを伝えてください！
☞ 短期プログラムを第二外国語の実践の場として活用したい方は、下記春季短期プログラムのスケジュールもご確認ください。

短期プログラム　～春季（２～３月）実施～
月 時期 手続き・イベント
11 中旬 春季短期プログラム応募受付
12 上旬 春季短期プログラム決定時オリエンテーション（参加必須）
1 下旬 春季短期プログラム出発前オリエンテーション（参加必須）
2 上旬 春季短期プログラム参加（～３月）
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（参考）留学へ行くまでのスケジュール
※ このスケジュールは2021-2022年度の実績をベースに、現時点で日程変更することが決定している手続き、イベント等について、若

干の修正を加えたものです。実際のスケジュールは、随時、留学センターの発表を確認してください。

長期留学　～パターン：春の海外留学募集に応募し、翌年春に出発するケース（「春募集・春出発」／１年前出願）～

月 時期 手続き・イベント

10 中旬 【情報収集】秋の留学フェア
☞留学制度全般の情報を入手！

【留学準備】語学能力検定試験（TOEFL® テスト、 IELTS 等）受験（海外留学春募集応募時に要スコア提出）

1 上旬 【奨学金】予約採用型「早稲田の栄光奨学金」応募受付
☞学内での留学出願前に奨学金支給を約束する給付型奨学金です！

2 上旬 【留学準備】留学センターTOEFL iBT® 講座

下旬 【奨学金】予約採用型「早稲田の栄光奨学金」採用候補者発表

3 中旬 【留学準備】春募集出願者は３月下旬の TOEFL・IELTS 受験がラストチャンス！

4 中旬 【情報収集】春の留学フェア
☞留学制度全般の情報を入手！

下旬 ★☆★【学内選考】海外留学春募集（WEB 出願および必要書類提出）（～５月上旬）★☆★
☞希望留学先を MyWaseda 上で出願！

5 下旬 【学内選考】学部・研究科留学適性判断
【学内選考】DD プログラム・ 非英語 EX-R プログラム面接試験

6 上旬 【学内選考】学内選考結果発表

7 中旬 【オリエンテーション】留学プログラム候補者決定直後オリエンテーション（参加必須）
☞今後の留学先における選考手続きなど重要情報をアナウンス！

【留学先大学における選考】出願書類案内～提出～留学先大学における選考～合否通知（～出発前）
☞ 留学センタープログラム担当スタッフのガイドに従い、留学先大学における選考に必要な書類を準備！出願手続きの

流れや合否通知の時期は、留学先大学により異なります。
【渡航準備】現地宿泊先手配、ビザ（査証）取得、航空券手配、各所属事務所での手続き等（～出発前）

☞ To Do リストを作って各自出発の準備を抜かりなく！
【奨学金】留学のための奨学金登録（学内奨学金および JASSO 奨学金）

☞ この登録で学内奨学金、JASSO 奨学金に一括エントリー！役所や就業先が発行する収入に関する証明書が必要につき
早めに手配を！

8

～

11

－

12 下旬 【奨学金】留学のための奨学金選考結果発表（JASSO 奨学金　※学生交流奨学金は翌年７月上旬発表）

1 中旬 【オリエンテーション】出発前オリエンテーション（参加必須）
☞留学中における注意事項、留学中から帰国後までの必要手続きについてアナウンス！

【渡航準備】大学指定海外用携帯電話レンタルサービス登録／パスポートコピー・ビザ（査証）コピー・最終フライトイ
ンフォメーション書類の提出／海外旅行保険手続き（振込・情報登録）

2

～

3

上旬 【留学準備】留学センターアカデミック英語講座
☞留学先での授業に備え英語で「聞く・読む・話す・書く」能力をアップ！

【留学開始（１年または１セメスター）】到着後すぐに最寄りの日本大使館または総領事館にて「在留届」を提出
☞  CS プログラムの場合、プログラムフィーの納入スケジュールはおおよそⅠ期：４月～８月、Ⅱ期：８月～12月にプロ

グラム毎に随時ご案内いたします。
☞ 健康と安全に留意のうえ、充実した留学生活を！１年プログラムの場合、帰国は12～１月頃、１セメスタープログラ

ムの場合、５～６月頃。

☞  帰国後、各種必要な届出、手続きを行うこと！ぜひ学生留学アドバイザーに登録して、後輩たちに留学の素晴らしさを伝えてください！

☞  短期プログラムを第二外国語の実践の場として活用したい方は、下記夏季短期プログラムのスケジュールもご確認ください。

短期プログラム　～夏季（８～９月）実施～
月 時期 手続き・イベント
5 上旬 夏季短期プログラム応募受付

下旬 夏季短期プログラム決定時オリエンテーション（参加必須）
7 上旬 夏季短期プログラム出発前オリエンテーション（参加必須）
8 上旬 夏季短期プログラム参加（～９月）
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１．留学のプランを考える
留学をしたいと思ったらまず何のための留学なのか、どこで何をしたいのか、自分の目的をはっきりと決めることが大切です。

留学は海外旅行と違って、漠然とただどこかへ行ってみたいと思っているだけでは実現できません。

　・どのくらいの期間留学したいのか？　

　・何年生の時に留学したいのか？

　・どこの国、地域へ留学したいのか？

　・語学研修か？　それとも学問のために留学したいのか？

　・どのくらいの費用を用意できるのか？

これらの質問について慎重に考え、目的を明確にしてください。

２．情報を集める
目的が決まったら、次は具体的な準備段階に入ります。海外留学を実現するためには、相当の準備期間が必要です。長期留学

の場合は最短でも１年以上の期間を準備にあてる必要があります。まず、書店にある留学に関するガイドブックを読み、基本的

なことを勉強するのもひとつの方法です。情報収集をしていくうちに、さらに目的・留学先が具体的にイメージできてくるで

しょう。次の方法でも情報収集を積極的に行いましょう。

　・「留学の手引き」（本誌）を熟読する。

　・留学センターWeb ページから情報を収集する。

　・Waseda Global Gate（22号館１階）の資料を閲覧する。

　・Waseda Global Gate のスタッフに質問、相談してみる。

　・留学フェアや、学生留学アドバイザー主催のイベントに参加する。 ➡ P.6、75

　・留学情報を提供する機関から情報収集する。

３．語学力の判定　語学検定試験の受験
多くの大学では、学内選考に出願する際、および現地大学に願書を出す際に一定の語学力とその証明書が必要になります。自

分の語学力がどのレベルにあるのか早い時期に客観的に把握しておきましょう。どこへ留学したいかを決めても、語学力が要求

レベルに達していなければ応募すらできないからです。英語圏への留学を希望するなら、TOEFL® テスト や IELTS などを必ず受

験してください。早稲田大学が実施する TOEFL ITP®（模擬試験）の受験も腕試しには最適な機会です。その他の言語にも検定試

験があります。

また、非英語圏への留学を希望する場合も、留学中に必要となる言語の語学能力試験を受けておきましょう。留学先の大学に

よっては、公的試験のレベルが指定され、出願時点で要求レベル以上の試験結果を提出する必要があります。

留学を実現させる意志を持ったなら、すぐにその言語の向上に努めましょう ➡ P. 23  。

４．出願のために必要な具体的準備
（ 1 ）留学先で使用する十分な語学力準備（スコア証明）

現地の大学生と共に授業に出席し、現地での生活を満喫するためには、当然ながら一定以上の語学能力が求められます。英

語圏であれば、TOEFL® や IELTS などのテストスコア提出が必要です。非英語圏の交換留学でも、日常会話レベルだけではなく、

大学の通常の授業についていけるだけの語学能力があることが求められます。また、十分な語学能力は、早稲田大学における選

考の重要な要素にもなりますので、日頃から語学力の向上に努めましょう。
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（ 2 ）学業成績
海外の大学での選考には、所属する大学（早稲田大学）の学業成績が重視されます。また、早稲田大学での学内選考においても

考慮される要素となります。成績は日頃の積み重ねですので、希望している留学先大学の候補者として選出されるためにも、しっか

りと取り組むようにしてください。

※ 2022年度に留学センターが行った選考においては以下の計算式を用いて算出した GPA を使用しました。ここに示すものは

留学センターが独自に定め、使用するものです。各所属学部・研究科で使用する計算式と異なりますので注意してください。

留学センターの GPA（＝ Grade Point Average）計算式

{（4.0×Ａ＋  取得単位数） ＋ （3.5×Ａ取得単位数） ＋ （3.0×Ｂ取得単位数） ＋ （2.0×Ｃ取得単位数） ＋ （０×Ｆ・Ｇなど単位数）}
＊総履修単位数（卒業算入科目として登録したもので、ＦやＧなどとなった単位数も含む）

＊　F と G の範囲および H は各学部、研究科で異なります。

＊　小数点第３位切り捨てで計算してください。（例）2.996 ⇒ 2.99（3.0にはならない）

＊　P と N は GPA 計算には含めません。また、「総履修単位数」にも含めません。

（ 3 ）留学のための十分な経済力、資金計画
海外に留学すると、ほとんどの場合、早稲田大学で過ごすよりも支出が増えることになります。長期留学の場合、学費、滞在

中の宿舎費用、食費などを含めると、一般的に年間250～600万円程度必要と言われています。

留学中は原則として、アルバイトなどができませんので、収入を得ることはできません。したがって、留学中にかかる総経費

が渡航前に準備されている必要があります。留学先の大学や国にもよりますが、留学中の経費を負担できるという財政証明の提

出を求められる場合が多く、その場合は預金残高証明書（英文）に総経費相当額がなければなりません（一般的に出発の10ヶ

月から半年前に用意、すぐに証明書の提出が必要となるプログラムもあります）。この書類から留学中の経費の準備ができてい

ると判断されて初めて、留学希望先大学からの入学許可証や、留学のために必要なビザ（査証）が発行されます。留学直前になっ

て、「これほど高額な費用がかかるとは思わなかった」といった話を聞くことも少なくありません。援助いただく保護者等の方

に早めに相談するなど、自分自身で早めの資金計画を立てましょう。 

（ 4 ）英語（その他言語）で行われる授業を受けてみる
留学センターは、海外からの留学生受入れや早稲田大学学生の海外留学支援はもちろん、独自の科目を学部生に提供していま

す。外国語学習・テーマ研究・異文化体験を中心とした短期留学科目のほか、海外の学生とともに授業を早稲田大学で履修する

サマーセッション科目、海外大学からの教員を招へいして実施する「International Japanese Studies」の科目など、多様な科目

を設置しています。

留学センターが夏・春休み期間中に実施する短期留学については、科目名「海外語学・文化研修プログラム」などとして、夏季お

よび春季の両方が科目登録の対象となっています。この制度により、長期留学が難しい方にも、短期で海外経験を積み、かつ単

位を修得できる機会を提供しています。 ➡ P.14、79  

全学 オープン科目には、様々なテーマを英語で学びながら少人数でディスカッションを行う科目や高度な英語を身につける

チュートリアルの科目もあります。また、グローバルエデュケーションセンター（GEC）で展開している全学副専攻制度を利用

することで、所属している学部で重点的に学ぶ「主専攻」のほかに、その他の学問分野を「副専攻」として体系的に学び、主専

攻の補強、第二の強みの獲得、主専攻の応用領域の獲得などを目指すことができます。全学副専攻の修了者には、卒業時に修了

証明書が発行されます。

５．留学準備講座
留学センターでは、海外留学を考えている皆さんへ向けて、幅広く準備講座を提供しています。留学に必要な語学能力検定試験

対策講座から、留学先での学習に必要とされるスキルの向上を目的として比較的安価に、質の高い講座を受講することができます。

（ 1 ）語学能力検定試験対策講座
・TOEFL iBT® 講座（オンラインもしくは対面）

・IELTS 講座（オンライン）
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（ 2 ）アカデミック英語講座
・アカデミック英語講座　中長期留学者向け

※本講座の開催有無や実施方法、および申込み方法等の詳細については、留学センターWeb ページで確認してください。

　https://www.waseda.jp/inst/cie/from-waseda/plan#anc_31

※ 本講座は「留学」に特化して設計されており、留学するうえで必要となる語学能力検定試験や共通試験の対策講座を中心に提

供しています。

※ 本講座は早稲田大学の設置科目ではなく、科目登録して履修するものではありません。そのため、単位を修得することはでき

ません。通常の科目登録が完了した後、その補足的に履修ができる講座です。

６．留学相談窓口（Waseda Global Gate）
早稲田大学の教育の国際化を推し進めるため、留学センターは大学における国際教育プログラムの実施拠点になるとともに、

留学生の受入や、早稲田大学の学生の海外留学をサポートしています。

窓口となっている Waseda Global Gate（早稲田キャンパス22号館１階）では、全学生に留学をはじめとした国際教育の魅力・

情報をわかりやすく伝えるとともに、本学のグローバルネットワークが体感できるような広報的機能も兼ね備えたワンストップ

サービス拠点になっています。スペース内のセミナールームでは、海外学生の短期受入プログラムの授業を行うほか、各種イベ

ントの会場ともなります。

Waseda Global Gate では以下の情報提供・サービスを受けることができます。

・早稲田大学が実施する留学プログラムに関する資料の公開

・留学準備に役立つ参考図書の公開（資料のコピー可）

・留学のための奨学金の情報提供

・留学センタースタッフによる留学についての総合的な相談受付

・過去の留学経験者による帰国報告書の公開

これらを充分に活用し、留学先の情報収集や有意義な留学に向け備えるようにしてください。

【Waseda Global Gate（22号館１階）開室日時】

住所 〒169-0051　東京都新宿区西早稲田1-7-14-1F
早稲田大学 留学センター Waseda Global Gate

開室時間（学生窓口） 平日　10：00～17：00（オンライン・来室相談受付：12：00～17：00）
※ 来室およびオンライン相談は原則、予約制となります。詳細は以下 URL を確認く

ださい。
https://waseda-cie-online.resv.jp

（土曜・日曜・祝祭日閉室）＊

最新情報は、留学センターWeb ページよりご確認ください。

直通電話 03-3208-9602　（土曜日・日曜・祝祭日を除き9：00～17：00）

直通ファックス番号 03-3203-6405

メール out-cie@list.waseda.jp

＊ただし、夏季、春季休業中は次のとおり　 開室時間：10：00～16：00（月・水・金）  

相談・手続き対応：12：00～16：00
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１．プログラム名称
留学センターが提供しているプログラムには次のものがあります（箇所間協定については、 ➡ P.80 を参照してください）。

各プログラムにおける留学中の学籍状態、学費の取扱いについては ➡ P.17 を参照してください。

（ 1 ）Double Degree Programs（DD）
早稲田大学在学中に DD のカリキュラムを提供する大学へ留学し、所定の要件を満たした場合、卒業する際に早稲田大学の学

位と留学先大学所定の学位の両方を取得できるプログラムです。留学先大学における DD 課程修了のためには、外国語に関する

高度な読解力、聴解力、会話力が求められます。そのため参加希望者の語学力については特に厳格な審査を行います。なお、プ

ログラムによって、対象学部・研究科や期間が異なります。

＜対象大学（2023年２月現在）＞
 北京大学、復旦大学、国立台湾大学、シンガポール国立大学、アーラム・カレッジ、高麗大学校、香港中文大学、チュラーロ

ンコーン大学など

※出願できる学生の所属学部が限定されているプログラムもあります。

（ 2 ）Exchange Programs（EX）
大学間交換協定に基づき留学する制度です。留学期間は原則として１学年相当期間ですが、１学期間のものもあります。最初

から比較的高い語学力が要求され、現地の学生と共に通常科目を履修するプログラムが一般的です（EX-R）。ただし、一部外国

語学習を中心としたプログラムもあります（EX-L）。人数枠は通常各校１～３名です。学費は原則として早稲田大学に支払い、留

学先大学の学費は免除されます。

（ 3 ）Customized Study Programs（CS）
留学先大学が早稲田大学学生のために定めるカリキュラムに参加するプログラムです。最初から通常科目を履修できるプログ

ラム（CS-R）と、外国語学習を中心としながら、語学レベルに応じてテーマに基づいたカリキュラムを履修するプログラム（CS-L）

の大きく分けて２種類があります。留学期間は原則として１学年相当期間ですが、１学期間のものもあります。学費は原則とし

て早稲田大学のものは免除になり、留学先大学に所定のプログラムフィーを支払います。

（ 4 ）短期プログラム（夏季・春季等）
留学センターが窓口となり、短期プログラムを夏・春休み期間に開催しています。内容はプログラムごとに異なりますが、語学

やその国の文化などを短期間（２～８週間）で勉強するカリキュラムです。長期留学を希望する学生には、自分の異文化適応能

力や外国語能力を試す意味でも、これらの短期プログラムに参加してみることをお勧めします。これらのプログラムの募集は、詳

細が決まり次第、留学センターWeb ページ、MyWasedaなどでお知らせします。また、留学フェアでも紹介があります。

短期プログラムのほとんどは「海外研修科目」として登録できます。留学センターWeb ページまたは短期プログラム共通募

集要項で登録時期・方法を確認してください。

留学センター短期プログラムの科目としての取扱いについて

短期プログラム参加 科目登録

学部生 〇 登録可能（科目名「海外語学・文化研修プログラム」など）

大学院生 〇 登録不可

e- スクール 〇 登録不可

科目等履修生 × 登録不可

※ 一部科目化されていないプログラムもあります。
※ 上記は変更になる場合があります。

　＜ 注意＞

・ 科目登録をする学部生は、所定の期間（オリエンテーション等で通知）に履修申請を行います。卒業算入・非算入などは、各所

属学部が発行する要項・手引きなどで確認してください。詳細は留学センターWeb ページおよび所属学部の科目登録の手引き
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を確認してください。

・ 科目登録をした学部生には、上述の報告書以外に、留学センターにレポートを提出していただきます。レポート課題・提出期限

については、決定次第対象者に連絡します。

・詳細については、募集前に実施する説明会や共通の募集要項で確認してください。

２．プログラム種別
前ページの EX と CS プログラムは、更に以下の２種類に分類されます。

（ 1 ）Regular Academic Programs
留学先大学の通常カリキュラムの中で、現地の学生と共に通常科目を履修します。

（ 2 ）Language Focused Programs
留学先大学では外国語を中心として学習しますが、一部、通常科目を履修することが可能な場合もあります。

＜組み合せ例＞

プログラム名称 プログラム種別 略　称

Exchange Programs（EX） Regular Academic Programs EX-R

Language Focused Programs EX-L

Customized Study Programs（CS） Regular Academic Programs CS-R

Language Focused Programs CS-L

３．その他の留学
早稲田大学の主催するプログラム以外にも、次のような留学形態があります。

（ 1 ）私費留学
早稲田大学が提供するプログラムの中に希望する留学先がない場合や、早稲田大学を卒業後に大学院留学をする場合、自分で

留学先を探して留学することになります。私費留学は、自分で希望大学から入学許可を得、私費で留学先の学費と生活費をまか

なう形の留学形態をいいます。私費留学のカテゴリーの中には、もっぱら語学習得のための留学や、Visiting Student あるいは

Non-degree Student といった呼称で呼ばれるものもあります。出願は通常入学する時期の約半年前で締め切られます。最近では

インターネットで出願を受け付ける大学も出てきていますが、余裕をもって準備をしないと出願に間に合わなくなりますので、十

分に注意してください。また、留学先で修得した単位が帰国後に早稲田大学で認定されない場合がありますので、所属学部・研

究科の事務所へよく確認してください。また ､ 留学期間中でも帰国の時期によっては早稲田大学で夏クォーター、冬クォーター

などに開講される科目などを履修できますが、科目登録の方法、登録可能科目などは所属学部・研究科および科目設置学部・研

究科に確認してください。

＜私費留学をする場合の学費など＞
① 　 早稲田大学の授業料が免除される場合、在籍料（各学期５万円）を支払います。

② 　 私費留学中の修得単位が、早稲田大学の卒業に必要な単位として認定され、留学期間を在学年数に算入する場合は、単

位認定料を支払う必要があります。１単位あたりの単位認定料は、留学期間の始めの学期の属する年度の所属学部・研

究科の科目等履修生の聴講料１単位相当額とします。なお、在籍料と単位認定料の合計額は当該留学期間の授業料、教

育環境整備費（2016年度以前入学者のみ）・全学グローバル教育費（2014～16年度入学者のみ）の合計額を上限としま

す。また、留学期間中に早稲田大学設置科目を履修した場合の聴講料の取り扱いも同様となりますが、単位認定料と合

わせると高額になる場合がありますので、事前によく確認のうえ、履修計画を立ててください。
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＜留学斡旋業者を利用する場合の注意＞

①　留学斡旋業者について

a ．留学斡旋業者は許認可制ではありませんので、業者の選定は慎重に行ってください。

b  ． 斡旋業者によってサービス内容が異なります。学校選択と出願手続きの代行だけを行う業者もあれば、事前オリエン

テーションや現地でのサポートなどまで行う業者もあります。また現地でのサポートも業者により内容が異なります。

②　業者の利用にあたっての姿勢

a  ． 留学についての知識を身につけましょう。留学に必要な情報を身につけておけば、業者の見極めにも役立ち、業者

の説明に対して的確な判断を下すことが可能になるでしょう。

b  ． 業者に依頼する範囲を明確にしましょう。契約を締結する時には、不要なサービスは断るなどの毅然とした対応も

必要となります。

c  ． 複数の業者について比較検討しましょう。サービスや料金体系が異なりますので、複数の業者を訪問して直接話を

聞きましょう。また疑問点があれば、残さずにすべて確認し、納得したうえで契約を交わしてください。

（ 2 ）編入
学部生の場合、早稲田大学を退学して、あるいは卒業してから海外の大学に正規生として編入し、その大学を卒業するケース

があります。こうした場合、早稲田大学で取得した単位が編入先の大学の卒業に必要な単位として算入されることもあります。

詳細は編入先大学や所属の学部・研究科で確認ください。

（ 3 ）卒業後の学位取得留学
早稲田大学で学士号を取得し、その後、海外の大学院に進学する早稲田大学学生は、例年かなりの数にのぼります。この場合、

在学中から外国語能力のレベルアップはもちろん、早稲田大学での成績をより良いものにするべく長期的な努力が必要です。こ

こでのメリットは、学位が取得できることはもちろんのこと、正規生になることによって何らかの奨学金を受給できるチャンス

が増えるということです。専門職に就くためには、修士号以上の学位取得が条件となっている場合もありますので、そのような

職業を目指す方は、大学院進学をめざして十分な準備を心がけてください。

４．大学院生の留学について（早稲田大学の交換留学制度を利用する場合）

大学院生が早稲田大学の交換留学制度を利用して留学をしようとする場合、学部生とは異なった準備やプロセスが必要となる

場合があります。特に欧米の大学で、研究内容がより専門的であることから、留学先の事情により留学がスムーズに認められな

いことがあります。留学先機関の変更を求められたり、留学自体が不可となることもあります。その場合、代わりの留学先を提

供されることもあれば、そうでない場合もあります。交換留学では、留学に関わる決定は基本的には先方に委ねられていますの

で、こうしたリスクが生じやすいことも認識しておく必要があります。

また、希望の留学先への交換留学を果たすために、交換留学生に公開されているコースの詳細など、事前に情報収集を徹底し

てください。希望のコースは、できるかぎり優先順位をつけて複数候補検討しておき、いざというとき柔軟に対応できるように

しておいてください。MBA コースをはじめ一部のコースの履修が認められないケースや履修に際して別途学費などが発生する

ケースも数多くありますので、事前に調べておくことが必須となります。また、希望留学先の Web ページで指導教員候補を調

べ、希望留学先とコンタクトをとり、必要に応じて早稲田大学の指導教員に相談してください。

出願は原則、留学センターが定めたスケジュールに基づいて行なってください。ただし、通常スケジュールでの出願が難しい

場合、留学先が見つからない場合には別途留学センターに相談してください。

なお、早稲田大学の学部から大学院に進学する際には、学部４年次に出願し、大学院進学後に留学することも可能です。ただ

し、入学する学期から留学を開始することは原則としてできませんので、留学開始予定時期については、進学予定の研究科事務

所に必ず確認したうえで、出願を行ってください。
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早稲田大学には在学中に海外留学することを奨励する様々な制度が整備されています。以下に制度の概略を説明しますが、実

際の取扱いはそれぞれの学部や研究科によって異なることがありますので、所属する学部・研究科の要項で詳細を確認する必要

があります。

　留学中の学籍上の取扱いと学費について

留学形態 学籍状態 留学中の学費など 在学年数の取扱い

EX（GLFP 含む）
（*5） 留学

（留学先大学との取り決めに基づく）
所属学部・研究科の授業料等（*1）を支
払う。一部のプログラムは、留学先大学
の学費等を支払う。

留学先大学の修得単位、その修得に
要した期間を早稲田大学教育課程
の一部として教授会などが認めた場
合、留学期間のうち１年または１学
期を在学年数に算入する。

（標準修業年数での卒業可）

CS 「在学」扱いの留学
（早稲田大学授業料等免除）

プログラムフィー（*2）を早稲田大学に
支払う。

学籍状態は在学であるため、留学
期間も在学年数に算入される。

（標準修業年数での卒業可）
DD 「在学」扱いの留学

（留学先大学との取り決めに基づく）
所属学部・研究科の授業料等＋登録料（*3）
15 万円を支払う。
※ アーラム・カレッジの DD プログラムは

留学先学費＋登録料 15 万円を支払う。

私費留学
所属学部・研究科

の規定による
（次ページ参照）

早稲田大学授業料等が免除される場合、
在籍料（各期５万円）を支払う。
※ 私費留学中の期間を在学年数に算入す

る場合、単位認定料（*4）を支払う。

所属学部・研究科により取り扱いが
異なるため、詳細については所属学
部・研究科で確認が必要。

* １　授業料等
　　 授業料、施設費、教育環境整備費、全学グローバル教育費、聴講料・実験実習料、学生読書室図書費、演習料、実験演習料を指す（入

学年度や所属学部・研究科によっては設定されていない費目もある）。
　  　※ 延長生が交換留学をする場合、留学期間中も所属学部・研究科の授業料などを支払う際には、卒業や修了に必要な単位数から取

得単位数を差し引いた単位数に応じて設定された金額ではなく、当該学部・研究科の標準修業年限の最高学年度の学生（学部で
あれば当該年度の４年度生）が支払う金額と同額になる。

　  　※ 2017年度以降入学者については留学を理由に延長生となった際に、学費額が変更となる場合がある。詳細は所属学部・研究科
事務所で確認すること。 

* ２　プログラムフィー
　　 留学先大学から早稲田大学に請求される授業料、プログラム開発・運営費などおよび早稲田大学がプログラムを開発・運営するた

めに必要となる費用（１学年期間10万円、１学期間５万円）から構成される。
　  　※ CS プログラムの一部留学先大学においては、食費・宿舎費などが「プログラムフィー」に含まれている場合がある。
　  　※「プログラムフィー」は留学センターの規定換算レートで日本円に換算した金額を早稲田大学指定口座に支払う。

* ３　登録料
　　DD 登録料：プログラム実施・運営にかかる諸費用に充当する。

* ４　単位認定料
　　 １単位あたりの単位認定料は、留学期間の始めの学期が属する年度の科目等履修生の聴講料１単位相当額とする。なお、在籍料と

単位認定料の合計額は当該留学期間の授業料等と教育環境整備費（2016年度以前入学者のみ）・全学グローバル教育費（2014～16
年度入学者のみ）の合計額を超えないものとする。

* ５　Global Leadership Fellows Program

１．「留学」扱いの留学／「 在学」扱いの留学／「 休学」扱いの留学
早稲田大学における留学には、「Ⅳ．留学の種類」で説明したとおり、各種留学プログラムおよび私費留学があります。海外

の大学またはこれに相当する高等教育機関に１学期相当期間以上在学して教育を受けることが、所定の申請手続き、所属学部・

研究科の許可を経て認められた場合、学籍状態は「留学」の扱いとなります。

ただし、留学形態によりその学籍状態が次ページの表のようにさらに区別され、学費なども留学形態に応じて異なりますので、

事前に十分確認しておかなければなりません。自身の留学の学籍状態が「留学」となるのか、「在学」や「休学」扱いでの留学

となるのか、また、留学期間についての在学年数の取り扱いはどのようになり、留学中とその後の学費額がどのように取り扱わ

れるのか、あらかじめ所属学部・研究科で確認しておきましょう。プログラム終了後、必ず早稲田大学に復学してください。た

だし、特別の事情がある場合は教授会などの判断により、留学期間の延長または再留学が許可される場合があります。
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2023年度　留学中の学籍に関する取扱いについて

交換留学 DD CS

私費で、大学またはそれ
に準ずる高等教育機関、
研究機関にて科目履修
または研究する場合

私費で、大学付属の
語学研修機関にて語
学研修を行う場合

私費で、大学付属で
ない機関にて語学研
修を行う場合

政経 在学扱いの留学 在学扱いの留学 在学扱いの留学 休学／留学 *1 休学／留学 *1 休学

法 留学 在学扱いの留学 在学扱いの留学 留学 休学 休学

文構 留学 在学扱いの留学 在学扱いの留学 留学 留学 休学

文 留学 在学扱いの留学 在学扱いの留学 留学 留学 休学

教育 留学 在学扱いの留学 在学扱いの留学 休学／留学 *1 休学／留学 *1 休学／留学 *1

商 留学 在学扱いの留学 在学扱いの留学 留学 休学 休学

基幹 留学 在学扱いの留学 在学扱いの留学 休学 *2 休学 休学

創造 留学 在学扱いの留学 在学扱いの留学 休学 *2 休学 休学

先進 留学 在学扱いの留学 在学扱いの留学 休学 *2 休学 休学

社学 留学 在学扱いの留学 在学扱いの留学 休学 休学 休学

人科 留学 在学扱いの留学 在学扱いの留学 留学 留学 休学

スポ科 留学 在学扱いの留学 在学扱いの留学 留学 留学 休学

国際教養 在学扱いの留学 *3 在学扱いの留学 *3 在学扱いの留学 *3 休学 *4 休学 休学

政研 在学扱いの留学 在学扱いの留学 － 留学 休学 休学

経研 在学扱いの留学 － － 留学 休学 休学

法研 留学 在学扱いの留学 － 留学 休学 休学

文研 留学 在学扱いの留学 － 留学 休学 休学

商研 留学 *5 在学扱いの留学 － 留学 休学 休学

基幹研 留学 在学扱いの留学 － 休学 *2 休学 休学

創造研 留学 在学扱いの留学 － 休学 *2 休学 休学

先進研 留学 － － 休学 *2 休学 休学

教研 留学 － － 留学 休学 休学

人研 留学 － － 留学 休学 休学

社学研 留学 在学扱いの留学 － 留学 休学 休学

スポ研 留学 － － 留学 休学 休学

アジア研 在学扱いの留学 在学扱いの留学 － 留学 休学 休学

日研 留学 *5 － － 留学 休学 休学

情報生産研 留学 － － 休学 *6 休学 休学

環エネ研 留学 － － 休学 *2 休学 休学

国際コミ研 留学 *7 － － 留学 休学 休学

法務研 留学 *8 － － 休学 *6 休学 休学

会計研 留学 *5 － － 休学 *6 休学 休学

経営管理研 留学 *5 在学扱いの留学 － 留学 休学 休学

* １：休学または留学扱いとするかは、留学期間等の条件による。
* ２：原則は休学だが、学部・研究科が特別に認めた場合、留学扱いとすることがある。
* ３：留学期間も自動的に在学年数に加算される 。
* ４： 原則は休学扱いとなる。しかし渡航予定時期の半年前に相談があり、学部が特別に承認した場合には、留学扱いとすることがあ

る。留学年数を在学年数に算入するためには単位認定が必要となる。
* ５： 原則は留学だが、留学期間が６ヶ月未満の箇所間協定に基づく留学の場合、在学扱いの留学とする。
* ６：原則は休学だが、ケースによっては留学と認めることもある。
* ７： 交換留学および箇所間協定の留学中の学籍は原則留学となるが、研究科が認めた場合は、在学扱いの留学にでき、在学年数に算

入することができる。
* ８： 法務研究科の箇所間協定校のみ。ただし、それ以外でも留学として認められる場合があるので、事前に法務研究科事務所に相談

すること。
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２．所属学部・研究科での留学手続き
留学に際しては、留学形態に関わらず、出発前および帰国後に所属学部・研究科事務所で、必ず留学に関する手続きを行わな

ければなりません。所定の手続きを怠ると留学の資格が取り消されることがあります。具体的な手続きは所属する学部・研究科

により異なります。学部・研究科によっては出発前・帰国後に教務主任や学科主任等との面接が行われることがあります。各事

務所からの案内に従ってください。

（ 1 ）留学願
留学する場合は、留学前に、必ず「留学願」を提出して学部・研究科の承認を受けなければなりません。所属する学部・研究

科での留学手続きを完了しないと留学とは認められません。「留学願」の用紙は各学部・研究科で配付していますので、この用

紙に留学先大学などの発行する入学許可証あるいは証明書を添えて提出します。

ただし、国際教養学部所属学生が必修で行う留学については、留学願を学部事務所に提出する必要はありません。

（ 2 ）留学期間
留学として認められる学籍上の期間は、実際に渡航する日からではなく次のようになります。

１学年期間の留学：９月21日から翌年９月20日、または４月１日から翌年３月31日

１学期間の留学：４月１日から９月20日、または９月21日から翌年３月31日

学期の途中から留学する場合は、早めに所属学部・研究科事務所で、留学期間を４月からにするのか、９月からにするのかを

相談のうえ、決定してください。

なお、プログラムごとに定められた留学期間終了後は、必ず早稲田大学に復学しなくてはなりません。ただし、特別の事情が

ある場合は、教授会などの判断により留学期間の延長または再留学が許可される場合があります。また、所属学部・研究科によっ

て認定できる単位に上限があったり、学籍の取り扱いが異なる可能性があります。所属学部・研究科に必ず確認を取り、履修計

画をしっかりと立てるようにしてください。

（ 3 ）帰国届
帰国後は速やかに、「帰国届」の用紙に留学先の在学証明書、または在籍期間の明記された成績証明書など留学中に留学先大学に

在籍した事実を証明できるものを添えて所属事務所に提出します。また留学センター主催の DD、EX、CSプログラムの場合は、留

学センターに対しても必要な帰国手続きを行ってください。帰国後の手続きは ➡ P.70 を参照してください。

学　部 電　話 学　部 電　話

政治経済学部 03-3207-5617 基幹理工学部

03-5286-3002法学部 03-3232-4534 創造理工学部

文化構想学部
03-3203-4381

先進理工学部

文学部 社会科学部 03-3204-8952

教育学部 03-3202-2379 人間科学部
04-2947-6848

商学部 03-5286-1821 スポーツ科学部

国際教養学部 03-5286-1727

・上の情報は2023年１月現在のものであり、予告なく変更になる場合があります。

掲載以外の学部・研究科の連絡先は各学部・研究科の Web ページや以下の Web ページにて確認してください。

　　https://www.waseda.jp/top/contact

３．留学先大学での科目登録および単位の認定
留学先大学で履修した科目のうち、所属学部・研究科により適当と認められた場合は60単位（研究科は15単位）を限度とし

てその単位が早稲田大学の単位として認定されます。専門職大学院では、修了要件として定める単位の２分の１を超えない範囲

で認定されます。実際に認定される単位数の限度は、学部・研究科によって基準が異なりますので、所属事務所で詳細を確認し

てください ➡ P.70  。
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４．早稲田大学での通年科目、セメスター科目の継続履修
留学する年度に１学期間のみ履修した通年科目、あるいは１クォーター期間のみ履修したセメスター科目を帰国後に継続履修

することができる措置がとられている学部・研究科があります。留学前に、各科目の取扱い（試験・レポ－トの有無、帰国後の

手続きなど） を所属学部・研究科の事務所であらかじめ確認しておく必要があります。また、ゼミの申請・継続手続きについて

も同様です。

例：通年科目の継続履修

2023年度 2024年度

春学期 秋学期 春学期 秋学期

通年科目開講期間 通年科目開講期間

春学期分履修
留学期間

１年間（学籍上９／21 ～ 翌年９／20）
秋学期分履修

例：セメスター科目の継続履修

2023年度 2024年度

春クォーター 夏クォーター 秋クォーター 冬クォーター 春クォーター 夏クォーター 秋クォーター 冬クォーター

春学期科目開講期間 春学期科目開講期間

科目履修
サマープログ
ラム等に参加

科目継続履修

５．留学中の学費
（ 1 ）参加する留学プログラムによる学費取扱いの違い

学費の取扱いは、どの留学プログラムに参加するかによって異なります（ ➡ P.17、21  を参照）。

CSプログラムに参加される場合のプログラムフィーには、プログラム開発・運営費（１学年期間10万円、１学期間５万円）が

含まれます。

（ 2 ）プログラムフィーについて
プログラムフィーは、CSプログラムに留学する場合に適用される留学費用のことです。大学ごとに設定されているプログラム

フィーを早稲田大学に納入することにより留学中の留学先大学学費に充当され、また、その期間中の早稲田大学授業料等が免除され

ます。

プログラムフィーの金額は、「留学先大学から早稲田大学に請求される学費・開発費・運営費など」および「早稲田大学のプロ

グラム開発・運営費」をもとに、留学センターの定める規定換算レートにより日本円に換算のうえ、１学期間のプログラムは１

回、１年間のプログラムはⅠ期、Ⅱ期の２回に分けて納めていただきます。したがって、その留学先大学の募集要項などで提示

されている留学費用とは若干異なります。また、同じ国への留学であっても留学先大学において請求費用が確定する時期によっ

て換算レートが変動します。

一度納めたプログラムフィーはいかなる場合にも一切払い戻しされません。

宿泊費、食費、保証金などの学費以外の費用は、基本的には全て現地で直接納めていただきますが、留学先大学によってはプ

ログラムフィーに含まれる場合があります。また、留学先大学によって納入方法や時期は異なります。

留学先大学によってはプログラムフィーⅠ期、Ⅱ期分の合計額がⅠ期とⅡ期に均等に案分されるのではなく、それぞれの金額

が異なる場合があります。

（ 3 ）留学中の学費取扱い一覧表（2023年度にプログラムに参加する場合の一例）
【注意】

ここでいう「学費等」とは、授業料等（ ➡ P.17 内、* １参照）の他に基礎教育充実費や学生健康互助会費なども含まれますが、

実際に免除となる項目については、所属学部・研究科によって異なります。
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プログラム種類 早稲田大学学費等の取扱い 納入方法 納入スケジュール

EX・DD

所属学部・研究科授業料等
を納入（留学中の留学先大
学の学費免除）
※  DD は、登録料15万円も

納入
　（ ➡ P.17  を参照）

早稲田大学の授業料等を納入する
ことになります。学費等口座振替
通知書は通常どおり送付され、授
業料等の振替が行なわれます。口
座振替でない場合は、振込用紙が
送付されますので、指定額を振込
んでください。

通常の学費納付日程に準じます。

CSおよびEX/DDの
一部

プログラムごとに設定され
ているプログラムフィーを
早稲田大学へ納入する（留
学中の留学先大学の学費に
充当、早稲田大学の授業料
等は免除）

プログラムに参加するための学費
は、 早 稲 田 大 学 の 所 定 の 授 業 料
等ではなく、留学先のプログラム
フィーを早稲田大学に納入する方
式となります。プログラムフィー
は、Ⅰ期・Ⅱ期（１学期間の留学
の場合Ⅰ期のみ）に分けて納入し
ていただきます。
プログラムフィーは、出願時に参
照した留学センターWeb ページ上
のプログラムリスト

（https://www.waseda.jp/inst/cie/
from-waseda/abroad/programlist/
list） 内「Estimated Tuition」 の 欄
を目安にしてください。なお、こ
のリストに記載されている金額は
予 定 額 で す。 最 終 的 な プ ロ グ ラ
ム フ ィ ー 決 定 時 期 は「 納 入 ス ケ
ジュール」をご覧ください。

秋出発の場合（例）

①８～12月
　プログラムフィー金額の決定・
　Ⅰ期納入受付開始
②ご案内発送日より３～４週間以内
　Ⅰ期納入期限
③12～４月
　Ⅱ期納入金額の決定・
　Ⅱ期納入受付開始
④ご案内発送日より３～４週間以内
　Ⅱ期納入期限

春出発の場合（例）

①３～７月
　プログラムフィー金額の決定・
　Ⅰ期納入受付開始
②ご案内発送より３～４週間以内
　Ⅰ期納入期限
③８～12月
　Ⅱ期納入金額の決定・
　Ⅱ期納入受付開始
④ご案内発送より３～４週間以内
　Ⅱ期納入期限

※交換留学で早稲田大学の授業料等を納める場合でも、留学先大学の授業料以外の施設費などが別途現地で徴収される場合もあります。

※留学後、延長生として早稲田大学に在籍する場合の学費の取り扱いについては学部・研究科事務所で確認してください。
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留学センターが提供する１学期間以上の留学プログラムは、年間２回の募集を行っています。

募集対象者は、プログラム出願時および留学期間中を通して、早稲田大学の学生（正規課程）として在籍する、学業成績、人

物ともに優秀な方で（留学期間中に卒業してしまう予定の学生や科目等履修生は応募することはできません）、出願に際しては、

誓約書、語学能力証明書、成績証明書等を準備いただくこととなります。該当年度募集プログラム、選考日程、出願方法などは、

Web ページにアップされる「募集要項」を熟読し、自分が応募するプログラムに必要な手続きを十分理解したうえで出願に臨

んでください。

※各々の手続きにおいて締切りは厳守してください。締切りを過ぎての受付けはいたしません。

１．学内選考について
学内選考は留学プログラム毎に早稲田大学から推薦する学生を選出するために行います。スケジュールなどの詳細について

は、募集ごとに発行される募集要項を必ず熟読し、内容を理解したうえで出願してください。

学内選考にて留学候補者に選ばれた方は、早稲田大学から推薦される学生として、留学先大学に応募する資格を得たことにな

りますが、これは留学先大学からの受入許可を100％保障するものではありません。候補者に選ばれた後も、留学先大学への出

願手続き、渡航準備、および語学力の強化に一層注力することが求められます。

２．選考方法について
学内選考では募集ごとにプログラムリストを公開しています。各プログラムの語学レベル、GPA や学年などの出願要件を確認

のうえ、出願してください。出願に際しては複数のプログラムを併願することもできます。出願者の志望プログラムより、以下

の選考要素を総合的に判断し、候補者を選出します。

・学業成績（GPA）

・語学能力（TOEFL®・IELTS などの語学試験のスコア）

・学習・研究計画書

・筆記試験（小論文）

・面接試験

・所属学部・研究科による留学適性判断

　* 出願するプログラムによって判断される選考要素が変わる可能性があります。

最新のプログラムリスト：早稲田大学留学センターWeb ページより参照ください。

https://www.waseda.jp/inst/cie/from-waseda/abroad/programlist/list 

W A S E D A22

Ⅵ．募集について



１．TOEFL® テスト
（ 1 ） 概　要

留学では、出願の際に一定の語学力とその証明書が必要になります。

特に英語圏への留学を希望する場合は、主に TOEFL® テスト（Test of English as a Foreign Language）のスコアが必要となり

ます。

TOEFL® テストは、大学・大学院レベルのアカデミックな場面で必要とされる、英語運用能力を測定する試験で、そのスコア

は英語圏の大学・期間だけではなく、世界160か国、11,500以上の大学・機関で活用されています。大学が実施する交換留学な

どの留学プログラムはもちろん、英語圏への長期留学を目指す人には必要なテストです。

TOEFL® テストのスコアが要件となっている留学センターのプログラムで留学しようとする場合、原則として留学開始時の1年

以上前にはすでに各プログラムが要求するスコアを持っている必要があります。具体的には翌年の秋出発の留学を考えている場

合、留学センターへの願書提出は原則今年の10月なので、この時点で TOEFL® テストの要求スコアがなければ、応募資格がない

ことになりますので十分にご注意ください。

また１回の試験で応募要件のスコアに達しなかった場合、何度も試験を受けて合格点を目指すことにもなります。ですので、

早めに受験をして、留学のためのスコアを目指すことをお勧めします。

TOEFL® テストに関する問い合わせ：https://www.etsjapan.jp

（２）TOEFL の種類
TOEFL® テストには、留学の際に公式なスコアとして提出することができる TOEFL iBT® テストと、団体の模擬試験として自分

の英語力を知ることができる TOEFL iTP® テスト等があります。

以下、詳細を確認の上、留学に向けての準備を進めてください。

 ①　TOEFL iBT® テスト

主に大学・大学院レベルのアカデミックな場面で必要とされる、英語運用能力を測定する試験です。自然科学、社会科学、

芸術など幅広い分野の教養科目や学校生活に関する題材が扱われます。また、「読んで」「聞いて」その上で「話す」「書く」

など、実際の留学生活を疑似体験する Integrated task という問題形式も含まれ、より実践的な英語力を測ります。TOEFL® テ

ストのスコアは、アメリカ・カナダ・イギリス・オーストラリア・ニュージーランドなどの英語圏の大学・機関だけでなく、

世界150か国、11,000以上の大学・機関で活用されています。

TOEFL iBT® テストは、受験後のスコア受け取りまでに４週間以上かかるため、計画的な受験が必要となります。

詳細は以下の URL で確認してください。

https://www.toefl-ibt.jp/test_takers/toefl_ibt/register.html

②　TOEFL iBT® Home Edition テスト

新型コロナウイルス感染防止対策として2020年４月より実施してきた TOEFL iBT® テスト自宅受験「TOEFL iBT® Home 

Edition」が2021年度以降も実施が継続されることとなりました。

→詳細はこちらから：https://www.toefl-ibt.jp/test_takers/at-home/4.html

③　TOEFL ITP® テスト

英語圏の大学への留学を考え始めたら、自分の英語力を知るためにも、まずこの TOEFL ITP® を利用して TOEFL® テストを体

験してみてください。 自分の弱点がわかれば、TOEFL iBT® を受験するまでの勉強のポイントもわかるはずです。 留学センター

主催の留学プログラムなどにおいても、一部のプログラムに対して応募時に必要となる TOEFL® テストスコアとして、この ITP 

のスコアを使用することができます。 ITP での出願可能なプログラムについては最新のプログラムリストを留学センターホー

ムページにてご確認ください。

→詳細はこちらから：https://www/toefl-ibt.jp/toefl-itp
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（３）早稲田大学生向けの制度

早稲田大学では、皆さんの海外留学を支援するために以下の通り様々なサポートを提供しています。

①　TOEFL iBT® 自習室：22号館　地下１階

開室日時：授業期間中の平日（月曜日－金曜日）9：00 －17：00

機器点検・メンテナンス等により閉室する場合があります。

詳細は以下の「サービス案内」より確認してください。

https://www.waseda.jp/navi/room/waseda/022-TOEFL.html

最新の情報につきましては、留学センターWeb ページを確認してください。

②　Freshman TOEFL iBT®

留学に不可欠なのが、語学能力試験のスコアです。早稲田大学に入学された学部１年生の方で TOEFL iBT® を受験する学生

に大学から5,000円の補助を出します。告知や申請方法については留学センターWeb ページにて案内します。

③　 TOEFL iTP® テスト

早稲田大学では、TOEFL® テストの団体向けテストプログラム TOEFL ITP® テスト（Institutional Testing Program）を実施し

ています。生協主催のテストとなります。

ITP テストに関する問い合わせ先：生協ブックセンター

（早稲田キャンパス17号館地下１階／Tel：03-3202-4010）

２．IELTS　　　※最新情報については必ず IELTS の Web ページより確認してください。

IELTS（アイエルツ：International English Language Testing System）は大学やカレッジに進学希望の学生を対象とした語学

力テストで、イギリス、オーストラリア、ニュージーランドで使用されています。アメリカでも TOFEL に代わる試験として入

学審査の際に採用する教育機関が3,400を超えています。また留学先の選考上、出願者の国籍によってはビザ（査証）取得のた

めに、IELTS の受験が義務付けられている場合もあります。IELTS は２つのモジュール（タイプ）のテストがありますが、留学の

ための出願にはアカデミック・モジュールの受験が必要です。試験内容はライティング60分、リーディング60分、リスニング

40分、スピーキング11～14分の４つのセクションからなり、ライティング、リーディング、リスニング、スピーキングのパー

トごとの英語力がバンドスコアで示されるほかに、総合評価としてオーバーオール・バンド・スコアが与えられます。イギリス、

オーストラリア、ニュージーランドの高等教育機関への入学許可を受けるには通常6.0～6.5のグレードが必要となります。

結果は受験日から13日後の13：00にマイページで確認できます。また同日夕刻に成績証明書が、受験者へ郵送されます。テ

スト結果の有効期限は２年間です（2022年11月現在）。

ＴＯＥＦＬ®テストスコア換算表（参考）

Internet-based Total Paper-based Total
120 677
120 673
119 670
118 667
117 660－663
116 657

114－115 650－653
113 647

111－112 640－643
110 637
109 630－633

106－108 623－627
105 617－620

103－104 613
101－102 607－610

100 600－603
98－99 597
96－97 590－593
94－95 587
92－93 580－583
90－91 577
88－89 570－573
86－87 567
84－85 563

83 557－560

Internet-based Total Paper-based Total
81－82 553
79－80 550
77－78 547

76 540－543
74－75 537
72－73 533

71 527－530
69－70 523

68 520
66－67 517

65 513
64 507－510

62－63 503
61 500

59－60 497
58 493
57 487－490
56 483

54－55 480
53 477
52 470－473
51 467

49－50 463
48 460
47 457

Internet-based Total Paper-based Total
45－46 450－453

44 447
43 443

41－42 437－440
40 433
39 430
38 423－427

36－37 420
35 417
34 410－413
33 407
32 400－403

30－31 397
29 390－393
28 387

26－27 380－383
25 377
24 370－373
23 363－367
22 357－360
21 353

19－20 347－350
18 340－343
17 333－337
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３．その他語学能力試験について

中国語

HSK 中国語能力認定試験＊ HSK 日本実施委員会
電話：03-3268-6601 https://www.hskj.jp

中国語検定試験
日本中国語検定協会
電話：03-5211-5881 www.chuken.gr.jp/

中国語コミュニケーション能力検定
中国語コミュニケーション能力検定　TECC 事務局
電話：03-5793-7055 https://www.tecc.jpn.com

韓国語
韓国語能力試験

韓国教育財団
電話：03-5419-9171 https://www.kref.or.jp

ハングル能力検定試験
ハングル能力検定協会
電話：03-5858-9101 https://www.hangul.or.jp/

フランス語

TCF フランス語能力テスト＊ 日本フランス語試験管理センター
 https://www.delfdalf.jp/tcf_jp.php

DALF フランス語資格試験＊ 日本フランス語試験管理センター
 https://www.delfdalf.jp

実用仏語技能検定試験
フランス語教育振興協会
電話：03-3230-1603 https://www.apefdapf.org

ドイツ語
ドイツ語検定試験＊ ゲーテ・インスティトゥート東京

電話：03-3584-3201 https://www.goethe.de/ins/jp/ja/sta/tok/prf.html

ドイツ語技能検定試験
ドイツ語学文学振興会
電話：03-3813-0596 https://www.dokken.or.jp

イタリア語
CILS イタリア語検定試験＊ イタリア文化会館

電話：03-3264-6011 https://www.iictokyo.com/certi/index.html

実用イタリア語検定試験
イタリア語検定協会
電話：03-5428-5630 https://www.iken.gr.jp

ロシア語
ТРКИ ロシア語検定試験＊ JCA 日本対外文化協会

電話：03-3353-6980 http://taibunkyo.jp

ロシア語能力検定試験
ロシア語能力検定委員会
電話：03-3425-4011 www.tokyorus.ac.jp/kentei/index.html

スペイン語
DELE スペイン語検定試験＊

 インスティトゥト・セルバンテス東京
電話：03-5210-1800  https://tokio.cervantes.es/jp/dele_diplomas/

prices_diplomas_spanish.htm

スペイン語技能検定
日本スペイン協会
電話：03-6809-5836 https://www.casa-esp.com/

ポルトガル語 国際ポルトガル語検定試験
京都ポルトガル語検定センター 
 www.cppq.org/CPPQ_INIT/HOME.html

以上の言語については、それぞれの語学能力を判定する公的なテストを実施している機関があります。
交換留学に応募する場合、原則としてこれらの試験をあらかじめ受験しておくことが望ましいです。２つ以上の能力試験があ

る場合は、＊（アスタリスク）の付いた試験を受験することをお勧めします。

【参考】CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠について）

「CEFR（セファール）：Common European Framework of Reference for Languages」とは、外国語のコミュニケーション能力

を表す指標のことで、欧米を中心に広く使われている国際標準規格です。現在、提供されている参照枠は、英語を含めて38も

の言語にのぼります。 レベルは A1、A2 、B1、B2、C1、最高レベルの C2に分けられています。それぞれのレベルは「can-do 

descriptor」と呼ばれる文章で、コミュニケーションレベルを定義しています。特に欧州へ留学希望の方へ、留学先機関が求め

る語学要件を判断するためのあくまでも１つの参考材料としてご紹介します。交換留学のプログラムに参加する場合、B1～B2

の要件が求められることが多いです。「CEFR」で検索してみてください。
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４．その他（適性テスト等）
大学院（Graduate School / Professional School）の正規課程に入学を希望する場合、以下の適性テストスコアの提出が義務付

けられることがあります。受験に関する問い合わせは、それぞれの Web ページを参照してください。

・GRE（The Graduate Record Examinations）：経営・法学などを除く専攻の大学院への進学希望者を対象としたテストです。  

　 General Test（言語・数学・論理）と Subject Test（生物・化学・数学・物理・コンピュータ・科学・工学・経済学・心理学・

英文学など）の２つの試験があります。  

ac.prometric-jp.com/gre/jp/index.html

・ GMAT（The Graduate Management Admission Test）：MBA の取得を目指すビジネススクール進学希望者を対象としたテスト

です。数学・言語・統合推論・エッセイの４つのセクションで構成されています。経営学に関する専門知識は問われません。

アメリカ・カナダ・イギリスなど全世界1,000以上の MBA プログラムで合否判断材料として利用されています。  

https://www.mba.com/global

・ LSAT（Law School Admission Test）：ロースクールの Juris Doctorプログラムへの進学希望者を対象としたテストです。読解・

分析・文章力を測るテストです。法律に関する専門知識は問われません。５セクションの選択式問題とエッセイ問題があります。 

https://www.lsac.org

・ 英語４技能試験情報サイト：Cambridge English、実用英語技能検定、GTEC CBT、GTEC for STUDENTS、IELTS、TEAP、TOEFL iBT、

TOEFL Junior、TOEIC の情報が随時更新されます。  

https://www.fourskills.jp/
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留学実現の壁のひとつとして「費用」があります。現在、早稲田大学のみならず日本全体において、より多くの学生に留学へ

の門戸を広げるよう、様々な「留学のための奨学金」を設けています。この奨学金は奨学課で扱っている一般的な「学費支援の

ための奨学金」とは支給対象となる要件や手続き方法が異なります。受給を希望する方は、以下に特徴、種類、応募方法等の概

要を紹介しますので、よく理解のうえ手続きを行ってください。

１．特　徴
主に次のような特徴があります。

（ 1 ）多くが返還不要の給付型
留学センターで紹介する奨学金は、返還不要の給付型になります。

（ 2 ）支給対象範囲が「学費支援のための奨学金」より広い
「学費支援のための奨学金」と支給対象となる家計要件が異なり、一般的に支給対象範囲は広くなっています。例えば令和３

年度の日本学生支援機構の海外留学支援制度（協定派遣）奨学金では、その支給対象者の要件を「第二種奨学金在学採用の家計

基準に合致する者を優先」とあります（詳しくは日本学生支援機構 HP を参照してください）。

（ 3 ）グローバル化推進の気運の高まりの中、年々奨学金制度が充実している傾向
本学では2017年度に予約採用型「早稲田の栄光奨学金」、2021年度に同じく予約採用型「ハバタケ世界の空奨学金」を新設し

ました。財団、企業、地方自治体等の学外奨学金も新設、拡充している状況にあります。

２．種　類（予定）
奨学金は、学内外に多数ありますが、概ね３つに区分されます。

（ 1 ）学内奨学金

奨学金名 予約採用型�早稲田の栄光奨学金

概　　要 経済的な理由で留学プログラムへの参加が困難である学生を対象に、留学出願前に奨学金の採用を約束し、留学を後押
しすることを目的としています。

対　　象 ①留学センター海外留学プログラムへ出願予定の者
②日本国籍または永住権（特別永住含む）を有する者
③所得証明書記載の収入・所得金額の父母の合算額が次の者
　a）給与・年金収入金額（課税前）：800万円未満（年金、不動産収入等含む）
　b）その他、事業所得金額：350万円未満
　※複数種類の収入・所得がある場合、合算して総合的に判断します。
④学業成績が優秀な者

支給金額 １年以上留学　総額110万円、半期留学　総額50万円

枠　　数 春募集・秋募集合せて最大19名

奨学金名 予約採用型　ハバタケ世界の空奨学金

概　　要 経済的な理由で留学プログラムへの参加が困難である学生を対象に、留学出願前に奨学金の採用を約束し、留学を後押
しすることを目的としています。

対　　象 ①留学センター海外留学プログラムへ出願予定の者
②日本国籍または永住権（特別永住含む）を有する者
③経済的困窮度が高い者
④学業成績が優秀な者

支給金額 １年以上留学　総額100万円

枠　　数 秋出発最大６名
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奨学金名 校友会海外派遣留学奨学金

概　　要 留学センターが指定するオックスフォード大学、ケンブリッジ大学、イェール大学、シカゴ大学、ペンシルバニア大学
における留学プログラムに参加する者のうち、特に海外留学に対する意欲が高く、人物が優れている者に支援するもの
です。
※採用者は学生部奨学課主催の行事等に出席すること。

対　　象 留学センターの CS プログラムを通じて、オックスフォード大学、イェール大学、ペンシルバニア大学に１年留学する
正規学生

支給金額 総額150万円

枠　　数 ５名

奨学金名 株式会社早稲田大学アカデミックソリューション海外留学奨学金

概　　要 株式会社早稲田大学アカデミックソリューションからのご寄付によって新設された奨学金です。
奨学金受給者同士での交流会なども別途計画されています。

対　　象 留学センターの DD プログラムおよび１年間の EX プログラムを通じて、海外の大学に渡航を伴う留学をする学部正規学
生のうち、特に成績優秀な者。

支給金額 総額100万円

枠　　数 秋出発10名

奨学金名 ハワード・ハギヤ奨学金

概　　要 台湾を拠点とするシュアジョイントグループの創業者ハワード・ハギヤ（萩谷博）氏（1963年第一商学部卒業）による
早稲田大学への寄附金により、本学 DD プログラムにより台湾へ留学する学生および台湾から早稲田大学を目指す優秀
な学生を支援することを目的として、2015年度に新設されました。

対　　象 留学センターの DD プログラムにより台湾へ留学する優秀な日本人学生

支給金額 総額80万円

枠　　数 ２名

奨学金名 荒井孝晋海外留学奨学金

概　　要 本学校友である故・荒井孝晋（あらいたかのぶ）氏（理工学部工業経営学科卒業）のご母堂様、春子氏からの寄附金に
より、修士課程の学生の中で、シカゴ大学へ留学する有能な学生を支援することを目的として設立されました。

対　　象 修士または学部学生で、シカゴ大学に１学期以上留学する日本人学生　※変更となる場合有り。

支給金額 総額18万円

枠　　数 １名

奨学金名 学生交流奨学金

概　　要 経済援助により海外留学を奨励することを目的として設立された奨学金です。

対　　象 留学センターWeb ページ参照のこと。https://www.waseda.jp/inst/cie/from-waseda/aid/scholarship

支給金額 総額25万円

枠　　数 150名
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（ 2 ）日本学生支援機構（JASSO）海外留学支援制度（協定派遣）

概　　要 ・独立行政法人が運営する奨学金
・留学センター海外留学プログラム参加者が対象（短期プログラムも含む）
　※ ただし、別途、学部・研究科・センターで独自に実施するプログラムも対象となる場合もあり（留学センター

における選考とは異なる）

支給金額 月額６万円～10 万円（留学先地域により異なる）

備　　考 ・国の大型奨学金につき、大人数の学生に支援（ただし、支援人数は年毎に増減）
・ 留学センター派遣留学プログラム参加者向けとは別に、卒業後に海外大学院で学位を取得する者を対象とした

「大学院学位取得型」もあり

（ 3 ）トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム

概　　要 2013 年からスタートした官民協働で取り組む海外留学支援制度。コロナ禍で落ち込んだ留学数を 2027 年度まで
に少なくともコロナ前の水準に回復することを目指し、産学官あげてのグローバル人材育成の取り組みを強化す
る方針として、2023 年より第二期をスタートさせます。

対　　象 本学正規生で日本国籍を有する者又は日本への永住が許可されている者（特別永住者を含む）
◆トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム Web ページ

支給金額 月額６万円～16 万円（留学先地域および家計状況により異なる）

枠　　数 専用 Web ページをご確認ください。

（ 4 ）学外奨学金

概　　要 ・公益財団法人、企業、地方自治体等が運営する奨学金
・私費留学プログラム参加者も対象となる奨学金も複数あり

支給金額 それぞれの奨学金毎に異なる

備　　考 ・海外大学院学位取得のための奨学金もあり

３．応募方法・結果発表
奨学金の受給を希望する方は、次のとおり指定された様式、手順、期間に従って応募を行ってください。

（ 1 ）「学内奨学金」ならびに「日本学生支援機構（JASSO）海外留学支援制度（協定派遣）」

対　　象 留学センター海外留学プログラム参加者

応募方法 海外留学先決定後に留学センターより決定者宛に奨学金の案内をしますので、それに従って応募してください。なお、
奨学金の応募は１度のみです。
特定の奨学金および志望順位を指定して応募することはできませんが、１度の応募で受給資格のある全ての学内奨学
金に一括エントリーできます。
※提出書類（予定）：奨学金申請書、父母の課税・非課税証明書

結果発表 提出書類、学業成績を踏まえ総合的に判断し、出発直前または出発後に Waseda メールにて発表します。

備　　考 次の奨学金およびプログラム参加者は別の取り扱いとなります。
・予約採用型「早稲田の栄光奨学金」「ハバタケ世界の空奨学金」（募集・選考は海外留学募集選考前に実施）
・箇所間協定派遣留学プログラム参加学生（詳細は各学部・研究科センター事務所に問い合わせ）

（ 2 ）「トビタテ！留学 JAPAN」＆「学外奨学金」

対　　象 留学センター海外留学プログラム参加学生、箇所間協定派遣留学プログラム参加学生、私費留学プログラム参加学生

応募方法 それぞれの奨学金の募集要項にしたがい、各自個別に応募してください。

結果発表 それぞれの奨学金毎に異なる
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４．留意事項
≪応募にあたって≫

（ 1 ）情報収集のアンテナを張る
学内奨学金、日本学生支援機構（JASSO）奨学金および把握できる範囲での学外奨学金の情報については、留学センターWeb

ページ、MyWaseda のお知らせ等に随時掲載しますので、こまめに確認し、様々なチャンスを逃さないようにしてください。

【留学センター奨学金ページはこちら】

（ 2 ）資金計画
留学のための奨学金には選考があり、必ずしも受給できるわけではありません。奨学金を受給することを前提に資金計画を立

てることのないようにしてください。留学先決定後、原則、留学の辞退はできませんので注意してください。

（ 3 ）受給対象の違い
留学のための奨学金の受給対象は、それぞれに留学プログラム（DD、 EX、 CS）、プログラム開始時期（秋出発、春出発）、留

学期間（１年間、１学期間）、留学先地域等の違いがあります。

≪受給にあたって≫
（ 4 ）併給制限の確認

留学のための奨学金は「併願」は可能ですが、「併給」できない場合があります。複数の奨学金に合格した場合、必ず双方の

奨学金支給団体に併給の可否を各自の責任で確認してください。確認を怠り不正に受給した場合には返還していただくこととな

りますので注意してください。なお、学費支援のための奨学金との併給は一般的に認められることが多いです。

（ 5 ）留学中、帰国後の提出物、手続き
奨学金によっては、在籍確認、報告書などの提出が義務付けられている場合がありますので、期限内に行ってください。手続

を怠ると返還の可能性もありますので注意してください。

（ 6 ）日本学生支援機構（貸与・給付）奨学金や学内奨学金などを受給している方へ
留学のための奨学金とは別に、すでに日本学生支援機構の奨学金や学内奨学金、民間団体奨学金を受給している方は、留学前・

留学後に手続きが必要な場合があります。手続きを怠った場合は奨学金の受給などに支障が生じることがありますので、出発前

に確認してください。 ➡ P.40  

５．【参考】貸与型奨学金や教育ローンについて
以下の（1）と（2）の奨学金は、奨学課で案内している貸与型の奨学金です。詳細は奨学課（戸山キャンパス学生会館１階）

へ問い合わせてください。

　奨学課 Web ページ：https://www.waseda.jp/inst/scholarship/

　奨学課お問い合わせフォーム：https://www.waseda.jp/inst/scholarship/contact/

（ 1 ）日本学生支援機構　第一種奨学金（海外留学支援制度：協定派遣給付者対象）
※貸与型の奨学金です。

※2022年度実績の内容を記載しております。

対　　象：海外留学支援制度（協定派遣）を３ヶ月分以上受給して留学する学部生・大学院生

種　　類：第一種奨学金（無利子）

貸与月額：【学 部 生】２万円、３万円、４万円、５万円、5.4万円※、6.4万円※（2017年度以前入学者は※のみ選択可）

　　　　　【修士課程】５万円、8.8万円

　　　　　【博士課程】８万円、12.2万円
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貸与期間：海外留学支援制度受給期間

　　　　　※ 過去に同じ課程で第一種奨学金（国内の大学で学ぶための第一種奨学金を含む）の貸与を受けたことがある場

合は、貸与期間の短縮や申込み資格がなくなる場合があります。

貸与始期：留学開始月

申込時期：海外留学支援制度（協定派遣）の採用決定後、留学開始日から３ヶ月以内

（ 2 ）日本学生支援機構　第二種奨学金（短期留学）
※貸与型の奨学金です。

対　　象：海外の大学・大学院へ短期留学をする学部生・大学院生

種　　類：第ニ種奨学金（有利子。利率固定型または利率見直し型を選択）

　　　　　※ 家計支持者の収入状況により留学時特別増額（有利子。一時金 10万、20万、30万、40万、50万円から選択）

を付与できます。

貸与月額：【学 部 生】２万円～12万円の中で１万円刻みで選択可

　　　　　【大学院生】５万円、８万円、10万円、13万円、15万円から選択（法務研のみ19万円、22万円も選択可）

貸与期間：留学期間（３ヶ月～最大１年。DD は最大２年）

貸与始期：留学開始月

申込時期： 留学開始月により、申込時期が異なります（別表参照、ただし休学扱いの留学は不可）。

　　　　　詳細は、申込時期に奨学課 Web ページなどにてお知らせします。

募集回 留学始期 申込時期（予定） 採用候補者決定（予定）

第一回募集 4 月～ 7 月 12 月後半 2 月下旬

第二回募集 8 月～ 11 月 4 月 6 月下旬

第三回募集 12 月～翌年 3 月 8 月 10 月下旬

注意： この奨学金は現在国内の大学で学ぶための第二種奨学金を受給していない学生が対象となります。現在貸与中の奨学

金と（ 1 ）または（ 2 ）の奨学金の併給については奨学課へ問い合わせてください。

（ 3 ）教育ローン
一部の金融機関では教育資金を貸し付ける教育ローンを提供しています。基本的には国内における教育資金として提供される

ものですが、留学にも適用されるものもあります。奨学金の受給が困難な場合、または自己資金が不足している場合には、この

ローンも検討してください。詳細は、以下に問合せてください。

　日本政策金融公庫「国の教育ローン」：0570-008-656
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基本原則：解決するのは自分自身！  自ら解決する主体性のある学生であること。

１．（全員加入）海外旅行保険・危機管理対処サービス
（ 1 ） 海外旅行保険（包括契約・留学生特約）

留学センターの留学プログラム、箇所間協定などによる留学プログラムで留学する場合、海外危機管理体制の一環として、早

稲田大学が包括契約を締結している海外旅行保険に加入することが義務付けられています。保険料はプログラム参加学生自己負

担となります。 ➡ P.45、63

（ 2 ） 留学生危機管理対処サービス
海外での日常的なリスクに対応するため、留学センターでは、留学生危機管理対処サービスを導入しています。危機管理対処

サービスが提供するサービス内容は以下のとおりです。対処サービスに加入する基本費用は全て大学負担としていますが、サー

ビスの内容により実費分の費用が発生する場合があります。

・医療に関するサポートサービス（病気・けがの場合など）

・医療以外・その他に関するサポートサービス（盗難の場合など）

・健康相談サービス

・安否確認サービス

・緊急脱出手段の手配

・弁護士紹介

（ 3 ） 海外携帯電話レンタルサービス
留学先における危機管理対応を強化するために、海外留学生全員へ留学センターが契約する海外携帯電話レンタルサービスに

加入いただきます。基本プランにおいては、留学期間中の貸出料は原則として全て無料となり、負担額は、本人が使用した通話

料（ショートメール料含む）のみです（データプランを利用の場合は、データ通信料がかかります）。これにより海外留学生全

員の連絡先を把握し、万一の場合の大学、学生間の連絡をよりスムーズに行えるようにします。また携帯電話のショートメール

により安否確認や危機管理情報などの連絡をします。留学期間中、ご家族との連絡手段としても利用することができます。

上述のサービスなどの加入方法については、留学候補者に決定した後にお知らせします。

２．留学先地域の検討と情報収集
留学先地域の治安情勢、犯罪の傾向・手口、衛生状況や感染症を含む病気・医療に関する情報、風俗・習慣・国民性、現地の

法令や法律などの社会情勢などの情報収集は、プログラム内容の検討と併せて行う必要があります。常に最新の情報収集を行う

よう心がけてください 。

３．留学前の準備
（ 1 ）海外旅行保険への加入

早稲田大学が包括契約をする海外旅行保険に加入することに加え、留学先国や大学によっては、この保険に加入していても、現

地の健康保険や医療保険への加入が義務付けられることがあります。その場合は重複して保険に加入する必要があります。なお、

保険始期日（開始日）は日本を出発する日からとなり、外国籍学生が自国に寄ってから留学先の国へ行く場合であっても、保険

始期日は日本を最初に出発する日となります。

（ 2 ）海外携帯電話レンタルサービスへの加入

（ 3 ）「パスポート」「クレジットカード」「航空券」「保険契約番号」などの控えをとる。

（ 4 ）貴重品の紛失・盗難および緊急時の際の連絡先一覧を作成する。

大使館・総領事館、現地警察、クレジットカード・航空券手配会社、保険会社、危機管理対処サービス会社、海外携帯電話レン
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タル会社、大学緊急連絡先

（ 5 ）持病のある人は、英語または現地語でのメディカルレポートの作成

（ 6 ）「緊急カード」（Emergency Card）への必要事項の記入（カードは留学センターのオリエンテーションで配付されます）

（ 7 ）外務省危機管理サービス登録

海外渡航や在留の際に緊急事態が発生した場合、外務省から随時情報が提供されます。緊急事態の発生に際しては、あ

らかじめメールアドレスを登録された方には、一斉メールにより当該滞在国の情勢と注意事項が伝えられます。

①３ヶ月以上滞在する方は、緊急事態に備え必ず在留届を提出してください。

　・外務省 在留届ホームページ

　　http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/todoke/zairyu/index.html

② ３ヶ月未満の旅行や出張などの際には、海外滞在中も安全に関する情報を随時受けとれるよう、「たびレジ」に登録し

てください。 ➡ P.118

（ 8）外務省海外安全アプリの利用

スマートフォンの GPS 機能を利用して現在地および周辺国・地域の危険情報や渡航情報を表示することができます。

　App Store または Google Play で「海外安全」を検索してください。

４．留学前・留学中のプログラム中止や帰国勧告について
外務省では、海外安全 Web ページ（https://www.anzen.mofa.go.jp/）で、地域別国一覧から、その国の最新の海外危険情報、

感染症危険情報、過去の情報データベース、多発している事件の傾向と対策と、現在の治安情勢を以下のように４段階に大別し

てきめ細かな危険情報を提供しています。

早稲田大学では、出発時や留学中に以下の勧告が出ている地域への留学は、渡航を延期、もしくは留学の中止および帰国勧告

を検討する場合があります。連絡はメールや留学センターWeb ページ、各プログラムの担当者などを通じて行います。

『レベル１：十分注意してください』

　　 　その国・地域への渡航、滞在に当たって危険を避けていただくため特別な注意が必要です。

『レベル２：不要不急の渡航は止めてください』

　　 　 その国・地域への不要不急の渡航は止めてください。渡航する場合には特別な注意を払うとともに、十分な安全対策をとってく

ださい。

『レベル３：渡航は止めてください（渡航中止勧告）』

　　 　 その国・地域への渡航は、どのような目的であれ止めてください。（場合によっては、現地に滞在している日本人の方々に対して

退避の可能性や準備を促すメッセージを含むことがあります。）

『レベル４：退避してください。渡航は止めてください（退避勧告）』

　　 　 その国・地域に滞在している方は滞在地から、安全な国・地域へ退避してください。この状況では、当然のことながら、どのよ

うな目的であれ新たな渡航は止めてください。
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秋募集春出発／春募集秋出発のプログラムへ参加の方は、出発までのスケジュールがよりタイトになります。
留学先の諸事情により異なる場合があるので、実際の手続きを優先し、留学センター担当スタッフの指示に従ってください。

W A S E D A36

出発１年前

出発半年前

出発

英語留学準備講座の受講

出願手続きの流れや合
否通知の時期は、協定
校により異なります。

滞在先手配のタイミン
グは協定校により異な
るため注意！

学内選考通過後、留学先大学への出願の流れ

留学先大学・国・地域の情報収集

各自で情報収集に努めるとともに、同じ大学、地域に
留学予定の留学候補者とも情報を共有するようにして
ください。安全情報の収集も忘れずに！

※留学先大学によっては担当者が早稲田大学に来訪し、
個別オリエンテーションを開催する場合があります。

出発の準備
○現地での宿泊先の手配（重要）
○ビザ（査証）取得開始
○航空券手配
○海外旅行保険／危機管理対処サービス加入
○プログラムフィーの納入
○現地での「お金の管理」について確認
○健康診断・予防接種
○国際電話・携帯電話関連の手続き
○パソコンの準備
○学部・研究科での手続き
○単位認定の確認
○奨学金の確認
○現地情報のチェック

出願に必要な手続き案内（Wasedaメールで連絡）
↓
出願書類の回収・提出

（22 号館 1 階 Waseda Global Gate）
※締切り期日は必ず厳守してください。
↓
協定校での書類選考
↓
合否通知
※留学先によっては出発直前となる場合もあります。
↓
決定時オリエンテーションに参加

出発

○現地滞在中も留学センターからの連絡に注意して
ください。

帰国後は・・・ ➡ P.69

（重要）出発前オリエンテーション開催

必ず出席し、留学中の手続きについて確認
してください。

Ⅰ．出発までのスケジュール



１．届出・提出書類について
留学を成功させるには、留学前の準備がとても大切です。以下の情報を参考に、出発までの準備に万全を期してください。

（ 1 ）まずは、必要書類の取り揃え
願書提出時に願書以外の書類の提出を求められることがあります。高校の英文成績証明書や卒業証明書、金融機関発行の残高

証明書、健康診断証明書、学習計画書、予防接種の証明書などです。これらの書類の発行には時間がかかることがありますので、

早めに準備するようにしてください。また、金融機関発行の残高証明書は、留学期間中に必要な金額の残高があることが求めら

れるとともに、出発直前ではなく、ビザ申請の段階で必要金額の残高証明を求められることもありますので、早めに資金を準備

する必要があります。留学センターから、留学先大学への正式な出願に際し何が必要なのかサポートいたしますが、ご自身でも

留学先大学からのメールやホームページで必要書類を確認し、早めに手配してください。ただし、書類には有効期限が設定され

ている場合があるため、早すぎる取得には注意が必要です。通常、３ヶ月以内に発行された文書が有効期限内と考えてください。

留学中は、すべて個人の責任で対処しなければなりません。留学先大学のサポートはありますが、あくまでも基本は自分自身

で全ての手続きを進めていく、という心構えで臨む必要があります。

まず、留学先大学指定の願書がある場合、皆さんの Waseda メールに届くことがあります。Waseda メールを確認し、留学先

大学からのメールを留学センター担当者に転送してください。大学によっては願書を必要としないところもあります。願書の提

出締切まで非常に迫っている段階で、書類が送られてくることもしばしばあります。特に、長期休業中に旅行や帰省などで長期

間自宅を不在にする場合には、必ず連絡先を留学センターの担当者に知らせておくようにしてください。連絡がない場合、締切

を逃し今後の留学手続きに支障をきたす可能性があります。

・ 長期休暇中に皆さんの Waseda メールや帰省先などへ連絡をする場合もあります。メールはこまめに確認し、留学センターか

らの連絡が取れるように留意願います。

・特別な理由がない限り、出願時に登録したメールアドレスは、留学前、留学期間中ともに変更しないでください。
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（ 2 ）留学をする上で必要な書類・手続き
留学先大学に出願する際はすでに早稲田大学選考時に提出した書類をそのまま利用できる場合もありますが、改めて書類を提

出してもらう場合もあります。次の一覧は目安とし今後の手続きの中で確認してください。

①出願必要書類 　出願書類は、留学先大学によって異なります。出願手続きを開始する際に、留学センター担当者よ
り案内しますので、その指示に従ってください。以下はその一例です。

（A）Application Form（願書）
　　 書式が指定されている場合やオンライン登録の場合など留学先大学によって出願方法が異なりま

す。また、留学先大学によっては手続料（出願料など）がかかり、海外送金、クレジットカード
による支払いを求められる場合もあります。

（B）Academic Transcript（英文成績証明書）
　　 留学先大学によっては、最新の英文成績証明書を提出する必要があります。留学センター担当者

の指示に従って提出してください。
（C）Study Plan / Letter of Motivation（学習・研究計画書）

　　 留学先大学から学習・研究計画書の提出を求められた際は、定められた期日までに提出してくだ
さい。

（D）Letter of Recommendation（推薦書）（1 ～ 2 通）
（E）Photo ID（証明写真）

　　 留学先大学や渡航国査証申請の規定により大きさや必要枚数、背景色などが異なりますので、注
意をしてください。

（F）Copy of Passport（パスポートコピー）
　　 パスポートを取得されていない方は速やかに申請してください。また、出発前や留学中に有効期限

が失効するパスポートや、渡航国が規定する必要残存期間に満たないパスポートを所持している場
合は、新しいパスポートの取得申請を行なってください。期日までに顔写真および旅券番号ページ
のコピー 1 部を提出してください。

　　※日本国籍以外の国籍を保有している方は、以下も併せて提出してください。
　　　①在留カード（外国人登録証から切替を行っている場合）コピー
　　　②特別永住者証明書コピー（外国人登録証から切替を行っている場合）
　　※二重国籍の方は必ず両国のパスポートコピーを提出してください。

② 滞在先申込みと保証
金（デポジット）支
払い

　現地での滞在には学生寮・ホームステイ・アパートなどが一般的に利用されますが、各プログラム
によって異なり、留学先大学が滞在先を指定する場合もあります。また、プログラムによっては留学
先大学が一切手続きに関与しない場合もあり、この場合は滞在先を「自力」で探す必要があります。
いずれも決められた期限までに手続きを進めないと、宿舎が確保されないことがあるので、締切に注
意してください。
　留学先大学によっては、事前に海外送金、クレジットカードによる保証金の支払いを求められる
場合があります。原則、候補者自身で手続きを行うことになります。

③財政証明書
　預金残高証明書
　（英文）

　必要に応じて口座を開設している金融機関で英文の残高証明書（Financial Statement/Statement 
of Balance など）を発行してもらってください。留学先大学への提出書類として必要になる場合や
査証取得に必要となる場合もあります。留学先大学や渡航先国により金額などの規定も異なるので
注意してください。

④奨学金申請書類 【留学センターのプログラムで留学する方で、留学センターから案内する奨学金に応募】
（A）申請用紙
（B）父母の収入に関する証明書（課税・非課税証明書など）

　　 収入に関する証明書は、役所や就業先から取得する必要があります。また、必要な証明
書は就業状況によって異なりますので早めに準備してください。

【民間・地方公共団体の奨学金に応募】
奨学金によって、提出書類や締切は異なりますので、各種募集要項を確認のうえ、各自で責
任をもって準備してください。
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⑤ 英文健康診断証明書
および予防接種証明書

　留学先大学や国によっては健康診断証明書（Health Form）の提出や予防接種（Vaccination）を
受ける必要があります。
　学生定期健康診断を受診されている場合のみ、再度健康診断を受診することなく早稲田キャンパ
スの保健センターにて英文健康診断書の発行が可能です（一通500円）。
　ただし、留学先大学の書式・内容によっては別途健診が必要となる場合もありますので、事前に
確認してください。学生定期健康診断を受診していない方は、英文証明書が発行可能な医療機関で
各自受診してください。
※学生定期健康診断は年度毎の受診が必要です。

＜重　要＞
留学先大学の書式による健康診断書、予防接種証明書について
　事前に書類をよく読み、母子手帳を参考に自分が記入する部分、医療機関に記入してもらう部分、
追加して健診や予防接種を受けなくてはならない項目などを必ず確認してください。
予防接種証明書について
　留学先大学や留学先国・地域によっては、渡航までに予防接種を受けることを求められる場合が
あります。その中には日数を要する予防接種もありますので、必ず余裕をもって手続きを行なって

ください。 ➡ P.43

（ 3 ）留学センターとの書類の受け渡し
留学センターとの書類の受け渡しは、留学センター担当者より案内しますので、その指示に従ってください。

留学先大学より提出書類の連絡がきたら、皆さんに出願の補足案内をします（原則として Waseda メールを利用）。提出が必

要な書類についての締切り日時をメールにて案内しますので、メールはこまめに確認するようにしてください。書類によっては

（特に残高証明書や高校の英文成績証明書、健康診断書など）発行までに時間がかかるものもありますので、提出期日をよく確

認し期限内に提出できるよう準備してください。

特に複数の候補者が同一の留学先大学へ書類を提出する場合、一人の提出が遅れることにより全体の手続きが遅れてしまうこ

とがあります。他の候補者に迷惑をかけないためにも期日は必ず守るようにしてください。

留学センターが指定する書類の提出期日を守らないなど、度重なる手続き遅延をおこす候補者に対しては留学センターより個

別に注意を行いますが、注意にも応じず改善が見られない場合には留学を中止させる場合もあります。

（ 4 ）正式な氏名の届出（パスポート記載名）について
早稲田大学に届け出ている皆さんの氏名のローマ字スペリングは大変重要になります。パスポート表記のローマ字名を正式な

氏名とし、それが早稲田大学に届け出ている氏名やスペリングと異なる場合には速やかに各事務所にて訂正手続きを行なってく

ださい。また、これからパスポートを取得する方や更新する方も同様です。

特に英文成績証明書のローマ字スペリングが、皆さんのパスポート表記名と異なっているため書類提出先である留学先大学の

事務手続きにおいて混乱を招くことが多々あります。結果として、渡航国のビザ申請時に同一人物とみなされずビザ発給に支障

をきたすこともあります。

その他、日本国籍以外の方、二重国籍の方、外国人留学生の方々は、氏名の確認と合わせて在留および再入国許可の期限など、

留学終了後日本再入国の際に支障がないよう、関係官公庁などを含め事前によく確認してください。

・ パスポート表記上、ローマ字名に「h」や「u」が入っている場合（Sato さんや Satoh さん、Ono さんや Ohno さんなど）には、

早稲田大学に届出されている氏名と異なる場合があるので注意してください。

・二重国籍保持者は、留学先国の規定によっては両国のパスポートを所持し渡航しなければならない場合があります。

・ 外国籍学生の方々で、ローマ字表記や日本名で銀行口座やその他の公的手続きを行っている場合、パスポート表記と異なるこ

とによって渡航手続きに支障をきたすことがあります。各自にて十分注意し、必要に応じパスポートと同表記の書類を用意し

てください。

（ 5 ）日本の住所が変更になった場合
出発までに日本での住所・連絡先が変更になる場合は、皆さんの所属学部・研究科事務所に必ず連絡をください。変更の連絡

をいただけないと学部・研究科や留学センターからの連絡が滞るばかりか、留学先大学から皆さんの連絡先に直接書類が郵送さ

れる場合に不都合が生じる恐れがあります。
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１．届出・提出書類について
（ 1 ）留学前の登録・提出書類

提出していただいた全ての個人情報は、留学プログラムの運営のために使用します。また、必要に応じて、早稲田大学が留学

中の学生、学生の保護者等への連絡などに使用します。来室、メールへの添付、郵送のいずれかで提出してください。

提出時期 登録／提出 登録・提出先 目的／方法

留 学 セ ン タ ー
からの案内後

早稲田大学指定
海外用携帯電話
レンタルサービス

株式会社
プラットフォーム
ジャパン

海外留学期間中の安全・危機管理対応の一環として、指定の海外
用携帯電話の登録をしていただきます。
なお、加入登録には通信料支払のためのクレジットカードが必要な
ため、クレジットカードを用意してください（保護者等のクレジッ
トカード利用も可能）。

出発３週間前
まで

パスポートのコピー
（更新した場合）

留学センター
担当者

何かあった場合の留学センターの控えとして必要となります。
まだパスポートのコピーを提出していない方や更新後、最新のも
のを提出していない方、現在申請中、滞在中に再申請をする方は
現在所持しているものを提出してください。

ビザ（査証）の
コピー

出発前にビザを取得する場合は、パスポート上でビザが貼られて
いる、またはスタンプが押されているページのコピー１部を提出
してください。ビザが別紙になっている場合には別紙のビザ書類
のコピーを全て提出してください。

最終フライト
インフォメーション
書類

出発日時・便名などを留学センターで控えます。
旅行会社より発行された最終予約案内書（利用フライト詳細明
記）のコピーを提出してください。

海外旅行保険
手続き

MyWaseda

保険料を支払い、MyWaseda にて申込登録してください。保険
に関する案内書面は、登録後２～３週間後を目処に指定の住所
に保険会社または代理店より送付します。早めに手続きをして
ください。

（ 2 ）留学時に必要な奨学金の各種手続き（休止・継続など）
日本学生支援機構奨学金・学内奨学金・民間・地方公共団体奨学金を受給している学生は、以下 ①～③のとおり、留学前・

後に各種手続きを行うことが必要となりますので、奨学課にて必ず手続きを行ってください。

手続きを怠った場合には、奨学金の受給などに支障が生じることがあります。

① 日本学生支援機構奨学金（貸与・給付）

・ 留学中は原則「交付中」となります。留学中の学籍状態が「休学」となる方のみ「休止の異動願（届）」を奨学課へ提出して

ください。

・ 国の修学支援新制度「給付奨学金」受給者のうち、海外留学支援制度を同時に受ける方は国の修学支援新制度「給付奨学金」

の「停止の異動願（届）」（学籍状態が「休学」となる方は「休止の異動願（届）」）を奨学課へ提出してください。なお、日本

学生支援機構の旧制度の給付奨学金を受給中の方は以下のとおりの対応となります。

　2018年度以前入学 → 原則「交付」継続

　2019年度以降入学 →「休止」　※奨学課へ「休止の異動願（届）」を提出してください。

（※注意） 停止または休止手続きが遅れると後日振込超過分を返金いただく等の対応が発生しますので、速やかに手続きを行っ

てください。

・ 留学中の学籍状態が「休学」となる方で、留学中も奨学金（国の修学支援新制度「給付奨学金」除く）の継続を希望される場

合は「留学奨学金継続願」の提出により、留学中の奨学金継続が認められる場合がありますので、奨学課までお問い合せくだ

さい。

・ 第二種奨学金について、留学などの事由により学年延長生となる場合には「貸与期間延長願」の提出により、１年間の範囲内

で貸与期間の延長が認められる場合があります。課程最終学年に貸与終期を超える留学に行く場合で、帰国後の貸与期間延長

を希望する場合は、留学前に「貸与期間延長願」を提出する必要がありますので、ご注意ください。
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②学内奨学金

学内奨学金の採用期間中に留学をする場合、（留学形態・学籍状態にかかわらず）必ず奨学課まで事前連絡してください。奨

学金額変更や奨学金の支給対象でなくなる場合があります。また、すでに受給済みの場合には、奨学金の返還（一部または全額）

が必要な場合があります。

③民間・地方公共団体奨学金

各種民間・地方公共団体奨学金を受ける学生が留学をする場合、（留学形態・学籍状態にかかわらず）必ず奨学課まで事前連

絡してください。留学中の奨学金の取扱いは団体によって異なります。

２．留学先大学との書類のやりとり
留学までの準備、および留学中は、すべての手続き、トラブル等を各自が主体的に対処しなければなりません。早稲田大学か

らの推薦、入学願書の送付、入学許可証の受領の段階までは留学センターがサポートしますが、入学が許可された後の宿泊先（寮

やホームステイなど）の申込みは、宿泊先手配があらかじめ含まれている一部のプログラムを除き、基本的には皆さん自身が行

うことになります。特に寮の申し込みは締切が非常に早い場合があります。締切日には十分注意して申し込んでください。必要

に応じて留学先大学のハウジングオフィスに各自で確認してください。

ビザ（査証）申請・取得、現地到着日の連絡、航空券の手配なども、基本的には皆さん自身が行うことになりますが、留学プ

ログラムによっては、早稲田大学や協定校が航空券の推奨をする場合があります。その場合は留学センターの指示に従って手続

きを行ってください。

書類のやりとりをする際、留学先大学から直接皆さんに送られてきた書類については、一部留学センターでも控えを取る必要が

あるため、その際は留学センターの指示に従って提出するようにしてください。また、提出する書類については、必ず自分でもコ

ピーを１部保管するようにしてください。留学先からの書類、留学に関する提出済み書類のコピーはすべてファイルし、留学時に

持参してください。現地で、万が一原本を紛失した際に、書類のコピーを見せて説明する必要が生じることもあります。

３．留学先大学と早稲田大学についての情報収集を
渡航先国および留学先大学の情報収集に努めてください。ガイドブックや、先輩の体験記、外務省、各国大使館や留学先大学

の Web ページなど、様々な情報資源を用いて、あらかじめ重要な情報を入手するようにしてください。

また、留学先大学では、早稲田大学からの留学生である皆さん自身が、そこでの日本の評価や早稲田大学の評価となることが

あります。留学先の国や大学についてできるだけ多くの情報を得ておくとともに、日本や早稲田大学について説明できるように

しておきましょう。日本の歴史、文化、経済、皆さん自身の家族についてなど、多岐に渡る質問を受け、それに的確に答えるこ

とができないことにより後悔しないように、できる範囲で準備をしておきましょう。

４．先輩、同期学生との連絡について
同じプログラムに参加したことがある先輩学生や現在留学中の先輩学生、今回留学先が同じプログラムである同期学生と連絡

が取りたい場合、以下の表のとおり連絡を取り次ぎます。

特に、先輩学生と連絡を取り合うことにより留学先大学に関する多くの情報が得られることと思いますが、年度によってプログラム

の内容が変わることもあります。すべて先輩学生と同じ経験を繰り返し体験できるとはかぎらない点をあらかじめご理解ください。

【先輩学生、同期学生、学生留学アドバイザーの連絡先について】

連絡が取れる時期 連絡が取れる学生 問合せ方法

随時 学生留学
アドバイザー

留学経験者の学生留学アドバイザーが、留学に興味がある、またはこれから留
学に応募する学生に、様々な情報提供やイベント等を行っています。
学生留学アドバイザーに関する情報や問い合わせ方法は留学センターWeb ペー
ジを参照してください。

学内選考結果
通知後～

同じプログラムに参
加予定の同期学生／
留学中の先輩学生

学内選考結果通知後、留学センターから紹介方法をご連絡します。
同期または先輩学生に取り次ぎますので、その後は、学生間で直接連絡を取っ
ていただきます。
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５．入学許可証
入学許可証が届いたら、まずは書かれている自身の氏名のスペリングに誤りがないか確認をしてください。また、入学許可証

とともに滞在先申込書や健康、予防接種に関する質問書など多くの書類が届くことがありますので、届いた書類はよく読み込ん

でください。

留学先大学によっては入学許可証の到着が出発の直前になることがあります。留学センターでは留学先大学のアドミッション

オフィスに督促をしますが、あくまでも先方の事情によるものであり、入学許可証の受領には時間がかかる場合があることや、

プログラムによって許可証発行時期が異なることを念頭に置いてください。なお、くれぐれも必要書類の提出期日を守るように

してください。

また、入学が許可され留学が決定した後は、ビザ（査証）の取得など含め多くの準備・手続きがあります。入学許可が下りる

前に独断で渡航の準備を行ったり、出発日を早めたりすることはできません。あくまで留学センターからの連絡を待ち、準備を

進めてください。なお、留学センターへ連絡をせず自身で準備を行い、結果として留学手続きが滞るなどの影響がでてしまった

場合には、全て皆さんの自己責任において対処していただきます。

６．滞在先の申込み手続き
現地での学業を充実させるためには、現地での「生活」も充実させる必要があります。生活を充実させるためにとても重要な

のが滞在先です。滞在先の手続きは、願書提出と並行して行う場合と留学先大学が候補者の留学を正式に決定した後に始める場

合があります。

大きく分けて３種類の滞在先があり、それぞれにメリットやデメリットがあります。ただし、プログラムによっては最初から

滞在方法が指定されていますので、その場合は与えられた環境で生活することになります。

また、留学先大学によっては滞在手配に一切関与しない場合もあり、この場合は各候補者自身で滞在先を見つける必要があり

ます。

 
【滞在先タイプによる比較】

学生寮 ホームステイ 民間アパート（フラット）

概
　
　
要

多くの大学では学生寮があるが、慢
性的に満室な場合が多く、自国学生
を優先的に入寮させているケースも
あり申込んでも必ずしも入寮できな
いこともある。多くの場合、相部屋
と思っておいたほうが良い。なお、
ほとんどの場合部屋番号などは到着
時に分かる。

学 生 寮 の 部 屋 数 が 少 な い 大 学 で は
ホームステイが手配されることも多
い。一般的には大学が契約する民間
のホームステイ斡旋会社を利用して
いることが多い。ホストファミリー
の人種、家族構成も様々。なお、ホ
ストファミリー決定は出発の直前に
なることが多い。

大学寮もホームステイも紹介してい
ない場合は民間アパート（一部大学
が契約している場合も）が一般的。
ほとんど現地の大学が手続きに関与
することはない。一件の家を数人の
学生でシェアする方法が一般的（自
室があり、キッチンやバスルームが
共用）。

メ
リ
ッ
ト

様々な国の学生との寮滞在となり、
同居人と気が合うと居心地は良い。
門限のある大学もあるが時間的な自
由度は高い。
他と比較して安全性は高い。

語学の勉強に良い。
多くの場合食事がついており、有料
の場合もあるが家にある設備（キッ
チン、洗濯機など）を利用できる。
気が合えばファミリーと一生の友人
になることも。

３種類の宿泊方法の中では一番自由
度が高い。
食事も自分で用意でき、シェアメー
トと気が合うと、とても充実した生
活が送れる。

デ
メ
リ
ッ
ト

同居人が英語を母国語として話す場
合や、日本人の場合など様々。自由
度が高い分、同居人と生活リズムや
文化、気が合わないとストレスにな
ることも。

食事の時間、シャワーを利用して良い
時間などに制限があり自由度は低い。
必ずしも自分が希望する家族構成で
ないこと、大学まで距離があること
もある。

民間の不動産会社を通して契約する
場合がほとんどであるため、契約内
容をよく確認したうえで申し込む必
要がある。
同居人とのトラブルにも注意。

【滞在先に関する注意】

・プログラムが指定する滞在先がある場合は、その宿泊先に滞在することになります。

・ 決定された学生寮やホームステイ先を「個人的な理由」により日本出発前に変更をすることは原則できません。特にホームス

テイの場合、「家族構成が気に入らない」、「場所が遠い」、「インターネット環境が不便」などの理由での変更依頼はできません。

実際に現地に行き、生活をしたうえでやはり不都合がある場合は、現地の担当事務所に相談してください。

・ 民間アパート（フラット）に滞在する場合、多くの場合契約は不動産業者と学生自身との間で締結されます。トラブルが発生

した場合は、契約者同士での解決が必要となります。
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・ どの滞在先になったとしても施錠、貴重品管理は怠ることのないようにしてください。「日本はかなり治安の良い国である」

ことを念頭におき、節度ある行動を取ってください。

・一般的に、安全面、衛生面などの生活環境は日本と同じではないことを理解ください。

７．健康に関する証明書
留学先によっては、英文の健康診断証明書、抗体証明書、予防接種証明書等の提出を求められることがあります。健康診断書

や抗体証明書に必要な検査は、時間がかかるものもあります。各自内容を確認のうえ早めに準備をすすめましょう。

また、留学先によっては、渡航前に各種予防接種を求められることがあります。 必要な予防接種を確認し、適宜受けてくだ

さい。なお、今までに受けた予防接種の記録は、母子手帳で確認することができます。複数の予防接種が必要な場合、全ての接

種を終えるまでに数週間から数か月かかる場合があります。早めに計画をたてましょう。また、留学先によっては、現地到着後

に予防接種を受けることになっていたり、日本での接種・現地での接種のいずれかを選べたりする場合もあります。

留学先大学から入学許可が下りた場合でも、健康状態について十分な証明ができない場合は、ビザ（査証）が取得できなかっ

たり、留学先大学で授業への参加が認められなかったりすることもあります。

【参考 HP】海外渡航者のための感染症情報：https://www.forth.go.jp/index.html

・受診時は、必ず母子手帳を持参してください。留学先大学指定の書式や説明文がある場合は印刷して持参してください。

　また、母子手帳等で、予防接種の接種記録を確認してください。

・ 健康診断書：必要な検査を受けたうえで、診断書を発行してもらいます。検査、並びに診断書発行にはそれぞれ費用がかかります。

・抗体証明書：一般的には母子手帳等で接種状況や罹患状況を確認後、血液検査を行い、証明書を発行してもらいます。

・予防接種証明書：母子手帳等接種記録に対して、証明書を発行してもらいます。

・証明書発行に必要な各種検査（抗体検査等）は、証明書を発行してもらう医療機関で受診してください。

・提出する証明書は必ずコピーを取っておいてください。

・健康上の理由や身体の障害により現地での生活にサポートが必要な場合は、留学センタースタッフにご相談ください。

・ 渡航先の国によっては、常用している薬品を持ち込むことができない場合や英文処方箋が必要となることがあります。必要な

場合は各自で主治医に確認のうえ、準備してください。

・ 当該年度の学生定期健康診断を受診していれば、早稲田大学保健センターにて各種証明書（英文一通500円）の発行や証明書

発行に必要な各種検査（抗体検査等）が可能です。ただし、予防接種は行っていません。必要書類の他に、必ず「学生証」を

持参してください。

　　　早稲田大学保健センター　保健管理室

　　　　　〒169-8050　東京都新宿区戸塚町1-104　25号館１階（大隈ガーデンハウス）

　　　　　電話 : 03-5286-9800（月～金　9：00～12：30、13：30～17：00 ＊大学休業日を除く）

・ 当該年度の学生定期健康診断を受診していない場合は、医療機関にて発行してもらってください（健康診断受診、並びに診断

書発行にはそれぞれ費用がかかります）。

８．大学周辺の医療機関
　国立国際医療研究センター病院　トラベルクリニック

　　　〒162-8655　東京都新宿区戸山1-21-1

　　　電話 :03-3202-1012

　　　travelclinic.ncgm.go.jp/

　※情報は、2022年11月現在のものです。予告なく変更となる場合がありますので、詳細は必ず各自で確認してください。

　　上述以外にも大学周辺には医療機関／トラベルクリニックがあります。
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９．ビザ（査証）申請
皆さんが留学するほとんどの国で、１年近くにわたり勉学を目的として渡航する場合は日本であらかじめビザ（査証）を取得

する必要があります。渡航先国によって申請方法、必要書類が異なりますので、留学先が決定したら、各自でまず、大使館・領

事館のホームページや電話などで最新の情報を確認してください。

（ 1 ）ビザ発給までの期間
留学先によって異なり、申請の準備を含めて２週間程度で取得できる国から３ヶ月以上かかる国まで様々です。また、各学生

の国籍、渡航歴、その他の経歴など個々の状況によっては、発給まで通常より時間がかかる場合があります。

特にここ数年の世界情勢などにより、各国とも長期ビザの審査は大変厳しくなっています。そのため、例年ビザ取得が間に合

わず、留学先指定日までに到着できない学生がいます。各自にて常に最新情報を得るよう心がけ、時間には十分余裕をもって細

心の注意を払い申請してください。

なお、ビザが発給されるか否かは、ビザ申請対象国の大使館・領事館・査証担当箇所の判断によります。留学センターでは一

切判断ができないとともに、発給が受けられなかった場合の理由なども問合せができません。

（ 2 ）申請方法
ビザ申請は、大きく分けて個人申請と代理申請の二つの方法があります。原則、ビザは各自で直接大使館・領事館などに申請

します。ただし、煩雑なビザ申請に不安を感じる場合は、旅行会社などを通じて代行申請（有料サービス）を行うことが可能です。

※一部、代行申請ができない国・地域があります。

（ 3 ）個人申請と代行申請の違いについて

個人申請の場合 代行申請の場合

・ビザ申請料実費のみの支払い。
・ 申請の際の情報収集、書類の入手や記入をはじめ、全ての

手続きを自分で行う。
・ 書類不備や、記入漏れ、誤記入などの問題が発生しやすい。

その結果としてビザが発給されなかったり、時間がかかる
場合がある。

・申請代行には申請料実費の他に手数料がかかる。
　※ 申請代行手数料のほかに、ビザ取得のための送料などが

必要です。
・ 手続き全般に関し、申請代行業者からの指示やアドバイス

があるので、協力し合いながら申請を行う。
・ 申請書類の入手や手順は適宜指示があり、記入方法などの

質問にもアドバイスがもらえるので誤記入や不備が防げ、
比較的順調にビザ取得ができる。

・留学センターではビザ申請のための査証申請書の記入や必要な書類などの質問に答えることはできません。

・ 申請方法や必要書類は予告なく変更になる場合があります。常に大使館のホームページや電話などで最新の情報を確認してく　

ださい。

【参考ホームページ】

・外務省ホームページ　　　　　　　https://www.mofa.go.jp

・外務省駐日外国公館ホームページ　https://www.mofa.go.jp/mofaj/link/embassy.html

10．海外旅行保険への加入について
早稲田大学は、海外留学プログラムにおける海外旅行保険について、早稲田大学保険代理店である（株）早稲田大学キャンパ

ス保険センターを通じ、東京海上日動火災保険株式会社と「海外旅行保険企業包括契約」を締結しています。

留学プログラムは一般の海外旅行とは目的や性質が異なるため、早稲田大学が定める海外旅行保険の補償内容も留学生専用の

特約を手配し、より充実した留学生活を送ることができるように特別な保険設定となっています。

留学に行く皆さんは、海外危機管理体制強化の一環として、（海外留学の応募にあたり提出した誓約書内にも記載があったとおり）

早稲田大学が包括契約をする海外旅行保険に加入することが義務付けられています。

また、上述の保険とは別に、留学先大学や取得するビザ（査証）の種類によっては留学先の健康保険や医療保険への加入を義

務付けられ、日本で保険に加入していても留学先の保険が免除されない場合があります。その場合は留学センター手続き担当者

または留学先大学担当者の指示に従い加入してください。 ➡ P.63
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外国籍学生で、自国で海外旅行保険に加入してきた、自国での留学プログラムに参加する場合（例：韓国籍学生が韓国での留

学プログラムに参加する）であっても同様に、早稲田大学が指定する海外旅行保険への加入はいかなる場合も免除できません。

早稲田大学が包括契約する海外旅行保険（東京海上日動火災保険）の保険料、補償内容は次の通りです。

（ 1 ）保険料、補償内容
【保険料】　（2022年12月22日以降の保険料です。）

保険期間 保険料

12ヶ月間 　260,040円

【補償内容】（2022年12月22日以降の補償内容です。）

担保項目 補償金額 31日以内 31日超３か月以内 ３か月超

傷害（死亡・後遺障害） 3,000万円 ○ ○ ○

疾病（死亡） 3,000万円 ○ ○ ○

治療・救援費用 無制限 ○ ○ ○

疾病に関する応急治療・救援費用（注） 300万円 ○ × ×

留学生賠償責任 １億円 ○ ○ ○

留学生生活用動産 30万円 ○ ○ ○

航空機遅延費用（保険金額３万円） 担保 ○ ○ ○

緊急時一時帰国費用 50万円 × × ○

航空機寄託手荷物遅延等費用
（保険金額３万円）

担保 ○ ○ ○

（注） 海外旅行開始前に発病し、医師の治療を受けたことがある病気の症状が急激に悪化した場合、31日以内にかぎり補償対象

となります。

（ 2 ）海外旅行保険加入手続きおよび注意点
留学センター担当者よりプログラム別に保険料のお支払い期日や申込み書類提出など含めて案内しますので、その指示に従い

手続きを進めてください。

＜注意点１＞加入開始日について

保険始期日（開始日）はいかなる場合であっても、日本（の住居）を出発する日からとなり、留学開始前に早めに出発する場

合や、外国籍学生の方で留学開始前に自国に寄ってから留学先の国へ行く場合であっても、保険始期日（開始日）は、日本（の

住居）を最初に出発する日となります。

例　留学開始日2023年９月10日で、自国に寄るために日本を出発する日が2023年９月１日の場合

　　　⇒保険開始日は2023年９月１日

＜注意点２＞加入期間について

保険加入期間は日本出発日から12ヶ月間です（プログラムにより６ヶ月間または７ヶ月間の場合あり）。加入期間よりも滞在

期間が延びる方は、保険加入期間が失効する前に必ず延長手続きを行なってください。

なお、12ヶ月未満で帰国した場合には、帰国後速やかに解約手続きを行なうことで、利用しなかった保険期間分の保険料返

金が受けられる場合があります。留学プログラムにより６ヶ月間や２年間という期間での保険加入が必要になる場合には、留学

手続き担当者より諸手続きの段階で個別にお知らせします。

また、加入後に届く「早稲田大学サポートデスクカード」、付保証明書と『海外旅行保険あんしんガイドブック』は必ず手荷

物として留学先に持参してください。

W A S E D A 45

留

学

準

備

編



（ 3 ）取扱代理店および引受保険会社
【取扱代理店】 株式会社早稲田大学キャンパス保険センター  

電話：03-5272-3475 ／ FAX：03-5272-3478  

（土・日・祝日定休 営業時間９：00～17：30）  

E-mail： hoken@waseda-pm.com

【引受保険会社】 東京海上日動火災保険株式会社  

公務第二部文教公務室  

電話：03-3515-4133  

（土・日・祝日定休 営業時間９：00～17：00）

（ 4 ）個人情報の取扱について
海外留学プログラムに参加をする皆さんがケガ・病気・事故などにあった場合に、保険会社が入手した個人情報については、

事故対応のサポートのために早稲田大学、および必要に応じて保護者等の方に提供されます。

11．危機管理対処サービスへの加入について
留学センターでは、渡航中の事件、事故、病気、その他トラブルなどの危機管理対応に備えて、早稲田大学が包括契約をする

海外旅行保険への加入を義務付けていますが、それにより、留学中は充実した海外旅行保険の補償が受けられるのみではなく、

1 日24時間365日利用可能な医療相談や病院紹介が受けられるサポートサービスを利用することができます。 ➡ P.63  

また、早稲田大学が契約している海外用携帯電話レンタルサービス会社より用意される海外用携帯電話を全員に貸与し、留学

期間中を通して常時携帯することを義務付けています。これらのサービスへの加入手続きについては対象者に別途お知らせしま

す。

海外用携帯電話の申込登録、支払いに際しクレジットカードが必要となります（2023年１月現在）。学生本人または保護者等

のいずれかのクレジットカードを利用できます。出発時期に合わせて早めに申込登録、支払い用に利用できるクレジットカード

を準備してください。

12．渡航準備全般について
入学許可がでると、航空券やクレジットカードなど、渡航のために必要な準備も適宜すすめていきます。航空券については、

グループで同じ留学先に渡航する場合でさらに到着日が指定されている場合などは、留学センターにて推奨便を案内する場合が

あります。

クレジットカード（早稲田カードStudentsのご案内）
海外生活を送るにあたり必需品となります。一部の国では日本でのビザ（査証）申請時にクレジットカードが必要なこともあ

ります。現在まだクレジットカードを持ってない方は、速やかに作成することをお勧めします。

▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪

早大生必携！

留学、旅行、勉強・研究、食事－学生生活に「安心」をお届けする早稲田カードStudentsのご案内

▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪

早稲田大学と提携各社によって発行される「早稲田カード Students」は、生協組合員証一体型の、早稲田大学学生専

用クレジットカードです。生協での買い物割引き、早稲田カード協力店での優待サービ

スが受けられます。

〈カードの特徴〉

・ 生協組合証として利用できます。教科書の購入・生協でのお買い物時に提示すると

割引きがあります。

・年会費は無料です。
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・海外、国内旅行保険、ショッピング保険などがついています。

・早稲田カード協力店で優待サービスが受けられます。

学内でクレジットカードに関する質問・相談を受け付けているのも心強い点です。利用可能額の一時増額や保険、留

学前に必要な手続きなど、気軽に相談してください。

カードの発行には約１カ月かかります。留学を考えている方は、早めの手続きをお勧めします。詳しくは以下の問い

合わせ先、または Waseda Global Gate、早稲田ポータルオフィス、学生会館、早大生協各等にて申込書をご覧ください。

申込書が手元にない場合は電話またはメールにて資料請求をしてください。オンラインでの申込みも可能です。

【問い合わせ先】

早稲田大学総長室校友課（早稲田カード担当）　

 電話 : 03-3203-6284

早稲田カードウェブサイト

 http://wasedacard.jp

 http://wasedacard.jp/card_info_office/card_info_info/2022wcardst.html

資料請求、問合せ

 https://bit.ly/3GtcEkQ

【オンライン申込み】

三井住友カード

 https://www.smbc-card.com/nyukai/affiliate/waseda_s/index.jsp

ＵＣ

 https://www2.uccard.co.jp/cs/card/lineup/waseda.html

りそな

 https://www.resonacard.co.jp/cards/visa_waseda_s/
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１．留学先地域の情報収集
治安情勢、犯罪の傾向・手口、衛生状況や病気・医療に関する情報、風俗・習慣・国民性、現地の法令や法律、社会情勢など

の情報収集を外務省ホームページなどから常に行うよう心がけてください。事前に知識を持つことで、多くのリスクが回避でき

ます。

２．貴重品、在外公館、警察署などの番号を控えておく
「パスポート」、「クレジットカード」、「航空券」、「海外旅行保険証書」のコピーや番号を控えてオリジナル（原本）と別に保

管しておき、万一盗難にあった場合などにすぐに対処できるようにしておきましょう。あわせて、在外公館 （大使館・総領事館）

や現地の警察、クレジットカード・航空・保険会社、早稲田大学及び留学先大学の連絡先も留学センターが配付する「緊急カー

ド」に記入し、常時携帯するようにしてください。 ➡ P.67  

３．メディカルレポートの作成
持病がある場合は、英語または現地語でのメディカルレポートの作成をしておくと便利です。医療英語は見慣れない単語が多

いため、もしもの時のために日本出発前に医師に相談し作成してもらってください。

【重要】個人情報の取扱い・保護者等との連絡について

「個人情報保護」の観点から、皆さんの保護者等から早稲田大学に対して皆さんの現地滞在先情報（居住場所の電話番号

など）の開示依頼があった場合には、原則として応じることはできません。必ず皆さん自身から保護者等へ滞在先情報など

を伝えておくようにしてください。ただし、留学センターにて緊急性があると判断した場合には、留学センターが皆さんの

保護者等であることを確認したうえで、連絡先をお伝えすることがあります。あらかじめご了承ください。

また、留学中のコミュニケーションのあり方については、事前に保護者等と確認をし、渡航後は定期的に保護者等に連

絡を行うようにしましょう。

４．持ち物最終チェック
以下のものは、忘れがちですが、とても大事な書類です。荷物に入れているか、出発前に最終チェックしてください。

・航空券（e- チケット）

・パスポート（コピーもとっておく）

・ビザ関連必要書類

・海外旅行保険必要書類一式（保険会社から郵送されたもの）

　→付保証明書（Certificate of insurance）含む。持参を忘れる方が頻出しています。

　　現地大学に提出を求められることがありますので、必ず持参してください。

・「緊急カード」（三つ折り名刺サイズで常時携帯用。早稲田大学サポートデスクの連絡先が記載）

・クレジットカード会社の連絡先（カードの紛失の際の連絡に、あらかじめ調べておきましょう）

・『留学の手引き』

・『海外留学サポートガイド』の情報

　　 出発前オリエンテーションで情報提供があります。サポートデスクの利用の仕方、海外旅行保険利用事例、携帯電話レ

ンタルユーザーガイドが1つの資料としてまとめられています。問合わせ前に情報を確認のうえ活用してください。
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持 ち も の

先輩が必要･便利と答えたものには〇、
必要･不要両方の回答があったものには△をつけました。

〇薬
外国のものは強すぎることが多いので、
日本の医薬品、特に常備薬は必需品です！

〇辞書
電子辞書は自習の際に大活躍。ただし会話中にいち
いち調べるのは、あまり印象が良くないことも…。
一方、紙辞書は試験の際にも持ち込める可能性が高
いので役立ちます。

〇文房具
「自分の使い慣れたものが売っていなかった。」

〇くつ
服よりも困るのがくつ！日本人の足に合うものは中々
ありません。石畳や整備されていない道路などに備え
て、歩きやすいくつを持って行きましょう。ちなみに
ヒールの高いくつはあまり出番がありません。

〇折り畳み傘
「現地では日本製のような質の良いものが手に
入らなかった。」

△日本食や服
現地で入手できるかは、どの地域かによります。事
前にインターネットで調べたり、同じ地域に留学し
ていた先輩に話を聞いたりしてみましょう！

△ゆたんぽ
「ホストファミリーと温度感覚が違い過ぎたため役立っ
た。」

△日本語の本（教科書や旅行ガイド）

必要・不要どちらの意見もありました。
本は重いので厳選しましょう。

〇リュックサック＆バックパック
両手が空くので便利です。ただし背中には目が届き
にくいのでスリに要注意。また、防水機能がしっか
りしていれば急な天候変化に焦る必要がありません。

いかがでしたか？
先輩の意見を参考に持ち物を吟味してみましょう！
いざとなったら日本から送ってもらったり、
通販で取りよせられるのでご安心を。

おみやげを何にするか…とても難しいですが、
悩み抜いて選んだものなら喜んでもらえるはず！

〇日本のお菓子
「現地の人に配って交流することができた。」

△箸
「ホストファミリーは意外とたくさん持っていた。」
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Ⅰ．留学中の留意点

１．留学先到着直後
（ 1 ）日本への連絡

到着したら、すぐ保護者等の方に連絡をしてください。留学直後だけでなく数ヶ月たってからも、毎年何人もの保護者等から

「うちの子はどこにいるのか。元気なのか。」との問合せがあります。留学中、必ず定期的に自宅へ連絡を入れてください。旅行

などで滞在先を離れる際は、短期間でも保護者等の方へ忘れずに所在を連絡してください。

上述のように、保護者等から安否確認依頼があった場合、留学センターからは皆さんの海外用レンタル携帯電話に連絡したり、

留学先大学の担当者などを通じて所在確認をする場合があります。それでも所在確認ができない場合、緊急性が高くやむを得な

いと判断した場合は、同じ留学先大学に留学をしている他の早稲田大学からの学生に連絡し、所在について伺う場合があります。

したがって、貸し出した海外用レンタル携帯電話は常に電源が入っている状態にしてください。

（ 2 ）在留届の提出

提出時期 登録／提出 登録・提出先 目的／方法

到着後すぐ 保護者等在留届

最寄りの
日本大使館
または
総領事館

日本国籍の方のみ適用になりますが、外国に住所を定めて 3 ヶ月以上滞在する
邦人はその地域を管轄する日本大使館または総領事館に「在留届」を提出する
ことが義務付けられています。
天災・テロ事件・航空機事故などが発生した際、現地警察や病院から日本大使
館・総領事館など在外公館に連絡が入った場合、「在留届」により日本の外務
省邦人保護課を通じてご家族が皆さんの安否を確認することができます。逆に、
自然災害、事件、事故などで日本から安否確認の問合せが外務省邦人保護課に
入った場合も、「在留届」によって調査されますので、無事の場合でも皆さん
から最寄りの在外公館に現況を報告するようにしてください。
また留学を終えて帰国したり、住所を変更した場合は、提出した在外公館に連
絡することを忘れないでください。
届け出は皆さんの安全を守る大切な役割をするので、必ず届けてください。
※インターネットによる在留届電子届出システム

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/index.html

（ 3 ）「海外安全アプリ」の利用
　スマートフォンの GPS 機能を利用して安全情報を表示できます。 ➡ P.34

（ 4 ）学費に関する注意点

【重要】留学先大学からの学費などの誤請求に十分注意してください

　どの大学のプログラムに参加する場合でも一般の現地学生や留学生と同じように学費の請求書が送られてきたり、支払う
よう言われたりすることがあります。それはその担当者が早稲田大学の学生の扱いを知らない場合であるか、留学先大学の
経理担当部署から自動的に送付されてしまうシステムになっているかのどちらかです。不審に思ったら、支払う前に留学先
大学の担当者や留学センタースタッフに尋ねてください。お金を支払うということは、自分が納得して支払うと解釈され、
後になってそうではないと言っても支払ったお金は戻ってきません。また、このような請求が日本の保護者等宛に送付され
ることもありますので、保護者等の方にもこのような場合の対応についてあらかじめ説明をしておいてください。

（ 5 ）現地の生活に慣れるように努力する
文化の異なる国に留学するのですから、日本の生活、勉強スタイルとは多くの点で異なるので、「郷に入っては郷に従え」の通

り、なるべく早くその国・大学の環境に慣れるよう努力してください。
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（ 6 ）留学先大学の仕組みを理解しよう
留学先大学のシステムを早く知りましょう。オリエンテーションでは、多くの大切なことが書かれた資料が配付されます。読

むのに時間がかかっても、すべて目を通しましょう。わからない点があれば、質問し理解するように努めましょう。

特に大学周辺の安全情報や医療のシステムなど、留学前に調べてもわからなかったことがあれば、留学先大学のアドバイザー

や教員、現地滞在経験の長い日本人学生などに尋ねておきましょう。

（ 7 ）言葉遣いについて
学生同士のカジュアルな言葉と大学教授などを相手にしたフォーマルな言葉を混同しないようにしましょう。例えば、英語に

は敬語がないから同じで良いというのは間違いです。英語を母語とする人は、教授をファーストネームで呼んだとしても、きち

んと言い方を変えて話しています。状況を考えながら話をすること、相手に不愉快な思いをさせないことは世界共通のマナーで

す。これは文章を書く場合も同様です。誰がいつどんな言葉・文章を使っているかをよく観察してみてください。

主張しなければわかってもらえないとは言っても、それは文句を言ったり、喧嘩をすることとは違います。主張する場合は、

感情的にならず、きちんと論理的に話しましょう。

２．現地での生活の中で
（ 1 ）学習面

語学力

実際に海外に行くと「自分が思っていたほど言葉が通じない、理解できない」という現実に直面するかも
しれません。現地に行けばその国の言語力がある程度までは上達しますが、やはり継続的に語学の勉強を
しないと語学力は伸びません。
しかし、語学力のある人がより優れた学業成績を残すというわけでもありません。授業を休まない、わか
らないことはなんでも聞くなど基本的な留学生としての義務を果たし、そのうえで熱意をもって学習に臨
んでください。「自分は人よりも語学ができないから人一倍学習しないといけない」と考えて取り組めば、
より充実した学習結果を得られると思います。語学が堪能な方も油断から成績が悪くなる場合もあるので
注意してください。
わからないことは何回でも聞き返し、「理解したつもり」にはならないようにしてください。

アカデミック
スキル

授業についていくにあたり、「プレゼンテーションスキル」、「ノートの取り方」、「レポートの書き方」など、
語学を用いた様々な実践テクニックが必要になります。特に海外の大学ではレポート作成などに際し大量
の本を読まなくてはなりません。なお、試験における不正行為（Cheating）の他、他者の著作内容を正し
く出典に記載せずに引用するなどの行為は剽窃（Plagiarism）といい、決してしてはならないことですので
十分注意してください。これらの行為は厳しく罰せられます。

授業・
履修科目・
単位について

コース開始後の科目の選択については、現地教員やコーディネーターとよく相談してください。特に、
CS-L プログラムのようにあらかじめ現地で履修する科目が決まっている場合を除き、どのような科目を選
択するかについて、早稲田大学で単位認定を受けることを目的として科目を選択する方法と、早稲田大学
で勉強できないコースやその大学にしかないコースを履修する方法とが考えられます。「どのような科目が
履修できるのか？」、「どれだけの単位を持ち帰ることができるのか？」は留学生にとってとても大切な問
題です。しかし、必ずしも希望する科目を履修できるとは限らないことや、単位認定は帰国後の各所属学
部・研究科の判断であることをよく理解し、出発までに所属学部・研究科事務所へ確認を行ったうえで科
目選択を行なってください。
きちんとした学業成績を取得することは皆さんに課せられた義務であると理解してください。特に、最初
のセメスターで F（不可）を取ってしまうと、ビザ（査証）に悪影響が及び、途中帰国を余儀なくされる場
合があります。皆さんは早稲田大学の代表として、最後まで勉学に精励してください。反対に、できる限
りの単位数を持ち帰りたいがゆえに科目を取りすぎて、勉強について行くことができず精神的に苦しい思
いをしてしまうことも多々ありますので注意してください。
留学先での出席状況や生活態度が悪い場合には、現地留学生担当スタッフと留学センターで協議のうえ、
帰国勧告を行う場合があります。留学生担当スタッフの指導はよく聞くようにしてください。
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（ 2 ）生活面

人間関係

自分の少ない経験や固定観念から「○○人はこういうものだ」とか、「日本人だから差別されやすい」と決
めつけないようにしましょう。日本人にもいろいろな人がいるように、どこの国にもいろいろなタイプの
人がいるものです。国や人種は違っても、人間同志であると考えることが重要です。
留学生活は共同生活が基本であるため、自分の主張を通すことと同じぐらい他人の意見を尊重することも
大切です。
また、「言いたいことを言わずして我慢する」、「自分が我慢すればすべては解決する」と思う人もいますが、
海外では「何も言わないということは現状に満足している」、「意見がない」などと見なされます。自分の
意見はしっかりと主張することを忘れず、自分が受け入れられないことに対しては NO という勇気を持って
ください。

お金・貴重品

お金や貴重品の管理には十分注意をしてください。特にルームメイトやホストファミリーと同居している
環境で貴重品を紛失するとつい同居人を疑ってしまいがちで、そういった状況で信頼関係を築くのはとて
も大変です。盗まれて困るものはなるべく持参しない、大金（現金）を見せない、常に持ち歩かない、荷
物を置きっぱなしにしないなど、トラブルを未然に防ぐことが大切です。

健康管理

生活のリズムが変わり、食事環境も変わると体調も変化してしまうことがあります。渡航国によっては食
中毒やホームシックになったりと様々な問題が考えられます。特に、渡航直後に食中毒や体調不良を起こ
すことは十分考えられるので、渡航国の生活・食文化や衛生面もよく理解しておくようにしましょう。
なお、病気などにかかった際は、保険を利用し病院で治療を受けてください。

宿泊先
（学生寮・

ホームステイ・
アパートなど）

学生寮、ホームステイ、アパート滞在のいずれの場合にも必ず利用規則があります。門限を破ることや部
外者の連れ込み、規則に反する行動は慎むようにしてください。規則を守らない場合には、滞在先からの
退去を要求されることもありますので注意してください。
学生寮に入居する方で、ルームメイトと折り合いが悪い場合や、どうしても不都合がある場合は、宿舎の
担当者に相談してください。寮の部屋の空き状況や、ルームメイトの再アレンジを望む学生が他にいた場
合、正当な理由であれば変更してくれる可能性があります。これはホームステイの場合も同様です。自分
の生活環境は自分で整えることが必要です。ただし、その原因が自分のわがままであったり、その国では
常識であることに我慢ができないと主張しても、なかなか聞いてもらえません。悩んだときは留学生担当
スタッフに話してみましょう。プログラムごとの居住先に関する規程を良く理解し、その範囲の中で問題
解決を図ってください。
また、留学先大学によっては、学生寮に滞在している場合であっても年末年始や長期休暇の間は寮を退寮
しなければならないというルールを持つ大学もあります。事前に確認をし、休暇に入った途端、滞在先が
なくなってしまう、ということのないように注意してください。

渡航国の法律
（飲酒・麻薬など）

法律はその国の国民だけでなくその国に滞在している万人に適用され、普段の生活の中で日本の法律と異
なる点が多々あります。
たとえば、残念ながら諸外国ではある程度麻薬が自由に手に入る環境があり、みなさんの周りで麻薬を常
用している人がいるかもしれません。麻薬などをすすめてくる人がいるかもしれませんが、それは違法行為
であり、毅然として断ってください。強制送還や、国によっては極刑に処せられることもありえますので重々
注意してください。
飲酒も同様で、日本とは年齢制限が異なり、20歳以上でも飲酒が禁止されていることもあります。特に帰
国直前になると、気が緩んで大量にアルコールを飲んでトラブルを起こすケースが起きています。最後ま
で節度ある振る舞いを心がけて、必ずルールを守ってください。法律やルール違反には厳格な処分が下さ
れ、留学途中で帰国となるケースもあります。

旅行

期間中の旅行も広く留学の一部であり、見聞を広げるために学業に支障のない範囲で旅行へ行くこともも
ちろん大切ですが、何かトラブルが起こった際は皆さん個人の責任だけでは収拾がつかなくなることもあ
るので必ず節度ある行動を心がけてください。また、旅行中の連絡先は必ず日本の保護者等や現地の友人
へ電話やメール、メモで伝えるようにしましょう。また、留学のために取得したビザの有効期限について
も注意してください。留学が終わってから帰国するまでの「滞在猶予期間」が設けられている場合も、第
三国への出国とともに失効したり、猶予期間を誤って理解していたことにより不法滞在になったりするケー
スが過去に見られます。
旅行する国によっては査証（ビザ）が必要であったり、出発地点の国（留学先）へ再入国する際の入国審
査時に書類が必要な場合がありますので、旅行を計画する際にはビザについても十分に調べるようにして
ください。
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（ 3 ）悩みは一人で抱え込まないように
　もう何ヶ月もたったのに、語学力が思ったほど伸びない、友達ができない、日本に帰りたい、などと落ち込むこともあるで

しょう。そんな時は近くにいる早稲田大学の仲間や日本人、留学生担当スタッフと話をしましょう。話をしてみると落ち着くこ

ともあります。一人で悩みを抱え込むことなく相談をしてみることがとても大切です。食欲不振、眠れない、ものごとへの意欲

や興味の減退、不安感、頭痛などが継続する場合には要注意です。症状がより深刻になることもありますので、遠慮なく、留学

センターにも相談してください。

（ 4 ）相談は早めに
早稲田大学からの留学生といっても、お客さん扱いをしてくれることはありません。特に、規模の大きい大学では世界中から

留学生がたくさん来ており、皆さんは単にその中のひとりであって特別扱いをしてくれるわけではありません。待っていても誰

も何もしてくれませんので、自分にとって必要なことは自分が動いて手に入れることが大切です。日本の大学のようにことが何

でも早く進み、担当間の連絡もうまくいっている大学はほとんどないと思ってください。その国のペースに従って「同じことを

何度もリクエストし続ける」ことも必要な場合もあります。しかし、その際は担当者と良好な関係を持ち続けることを忘れない

でください。

学業や勉強で困った場合は、早めにアカデミックアドバイザーや留学生担当スタッフに相談してください。留学生に対しては

特別にサポートするシステムがあったら活用しましょう。誰に相談したら良いかは、留学生担当スタッフが教えてくれます。ア

ドバイスを受ける場合、次のような相談のルールを守ることが必要です。

・事務所開室時間を守る。

・ それぞれの人（相談相手）の役割を理解する。何でも皆さんの都合の良いようにしてくれるわけではありません。また、事務

手続きには予想以上に時間がかかる場合が多々あることも踏まえ、早めに相談することが必要です。

３．帰国前の２～３ヶ月
留学中に学んだこと、経験したことを踏まえ、帰国後の計画を考え始めましょう。海外生活は皆さんをかなり変化させていま

す。日本に帰ってから逆カルチャーショックを感じる場合もあります。
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Ⅱ．海外での安全と危機管理について

１．危機管理について
海外でトラブルに巻き込まれる日本人は多く、せっかくの留学が台無しになってしまう場合もあります。なぜトラブルに巻き

込まれるのでしょう？ひとつの理由として出発前の準備不足が挙げられます。ぜひ一度、危機管理を身近なものととらえ、「未

然に危機（リスク）を回避する方法」、「危機（リスク）に直面した時に対する行動シミュレーション」について、考えてみてく

ださい。

危機管理についての考え方に、正解はひとつではありませんので、常に他の留学生と情報を共有し、何らかの問題がおこれば

協力して立ち向かえるような環境をみなさん自身で整えるということも大切です。つまり、危機管理で重要なことは、「情報を

常に探し、把握する」、「情報を共有する」、「情報に対して備える」ことです。ひとりで考えすぎたり塞ぎ込んだりせず、留学先

大学のコーディネーターや保護者等、友人、留学センターなどと「報告・連絡・相談」を行い、情報を共有できるよう心掛けて

ください。

しかし万が一、事件、事故、災害や暴動、病気、けが、過失や債務不履行などに伴う損害賠償などに巻き込まれた時に主体的

に行動しなければならないのは、皆さん自身です。自分のまわりに安全な環境を確保する予防対策を立てるとともに、問題が生

じた時には自らの力で対処できる自立した学生であることが、留学生には求められます。

　　　

基本原則：問題を解決するのは自分自身！自ら解決する主体性のある学生であること。

早稲田大学では、海外へ留学する学生数の増加に伴い、海外での安全と危機管理について各留学者の自覚を強く促すとともに、

大学としてもできる限りのサポートを提供できるように努めています。

２．健康管理
留学中は、健康管理に特に留意してください。食事については、栄養のバランスや食べる量など、自分で管理するしかありま

せん。例えば、アメリカの学生食堂で好きなだけ食べていて、体重が10キロも増えたのに栄養失調になったというケースもあ

ります。衛生状態のよくない国では水や生ものに特に気をつける必要があります。また、ストレスから拒食症・過食症になって

しまうケースもあります。自分をよく管理し、ペースをつかむようにしてください。体調に不調を感じたときは早めに医師に相

談してください。また、地域の流行病や風土病について、事前に衛生状況や予防策を調べておき、旅行などで都市部を離れる可

能性がある方は予防接種を受けるべきかどうか、早めに医師に相談することをお勧めします。その際、過去に受けた予防接種に

ついて母子手帳などで調べておくと便利です。

慣れない環境下にあってホームシックになったり、ストレスにより精神的に不安定になったりすることがあります。少しでも

自分自身の様子がおかしいと感じたとき、ひとりでは解決できそうもない状態に陥ったときは、迷わず大学のカウンセリングや

クリニック、最寄りの医療機関を利用してください。メンタルヘルスはとても重要です。状況が悪化する前に、専門の医療機関

を利用するようにしてください。

はじめて病院に行く場合は、早稲田大学サポートデスク、現地大学の担当者やアドバイザーに連絡をしてください。国や地域

によって海外旅行保険や現地の健康保険の取扱いが異なることがあるので、まずはアドバイスを受けるようにしてください。早

稲田大学サポートデスクでは、医療や健康に関する相談、最寄りの病院の紹介や予約、キャッシュレスで治療を受けることがで

きるかどうかを確認してもらうこともできます。また、メンタル相談が受けられるメンタルサポートサービスが含まれますので、

あわせてご利用ください。

以下について、注意してください。

（1） 早稲田大学サポートデスクや留学先大学担当者から最寄りの病院・大学のクリニックの利用方法、場所についてアドバイ

スを受けてください。

（2） 歯の治療、持病などは、保険が適用されない治療もあるので、出発前までに治療を済ませておいてください。

（3） 持病がある場合は現地語で書かれた病状経過診断書などを「緊急カード」に添付し、携帯してください。持病などにより

処方箋の薬を持参する場合には、かかりつけの病院から発行された英文の処方箋を事前に入手しておき現地に持参してく
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ださい。また、薬を持参し、留学先の到着空港での入国審査や税関審査の際に質問をされた場合、「Drug」ではなく、

「Medicine」と答えるようにしてください。

今般、新型インフルエンザや新型コロナウイルスなどが流行し、世界的な大流行（パンデミック）をもたらすものとして私た

ちの生活を脅かす存在となっています。

早稲田大学、留学先大学、保険会社や危機管理サービス会社は連携をし、皆さんに必要な情報を適宜提供していくとともに、

万が一渡航地域において大流行が起こった場合などは、関係当局、早稲田大学や留学先大学の指示に沿った行動を取っていただ

く場合もあります。今後の情報には十分注意してください。

※最新の情報は外務省の海外安全 Web ページにて入手することが可能です。 ➡ P.68  

３．その他の関連 Web ページ
・厚生労働省（感染症情報）

　　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/index.html

・国立感染症研究所感染症疫学センター

　　　https://www.niid.go.jp/niid/ja/from-idsc.html

・世界保健機関（WHO）

　　　https://www.who.int/emergencies/diseases/en/

・CDC（米国疾病予防対策センター）

　　　https://www.cdc.gov/flu/index.html

・農林水産省（新型インフルエンザ関連情報）

　　　www.maff.go.jp/j/zyukyu/anpo/pdf/shininful.html
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Ⅲ．トラブルにあったら

１．事件・事故
（ 1 ）テロや暴動が発生した場合

巻き込まれないように、発生現場やその付近には近づかないようにしましょう。ニュースやインターネットにて、常に最新の

情報を得るよう心掛け、いつでも連絡がつくよう心得てください。

日本の家族や留学センターに現況を連絡し、自身の周辺の環境、自身が無事であることを必ず伝えてください。留学センター

からの安否確認メールを受け取ったら、すみやかに返信してください。

現地大学、警察当局、在外公館などの指示に従って行動してください。

（ 2 ）発砲事件など
発砲する音が聞こえたら、部屋から出ないようにしてください。窓から外の様子をうかがったり、外にいる場合は急に走った

りもしないようにしてください。

現地大学、警察当局、在外公館などの指示に従って行動してください。

（ 3 ）交通事故
早稲田大学では留学に伴う渡航期間中の車およびバイクなどの運転を禁止していませんが、日本とは交通ルールが異なり、慣

れない環境での運転は大きなリスクを伴いますので、運転はできるだけ控えてください。自己責任において運転する場合には以

下に例として挙げる点につき、学生自身が責任を持たねばならないことを十分に理解してください。

また、皆さんに加入していただいた海外旅行保険は車やバイクの事故によるケガ、治療、損害、第三者への賠償責任などは免

責となりますのでご留意ください。

・留学先の国及び地域の法律の遵守

・運転に起因するケガ、治療、損害、第三者への賠償責任など

・交通事故に起因する訴訟

　 また、自動車やバイクなどの運転も乱暴でスピードが出ているということもありますので、徒歩の際も十分周囲に注意してく

ださい。

・ 救急車を呼んでもらい、病院で検査を受けてください。

・  自身が加害者の場合も、警察を呼び対処し、被害者の場合も警察の指示に従ってください。被害を受けた場合は加害者の保

険が適用されます。

・ 可能なかぎり日本の家族、留学先大学、留学センターにも状況報告をするようお願いします。

（ 4 ）飲酒について
例えば、アメリカでは、法律で飲酒が認められている年齢は21歳からであり、違反すると厳しい措置が取られます。欧米では、

滞在先の庭や路上での飲酒が禁止されている場合や、学生寮などの宿舎内での飲酒も禁止されていることもあります。渡航国の

法令や各留学先大学のルールを遵守して生活してください。

現地到着後の交流を目的としたパーティや、帰国間際の達成感や安堵感などから仲間内で飲酒したことにより泥酔状態や意識不明

となって現地でトラブル（病院への救急搬送や刑事事件）となったケースも報告されています。また、飲酒が認められていない年齢

の人へ飲酒を勧めたり、強要する行為も罰せられます。帰国する日まで気を緩ませることなく、節度ある行動を心がけてください。

（ 5 ）ドラッグについて
麻薬などの禁止薬物の所持・使用についても、国によっては、死刑などの極刑が科される場合もあります。比較的軽い刑（罰

金や国外退去）であったとしても、留学の継続はほぼ不可能になることを理解し、国によって異なる法令に十分注意してください。

（ 6 ）レイプ・セクシュアルハラスメント
環境や文化の違いから発生するケースが多いので注意してください。自分では意識していなくても加害者になることがありま
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す。また、夜間の一人歩きや広大な公園での一人での散歩やジョギングなど、レイプやセクシュアルハラスメントなどの危険性

がありそうな場所、時間帯など周辺の生活環境について情報の収集をし知識を持つとともに、節度ある行動をとってください。

【重要】Date Rape Drug について

「Date Rape Drug」と言って、薬物をアルコールやジュースに混入され、昏睡状態に陥っている間に暴行を受ける被害が
あります。対策としては、信頼できない人と飲食をともにしない、必ず信頼できる友人と席を共にする、他人から飲み物
をもらわない、店で注文をした際は自分でグラスを受け取る、グラスに飲料が入っている間はトイレに立たない、などが
あげられます。自分の身を守るのは自分自身であることをよく理解してください。

２．盗難・紛失
（ 1 ）スリや盗難被害に遭わないために

　海外ではスリや盗難などの軽犯罪が非常に多く発生しますので、犯罪に巻き込まれないために日ごろから注意して行動し、被

害を最小限に抑えられるよう心掛けてください。

・ 貴重品は同じ場所にまとめて所持していると、盗難にあった際に全て失ってしまう可能性が高いので、できるだけ貴重品は

分散して所持することをお勧めします。

・ 一人で夜間外出することは避けてください。特に人気のない場所には立ち入らないようにしてください。

・ スリなどの標的になりやすい目立つ服装・格好は避けてください。

・ 繁華街、観光地ではスリ、置き引き、ひったくりに注意してください。車道側はひったくり、逆側は路地に引っ張りこまれ

る危険があるため注意してください。電車の乗降時に携帯電話を掏られるケースが頻繁にあります。

・ 犯罪に遭遇したら、生命を第一に行動してください。万が一、金品を要求されたら抵抗せず渡してください。

・ スキミング（磁気カードに書き込まれている情報を抜き出し、まったく同じ情報を持つカードを複製する犯罪）の被害を避

けるために、クレジットカードの利用明細、銀行口座の明細書は必ず定期的に確認してください。現金の持ち過ぎにも注意

してください。

・ フィッシング被害（金融機関などからの正規のメールや Web ページを装い、暗証番号やクレジットカード番号などを詐取す

る詐欺）を回避するため、クレジットカード番号、暗証番号を E-mail などで他人に伝えないようにしてください。

・ 大学の図書館や街中の飲食店などでは一瞬たりともカバンを開けっ放しにしたり目を離したりせず、周囲の状況にもよく目

を配り注意してください。

・ 万が一被害に遭った場合は、必ず警察に届け出て、盗難届受理書を受け取ってください。保険金請求の際に必要となる場合

があります。

・ 早稲田大学サポートデスクに連絡し、可能な支援を受けるよう手続きを進めてください。

【重要】旅行中のトラブルについて

長期留学の場合、留学中の長期休暇や、留学プログラムが終了してから日本に帰国するまでに、多くの学生が旅行に出か
け、さまざまなトラブルに巻き込まれています。短期留学の場合も同様で、週末の小旅行などの際は十分に注意が必要です。

最も多い事例は置き引きやスリによる「盗難」で、多くの場合すべての金品（現金、クレジットカード、航空券など）、
パスポート、携帯電話などの貴重品が盗まれてしまいます。貴重品や早稲田大学が配付する「緊急カード」は絶対に一ヶ所
にまとめて持ち歩かないように注意してください（パスポートなどはコピーを用意し、分散して持っておく）。特に留学先
国以外の国でパスポートを紛失すると、留学先国にて発給されているビザ（査証）を失い、再度の入国に多大な支障を招き、
最悪の場合は留学を継続することが困難になることもあります。

旅行中は普段にもまして緊張感を持ち行動するとともに、万が一盗難やトラブルにあった場合にその後のサポートが迅速
に受けられるよう、緊急連絡先（大使館や保険会社、現地警察など）は常に把握し、旅行中の宿泊先の住所や電話番号は保
護者、留学センターに伝えておくようにしてください。

このような場合、早稲田大学サポートデスク、保護者等、留学センターなどと連絡をとるにあたり貸し出している携帯電
話がとても役に立ちます。常に充電がされ電源が入っているか注意し、トラブルの際もサポートが受けられるようできるか
ぎり体制を整えてください。
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（ 2 ）対処法
警察で盗難（紛失）届受理証明書（Lost/Theft Report）を作成してもらうと同時に、盗難（紛失）物によっては速やかに以下

の通りに手続きをとってください。警察の証明書は海外旅行保険の保険金請求時に必要です。海外旅行保険の保険料請求に関し

ては、早稲田大学サポートデスクに直接問合せをしてください。

①パスポート　

日本大使館・領事館（自国の大使館・領事館）にパスポート紛失の届出を行い、新規発給を申請します。発給には２週間ほど

かかる場合があります。渡航先国の在外公館の住所・電話番号・時間などを事前に調べておいてください。なお、以下の紛失届

けと新規発給申請は同時に行うことができます。

a．パスポート紛失時（紛失届け）に必要な書類

　・紛失一般旅券等届出書  １通 （在外公館領事部に問合せをしてください）

　　※紛失した旅券の旅券番号、発行年月日、発行地の控え、万一に備えてパスポートのコピーをとっておいてください。　

　・警察署の発行した紛失届けを立証する書類または消防署などの発行した羅災証明書  

　・写真（縦45mm ×横35mm） １葉 （6ヶ月以内に撮影したもの）

　・その他参考となる書類（必要に応じ、本人確認、国籍確認ができるもの）

  　　　　  

b．パスポート新規発給申請に必要な書類

　・一般旅券発給申請書  １通 （在外公館領事部に問合せをしてください）

　・戸籍謄本または抄本  １通 （発行してから6ヶ月以内のもの）

　・写真（縦45mm ×横35mm） １葉 （6ヶ月以内に撮影したもの）

　※ IC 旅券作成機が設置されていない在外公館での申請は、申請書２通、写真２葉が必要です。

　※上述情報は、予告なく変更となる場合があります。詳しくは以下の Web ページにて最新の情報を確認してください。

　【参考】 https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/passport/pass_5.html

②現金

現金を盗まれた場合、それを証明するのは極めて難しいため保険は適用されず、みつかることも稀です。ただし、現金が盗ま

れた場合はその他のものも盗まれている可能性もありますので、現地大学や警察に届け出て、現地警察で盗難（紛失）届受理証

明書を作成してもらうことをおすすめします。普段から多額の現金を持ち歩かないよう注意してください。

③クレジットカード

クレジットカード会社にカード番号を届け出て、紛失によるカード使用差し止めの連絡をしてください。（現地からの連絡先

をメモしておくこと）必要ならカードを再発行してもらってください。カードは悪用される確率が高いため、万一紛失、盗難、

不正使用などにあった場合は即時休止手続きを行なってください。

④携帯電話

早稲田大学が貸与している海外用レンタル携帯電話を紛失したり盗難に遭った場合、速やかに携帯電話会社（プラットフォー

ムジャパン）に連絡のうえ、使用を停止してください。また、それとは別に個人で携帯電話を所持している場合も速やかに各個

人が契約をしている携帯電話会社に連絡のうえ、回線の停止処置をとるようにしてください。携帯電話が盗難にあうと悪用され

後日高額な請求が手元に届くといった事例も報告されていますので十分ご注意ください。

⑤パソコン、タブレット型端末

パソコンの盗難も多く報告されていますので、取扱いには十分ご注意ください。盗難の際は、保険で補償される場合がありま

すが、警察の盗難証明書などが必要になるため、盗難にあったら警察に連絡をするか早稲田大学サポートデスクに相談のうえ必

要な手続きについて速やかに確認をしてください。パソコンが盗難に遭うとパソコンに保存していたデータが手元に戻らないこ

とがほとんどですので、大事なデータなどは日ごろからバックアップを取っておくようにしてください。
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異国での留学生活にはハプニングがつきもの︕
留学した先輩たちがどのような問題に直面したか見てみましょう︕︕

予防策は︖

どう対応したのか

留学アドバイザーからのコメント

ハプニング①
盗難…

（ドイツEX-R）

ハプニング②
フライトが…

（アメリカCS-L）

留 学 ハ プ ニ ン グ ！

クレジットカードを盗られた友
人は事前知識はあったものの、
実際に被害にあった際はパニッ
クに陥り、対応が遅れて勝手に
多額の現金を引き出されてし
まったようです。被害にあった
場合は冷静に、速やかにカード
を止めて警察に連絡するなどの
対応をとってください。

遅れた航空会社のカウンターで
『帰国できなくて本当に困って
いること』と『学生であること』
を全力でアピールした。それに
より、翌日の日本への便の航空
券代、空港近くのホテルでの宿
泊費、夕食と朝食の食費、ホテ
ルまでの交通費を支払ってもら
えた。

フロア責任者に相談、加えてそ
のシャワールームを使う人たち
を部屋にご招待してどれだけう
るさいか理解してもらった（深
夜にシャワーを浴びないようお
願いした）。

現地で治療（保険がきかなく、
とても高額だった）。

盗難する側の手口をあらかじめ
知っておけば防ぐことができる
かと思います。都会では特に気
をつけましょう。

やはり海外は日本に比べ盗難事
件が多いように感じます。留学
生活に慣れてきた時こそ、気を
引き締めて、被害にあわないよ
うに気を付けましょう！

ダメもとでも交渉すると良いこ
とがありそうですね！

このような予防できない問題も
留学生活にはつきもの。その際
には、自分で抱え込まずにとに
かく周りの人に相談するよう心
がけましょう！

早稲田の保険は虫歯をカバーしていないの
で、現地で高額なお金を請求されることも！
僕のニュージーランドへ留学していた友達
は、日本で治療したほうが安いといって、一
時的に日本に帰ってきていました！(笑)

天候によるものなので事前の対策が
難しいが、長時間フライトが遅れた
場合は、航空会社のカウンターで別
ルートでのフライトに変更してもらう
交渉をした方が良いと思います。

なし。静かな部屋であることを
祈る。

渡航前にしっかり検診をうけて
おこう。

現地に来ていた他の日本人留
学生８人中３人がパリやベルリ
ンなどの大都会で盗難の被害に
遭いました。私もベルリンで
リュックサックを開けられまし
たがすぐに気がついた
ため何も盗られません
でした。

留学を終え日本に帰国するとき
に天候不良で半日以上フライト
が遅れ、経由地である第３国で
１泊しないといけなくなった。

ハプニング③
騒音…

（アメリカCS-L）

自分の部屋の隣がシャワー
ルームだったので、水道の音が
ひどかった（理由は不明だが、
会話もままならない程の騒音
だった）。

ハプニング④
虫歯…

（韓国EX-R）

虫歯になった。

⑥その他の貴重品

現地警察の盗難届受理証明書、貴重品を所持していたことを証明し、本人の所持品であることが特定できるもの（領収書や貴

重品が写っている写真など）を保険会社に届け出てください。ただし、本人の過失で紛失した場合は補償されませんし、借り物

も対象外となります。

⑦航空機や長距離バス内での荷物盗難

搭乗券（乗車券）とクレームタグを持ってその場で申請してください。追跡調査で見つかることもありますが、時間がかかる

こともあるため所持品の管理は責任をもって行ってください。
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Ⅳ．海外旅行保険の利用にあたって

１．留学先大学の保険加入について

【重要】留学先大学や渡航先国保険の購入・加入について

留学先大学によっては、早稲田大学が手配している海外旅行保険でカバーしていない補償（例：虫歯治療などの歯科疾病
にかかる医療費など）が必要であったり、留学先大学や渡航国の査証（移民法）の規定により、別途現地の保険加入を義務
付けられる場合があります。その場合には、皆さんが早稲田大学で加入した海外旅行保険とは別に現地の保険に加入する必
要がありますのであらかじめご承知おきください。

なお、現地で加入を義務付けられる保険と、早稲田大学が義務付ける海外旅行保険の補償内容に違いがあることから、現
地の保険に加入が義務付けられた場合であっても早稲田大学が加入を義務付けている海外旅行保険を解約することなどは認
めておりません。渡航先で健康保険、医療保険へ加入義務付けとされた場合の保険料の目安（渡航国、期間、為替レート等
により異なります）として３万円～20万円程度必要となりますのでご留意ください。

　また、留学先大学によっては、現地保険の免除申請を受け付けている場合があります。現地大学からの情報、現地の保
険の補償内容をよく確認し、必要に応じて留学先大学が定める免除申請期日までに所定の手続きを行うようにしてください。
免除申請をしても、免除が認められないこともありますのでご留意ください。

２．病気・ケガをしたら
（ 1 ）早稲田大学サポートデスクへの相談・連絡

留学中にご自身では解決が難しいトラブルが発生した場合、特に以下のようなことが起こった場合には、すぐに「緊急カード」

に記載されている早稲田大学サポートデスク連絡先まで各自直接連絡をし、サポートデスクの指示に従ってください。24時間

日本語・英語対応です。

早稲田大学サポートデスクは、東京海上インターナショナルアシスタンス（株）（INTAC/ インタック）にて委託運営されてい

ます。

疾患やケガ、精神的な落ち込みなどで現地で受診したい場合
病院へ行きたいが、できれば日本語が通じる医療機関、もしくは通訳の手配を希望する場合
医療機関にてキャッシュレスでの受診を希望する場合
精神的に落ち込む時間が長くなり、日本人医師、看護師による電話相談を受けたい場合
病院を探したり、予約をしたい場合
物品を破損したり、盗まれてしまった場合
何らかの偶然な事故が起こり、自身のお金を支払ったが、その費用が保険の払い戻し対象にな
るかわからない場合
保険金請求の方法を知りたい場合

・外来受診、入院が必要な場合は、まず早稲田大学サポートデスクに連絡してください。

・ 海外の病院は、予約なしでは診察を受けられないことがありますので、受診したい場合は時間に余裕を持って早稲田大学サ

ポートデスクに連絡し、受診予約を代行していただきましょう。多くの国や地域にてサポートデスクで病院の紹介や予約な

どのサポートを受けることができます。

※ 留学先からは国別の早稲田大学専用フリーダイヤル（無料）が便利ですが、フリーダイヤルの設定がない国の場合、周遊回線

の携帯電話を借りている場合、電波状況により繋がりにくい場合には、一度早稲田大学サポートデスクの有料電話番号におか

けいただき、すぐに折り返しご自身のお電話にかけさせるように係員にご指示ください（最初に有料電話へおかけいただく際

の通話料は自己負担となります）。また、Wifi 環境下にいて、LINE アプリがインストールされているスマートフォンをお持ち

の方は、早稲田大学サポートデスクカード上の QR コード、もしくは URL から LINE 無料通話にアクセスし、早稲田大学サポー

トデスクまでご連絡願います。

（ 2 ）保険金の申請手続き
治療費の保険金請求は、東京海上日動火災保険の保険金請求書の記入できる個所をすべて記入し、治療費の領収書を添えてご

帰国後に東京海上日動火災保険株式会社の保険金請求窓口＊までご郵送願います。保険金請求金額が日本円換算で30万円を超
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える場合は医師の診断書も現地でご入手いただく必要がございます。医療機関の書式にて診断書をご用意いただくか、医療機関

にて保険金請求書の医師の診断書欄に記入いただきます。

＊〒104-0061　東京都中央区銀座5-3-16

東京海上日動火災保険株式会社　本店損害サービス第一部　海外旅行保険損害サービス室　宛

TEL： +03-5537-3590

治療費以外の保険金請求につきましては、事故の内容により保険金請求に必要な書類が違いますので、早稲田大学サポートデ

スクまで書類の種類や記入方法につきお問合せください。

（ 3 ）保険で補償されないケース（例）
以下のようなケースは保険では補償されません。

・現金の紛失・盗難、電子マネー・クレジットカードの損害

・虫歯など歯の治療（事故などによる治療は補償対象）

・置き忘れ、または紛失による携行品の損害

・コンタクトレンズ（使い捨て含む）の盗難、破損

・妊娠、出産にともなう入院・医療費用

・持病などの既往症（保険期間が31日以内の場合は一部補償対象）

これらは一例ですので、別途保険会社より送付される『海外旅行保険あんしんガイドブック』を確認するか、直接、早稲田大学

サポートデスクへ問合せてください。保険金請求をした場合も、実際の補償の判断は保険会社に委ねられており、保険金が支払われ

ない場合もあります。また、不正な保険請求を行った場合、厳しく罰せられますので、そのようなことは絶対に行わないでください。

（4）保険期間の訂正、延長、解約手続き
保険加入手続き完了後に出発日が変更となった保険期間の訂正、延長、申込期間未満で日本に帰国した場合には解約をするこ

とが可能ですので、以下の要領にて手続きをしてください。

■保険期間訂正の手続き方法

１．次の事項をメールにて早稲田大学キャンパス保険センターに送信してください。

【あて先】　hoken@waseda-pm.com

【件　名】　保険期間訂正

【連絡いただく内容】

①　学生氏名（漢字名・カタカナ）

②　学籍番号

③　申請時の保険期間（西暦年月日）

④　訂正後の保険期間（西暦年月日）　保険開始日は日本の自宅を出発する日で設定してください。

２ ．早稲田大学キャンパス保険センターにてメールを確認し※、後日保険会社より保険期間を訂正した英文付保証明書が申請時

指定連絡先に送付されます。

　※メールを確認した日によっては、送付ではなくメールにて PDF 添付送信となる場合があります。

■保険期間延長の手続き方法（代理申請）

１ ．次の事項をメールにてご家族など日本における連絡先に連絡をしてください。

【あて先】　hoken@waseda-pm.com

【件　名】　保険期間延長

【連絡いただく内容】

①　学生氏名（漢字名・カタカナ）：
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②　保険期間：西暦　　　年　　　月　　　日 ～ 西暦　　　年　　　月　　　日

③　延長期間：保険期間を西暦　　　年　　　月　　　日まで延長

④　日本における代理人氏名：

⑤　代理人電話番号

２．連絡を受けられた方（日本にいるご家族・知人の方）は早稲田大学キャンパス保険センター（連絡先は下記参照）に連絡を

お願いします（メールをそのまま転送してください。学生本人より電話で連絡を受けた場合も、上記必要情報を早稲田大学

キャンパス保険センターにメールにて連絡をお願いします）。

追加保険料の支払いが必要となる場合には、日本にいる代理人の方に、早稲田大学キャンパス保険センターより追加保険料

と振込口座を案内しますので、入金（振込）の手続きをお願いします。

３．保険期間終了前に手続きを行なわないと、延長の手続きができない場合があります。延長の手続きが必要な場合には日数に

十分余裕をもって手続きをしてください。

■保険解約の手続き方法

１．留学生本人より早稲田大学キャンパス保険センターに次の要領でメールを送信してください。

折り返し解約手続き書類を添付してメールを返信しますので、必ずパソコンから送信してください。

【あて先】　hoken@waseda-pm.com

【件　名】　保険解約、学部、氏名、西暦帰国年月日

【本　文】　入力不要 

入力例：【件 名】保険解約　政治経済学部　早稲田 太郎　20XX 年６月20日

２．解約返戻金がある場合は返金について案内いたします。日本への帰国日が証明できるもの（日本帰国時のスタンプが押され

たパスポート、帰国時の航空チケット・ｅチケットの控えなど）が必要となりますので、準備してください。

３．解約手続きは帰国後速やかにおこなってください。留学プログラムが終了し、日本に帰国するまで解約はできません。

（注意）保険期間満了までの期間が短い場合（短期プログラム参加者は２～３日、長期プログラム参加者は1ヶ月未満の場合など）

は解約しても返戻金がない場合があります。

（ 5 ）取扱代理店および引受保険会社
海外旅行保険の延長や解約に関する問い合わせは、取扱代理店の早稲田大学キャンパス保険センターに連絡してください。早

稲田大学キャンパス保険センターは、引受保険会社と連携してサポートします。

取 扱 代 理 店：株式会社早稲田大学キャンパス保険センター

　　　　　　　電話 : 03-5272-3475 / FAX：03-5272-3478

　　　　　　　（土・日・祝日定休 営業時間 9：00～17：30）

　　　　　　　E メール：hoken@waseda-pm.com

引受保険会社： 東京海上日動火災保険株式会社

　　　　　　　公務第二部文教公務室

　　　　　　　電話 : 03-3515-4133

（土・日・祝日定休 営業時間 9：00～17：00）
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K. S. さん（商学部）

イタリア/ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学/EX-R

夜道を一人で歩いていた時のことです。売春婦に声をかけ

られ、相手にせず家に帰ると財布がなくなっていました！

私は財布を分けていなかったため、クレジットカードを全

て紛失。日本にあるクレジットカード会社に連絡をしよう

とするも、自身の携帯電話が国際電話非対応であったため

国際電話カードの購入が必要となりました。しかし、どこ

で販売しているか見当がつかず、事件発生から２日後に別

の街でようやく発見。約13万円が不正利用され、手数料等

を引かれた約９万円がようやく７ヶ月後に補償されまし

た。教訓として外国では①財布を分けること、②盗難被害

後の行動シミュレーションを行っておくことの２点を徹底

しようと思いました。盗難被害を事前に想定していれば、

被害後に迅速な行動ができたと後悔しています。警戒心を

持つのはもちろんのこと、「万が一を想定した行動」をシ

ミュレーションしておくことも非常に大切だと学びました。

N. H. さん（国際教養学部）

フランス / リヨン第三大学 / CS-L

私はフランスのリヨンからパリへ行く電車の中で財布を盗

まれました。日本への帰国直前で油断していたことが原因

だと思います。パリ到着後に気づいた時には、デビットカー

ドに入っていた残高（約30万円）が既に全て使われてい

ました。私は大きなショックと両親への申し訳ない気持ち

でいっぱいになりました。そして、すぐに駅構内の案内所

と警察署に行って、盗難届を出すなどの手続きをしました。

また、日本の両親やカード会社にも連絡をしました。日本

帰国後も引き続きカード会社との必要な手続きを行い、半

年後にやっとカード会社の保険によって盗まれたお金が補

償されました。この経験を通して、日本では治安の良さか

ら忘れがちな警戒心を外国では常に持ち続けることの大切

さをひしひしと感じました。

しくじり先生　俺みたいになるな！

＜財布盗難編＞ 他人事じゃない！お金のトラブル
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Ⅴ．早稲田大学緊急カードの取り扱いについて
早稲田大学留学センターでは、現地滞在中の危機管理対策の一環として当センターが実施する留学プログラムに参加する皆さ

んに「緊急カード」を配付しています。

緊急事態発生時には、カードに記載の通り、関係箇所に連絡を取るようにしてください。連絡がない場合は、留学センターよ

り皆さんに連絡をさせていただくことがあります。財布やポケットに携帯できるサイズですので、必要事項を記入のうえ、現地

滞在中は必ず携帯するようにしてください。

各自で記入する欄があります。プログラムによって異なりますので、最終オリエンテーション時、または出発前までに必ず記

入しておいてください。また、持病がある場合には必要に応じて英文診断書、英文処方箋などをカードに添付して携帯してくだ

さい。

早稲田大学　留学センター
Waseda University,Center for International Education

1-7-14, Nishi-Waseda, Shinjuku-ku, 169-0051, Tokyo, Japan
Phone: +81-3-3208-9602

E-mail: out-cie@list.waseda.jp
https://www.waseda.jp/inst/cie/

CIE Office Hours（during the semester period）:Mon-Sat  9:00-17:00

このカードは留学中に起こる問題を含め、病気、ケガなどの際、
対応のために必要な情報が記載されていますので、常に携帯してください。

緊急カード  Emergency Card
常時携帯のこと
Carry this card at all time

早稲田大学サポートデスク
Waseda University Support Desk

Phone : 
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Ⅵ．外務省や関係省庁が発信する情報を有効活用しよう
外務省や関係省庁では、在外邦人の安全確保を目的として様々なサービスや情報提供を行なっていますので、各留学先地域の

情報をあらかじめ調べておき、現地での生活に役立ててください。

早稲田大学では、出発時に以下の勧告が出ている地域への留学は、渡航を延期、もしくは留学の中止および帰国勧告を検討す

る場合があります。その際の連絡はメールや留学センターの Web ページ、現地大学の担当者を通じて行います。

場合によっては、皆さんの Waseda メールのアドレスに送信することもありますので、頻繁に確認するようにしてください。

重要な連絡を見逃すことのないように注意してください。

１．外務省海外安全 Web ページ ― 国・地域別の海外安全情報／感染症情報
安全対策基礎データにより、その国の最新の海外危険情報や多発している事件の傾向と対策などの治安情勢を調べることが

できます。国、地域名から検索すると現在の治安情勢を4 段階に大別してきめ細かな危険情報を提供しています。また、感染

症危険情報も確認することができます。 ➡ P.34  
外務省　海外安全ホームページ：https://www.anzen.mofa.go.jp/

２．外務省海外安全 Web ページ ― 在外公館医務官情報－世界の医療事情
在外公館の住所、電話番号、衛生医療事情、かかりやすい病気、怪我、主な医療機関の連絡先などがまとめられています。

随時更新されますので、流行している病気などについてチェックしてください。

https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/medi/index.html

３．外務省領事サービスセンター
領事サービスセンターでは、海外での安全に関する国・地域別の様々な情報を提供していますので、以下のリンクも合わせ

て活用してください。

　　領事サービスセンター：https://www.anzen.mofa.go.jp/about_center/index.html　

　　海外安全虎の巻：https://www.anzen.mofa.go.jp/pamph/pdf/toranomaki.pdf

　　直通電話：03-3580-3311
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Ⅰ．帰国後の手続きについて

１．帰国後の届け出・提出書類
帰国したら、速やかに以下の手続きを行ってください。

提出時期 提出物 届出・提出先 目的／方法

帰国直後
帰国届 各所属事務所 通常、各所属事務所に指定書式があります。その書式に記入後、各

自にて提出してください。

復学届 各所属事務所 各自、所属事務所に問合せのうえ、手続きをしてください。
復学届以外に必要な手続きがないかも併せて確認してください。

帰国後
（各所属事務

所に確認）

現地留学先からの
成績証明書や在学
証明書類

各所属事務所

所属学部・研究科に留学の事実を証明できる書類を持ち帰る必要が
あります。また、単位認定の参照資料としての役割も果たします。
やむをえず帰国前に入手ができなかった場合には、各自留学先担当
者と連絡を取り、入手してください。プログラムにより、留学セン
ター宛に書類が届く場合があります。その際は各所属事務所へ送付
しますので、所属事務所まで問合せてください。

帰国後随時

現地留学先大学の
資料 Waseda Global Gate

今後の参考資料として、留学先大学の大学案内、コースガイド、寮、
大学施設などの留学期間中に受け取った資料を別途持ち帰り、留学
センターに提供してください。

日本学生支援機構
海外留学支援制度

（協定派遣）奨学金
受給者

留学センター

日本学生支援機構に提出する書類です。最終採用通知メールに記載
の、「受給における手続きについて」に従い、手続きを行なってくだ
さい。期日までに全ての書類の提出がない場合、返納になる可能性
がありますので注意してください。
１．留学前・帰国後報告書
２．取得単位数の報告
３．レポート課題（短期留学プログラムのみ）

日本学生支援機構
第１種、第２種奨学
金受給者

奨学課 帰国後に必要な手続きを行ってください。 ➡ P.30、40  

学生留学
アドバイザー
登録（任意）

学生留学
アドバイザー

学生留学アドバイザーとは、留学センター所属のボランティア団体
で、留学センター主催の中長期留学プログラム経験者によって構成
されています。留学に関するイベントの企画や機関誌『留学 TIMES』
の発行など、早稲田大学学生の留学を支援する活動をしています。
詳細は ➡ P.75  を確認ください。

早稲田大学指定
海外用レンタル
携帯電話

Waseda Global Gate
22号館 Waseda Global Gate 設置の返却ボックスに、帰国後速やかに
返却してください。返却期日までに返却されない場合は、延滞料金
がかかります。

２．単位認定について
（ 1 ）留学先大学での科目の選択について

留学する前に、早稲田大学の指導教授や所属学部・研究科のスタッフの助言を得ることがまず重要です。あらかじめ、留学先

大学の講義要項などをよく読み、履修する希望科目をリストアップしておく必要があります。次に、留学先大学での科目登録を

行う際には、その大学の担当者と事前に相談することが強く望まれます。履修を希望しても（1）登録希望者が多い、（2）語学

能力が期待される基準より低い、（3）前提科目を履修していない、（4）留学生対象の科目ではない、または優先順位が下位で

あるなどの理由で登録が許可されない場合もあります。また、単位の認定を期待せずに、早稲田大学では履修できない留学先大

学の特色ある科目を勉強してくることも一考に値するでしょう。

（ 2 ）単位認定の原則
・単位の認定審査は所属学部・研究科によって行われます。

・単位認定の審査にあたっては、授業時間数や授業のレベル・内容の観点からその可否が判断されます。

・ 例えば、留学先大学で履修した科目が、所属学部・研究科に設置されている科目にほぼ該当すると認められた場合に取得した

単位が認定されることが多いようです。単位の認定方法は、学部、研究科により異なりますので、各自で確認してください。
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・ 留学前に所属学部・研究科の事務所で科目や単位について相談し、帰国後の履修計画も含めて、留学中の学習計画を立てておく

ことが必要です。特に通年制の学部学生で半年間の留学を計画される方は、早稲田大学における留学前または後の半年間におけ

る科目履修および単位取得に制約が生じる可能性がありますので、あらかじめ十分に所属事務所と相談をしておく必要があります。

（ 3 ）単位認定の方法（（注）あくまでも一例です）

《留学前》所属学部・研究科で科目や単位について相談

《帰国後》① 所属事務所（学務係または教務係）へ単位認定申請

　　　　　② 面接

　　　　　③ 学部・研究科教授会などで認定

（ 4 ）単位認定に必要な資料
単位認定を希望する科目については審査に必要となる資料を充分に用意し、持ち帰らなければなりません。認定申請時には基

本的に、次のものが必要となります。ただし、単位認定手続きは、学部・研究科によって異なりますので、事前に所属事務所に

必ず確認してください。

① 学業成績証明書（Transcript of Academic Records）

　・発行の手続きは、日本へ帰国する前に必ず現地で行ってください。

　・ 成績証明書が発行されない場合は、Tutor や Supervisor に特別に評価に関する手紙を書いてもらうか、留学生として在籍し

たことを証明する修了証を必ず帰国前に現地で発行してもらってください（留学先大学の大学名や住所の印刷されたレター

ヘッドを使用してもらうこと）。また、寮費など、留学先大学に未払金があると発行されないので注意してください。

② 講義要項／コースガイドなど（Syllabus,  Course Description など）

③ 大学要項（Catalog,  Brochure などで、学期日数・週コマ数・時間数および Academic Regulations について説明したもの） 

④ 教科書・参考図書一覧・タームペーパー・答案・指導教授のコメントなど

⑤ その他単位認定の参考となるような書類

　・ 単位認定を希望しない場合でも、海外の高等教育機関に在籍し、学習したことを証明する書類（成績証明書または在籍期間

証明書）の提出は必要となります。提出されなかった場合、「留学」を取り消されることがありますので、注意してください。

３．外国籍学生のみなさんへ
（ 1 ）日本の在留資格について（外国籍学生の場合）

外国籍学生の場合、渡航先のビザ取得の他に、留学期間終了後、日本に入国するための手続きが必要となります。以下の点におい

て十分確認するとともに、外務省、法務省出入国在留管理庁のWebページなどを熟読し、適宜必要となる手続きを行ってください。

パスポート 留学中に有効期限が切れる場合は、事前に更新することをお勧めします。

在留期限 「留学」以外の在留資格を持っており、留学中に在留期限が切れる場合は、留学終了後日本に入
国するにあたり別途手続きが必要となります。

在留カード返納 「留学」の在留資格を持っている場合、残りの在留期間の長短にかかわらず、1学期以上の留学の
ために出国する際は空港で在留カードを返納してください。

在留資格認定証明書 留学終了後、日本入国のビザを申請する場合に必要となる証明書です。「留学」の在留資格の場
合は帰国前に大学が代理申請します。

みなし再入国許可
「留学」の在留資格で３か月以内の短期の留学のため出国し再入国する場合、および「留学」以

外の在留資格で日本出国後１年以内（特別永住者の場合は２年以内）に再入国する場合は、みな
し再入国許可により出国してください。いずれも帰国時に在留資格が有効である必要があります。

上述の項目以外でも、各自入国に際する手続きが必要な場合があります。外務省、各国大使館・領事館および、出入国在留管

理庁 Web ページなどで確認し手続きを行ってください。

【参考 Web ページ】

●出入国在留管理庁 Web ページ　 https://www.moj.go.jp/isa/index.html

●みなし再入国許可　　　　　　　https://www.moj.go.jp/isa/applications/guide/minashisainyukoku.html

●新しい在留管理制度について　　https://www.moj.go.jp/isa/publications/materials/newimmiact_1_index.html

●外務省在外公館リスト　　　　　https://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/zaigai/list/



W A S E D A72

【在留資格認定証明書（COE）を取得したうえで日本上陸手続きをする際の流れ】

※ COE の有効期限は発行から３ヶ月です。また、COE の代理申請から受領まで２～３ヶ月かかります。帰国予定日を決めたう

えで手続きを進める必要があります。

　 COE（certificate of eligibility）：在留資格認定証明書

法務省
出入国在留管理庁

留学センター 本人
日本大使館
または
日本領事館

５．必要書類提出のうえ、
　　留学ビザの申請

４．COE、復学証明書
　　の発送

７．渡日（COE持参。空港で在留カードを受け取る。）

６．留学ビザの交付

１．COE必要書類提出

３．COEの交付

２．COEの代理申請

これらは、2022年11月現在の情報です。外務省、法務省、出入国在留管理庁など関係機関の都合により、予告なく変更とな

る場合があります。

４．学生健康増進互助会費返金の手続き
学生健康増進互助会では、会員資格のある学生（以下の互助会会員）にかぎり、大学が認める留学から帰国した学生について

は、留学期間の終了月の翌月から３ヶ月目の10日以内に以下の必要書類を学生生活課（学生健康増進互助会）の窓口（戸山キャ

ンパス学生会館１階）に提出（郵送でも可）すると留学期間中（月単位）の互助会費（半年間：1,500円）を返金しています。

（例）2022年８月に留学期間が終了した場合 ⇒ 締切日は2022年11月10日です。

　【互助会会員】

　・各学部の正規生（ダブルディグリープログラム参加学生を含む）

　　ただし人間科学部通信教育課程の方は対象外

　・各大学院の正規生（ダブルディグリープログラム参加学生を含む）

　・各大学院の研究生

　【必要書類】

　①【留学用】互助会費返還申請書（所定用紙：学生生活課にあります。学生生活課 web サイトからダウンロード可）

　②留学先大学（機関）名、留学期間（開始日、終了日）、本人名が確認できる書類

　　　例）

　　　　　・受入先（留学先）の大学が発行した「入学許可証」（コピー）

　　　　　・（早稲田大学）所属学術院で交付する留学許可書（コピー）

　③出入国日が確認できる書類

　　　例）

　　　　　・パスポートの出入国スタンプが押されたページのコピー

　　　　　・出発、帰国時の航空券（Ｅチケット、搭乗券等）のコピー

　④学生証

　【注意事項】

　「本人名義口座」の登録が済んでいない方には返金できません。未登録の方は MyWaseda から登録してください。
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Ⅱ．留学プログラム期間終了後について

１．留学プログラム終了後の別プログラムへの参加や旅行について
留学期間終了後は、短期プログラム（サマースクールなど）への参加、インターンシップ、旅行など、それぞれに計画を立て

ている方もいることでしょう。その際には、渡航先の安全情報を十分に確認し、危険地域に立ち入らないように注意してくださ

い。留学生活を終えて気の緩む時期でもありますので、事故のないよう十分注意してください。また、プログラム期間終了後の

予定については、必ずご両親などの保護者等の方に連絡をしてください。

・旅行先の安全情報を外務省の海外安全ホームページ（https://www.anzen.mofa.go.jp/）で確認し、危険地域には立ち入らない

ように十分に注意してください。

・留学期間終了後の査証（ビザ）の扱いについては、留学先大学の留学生担当スタッフとよく相談し、必要な場合は変更・延長

手続きを行ってください。

・現地での留学期間終了後に追加プログラム（費用は自費負担）を申し込まれる方がいますが、それらの場合には日本において

の就職活動や科目登録などへの影響は全て自己責任となりますので、各自で十分に情報を収集しておくことが大切です。

・短期プログラム（サマースクールなど）で取得した科目について単位の認定を受けることを希望する場合は、あらかじめ所属

学部・研究科に相談をしてください。学部・研究科によっては認定される場合もあります。

・インターンシップは希望者が多いため、留学期間終了後のインターンシップの場合でも留学期間中から早めに探す必要があります。

【重要】　ビザ（査証）の有効期限に注意

各自が留学のために取得したビザの有効期限は発行国の規定によってさまざまです。
アメリカの場合、認められた滞在期間が失効するまでの猶予滞在期間をグレースピリオド（Grace Period）と言い、ビザ

の種類により猶予期間が異なります。その期間中、アメリカ国内には滞在できても出国した時点で猶予期間が失効するなど
のルールがあり、これを知らずに再度アメリカに入国しようとする際に不法入国扱いとなりトラブルになるケースがありま
す。このような場合、一定の入国禁止期間が設けられるなどの罰則が適用されることがあるため注意が必要です。

アメリカにかかわらず、各自が取得したビザの規定をよく理解し、留学後に不法滞在・入国者とならないよう十分に注意
してください。

また、留学プログラム終了後にインターンシッププログラムなどに参加する場合も、留学のために取得したビザで滞在が
できるとはかぎらないため、各自にてしっかりと確認してください。

２．Waseda Summer Session のご案内
本学では、クォーター制度を活用して夏クォーター（6～7月／4週間）に Waseda Summer Session を実施しています。本プロ

グラムは、海外協定校等からの外国人留学生、および諸条件を満たす本学正規生によって構成されます。以下、参加条件を確認

のうえ、興味のある方はぜひ参加を検討してください。英語による専門科目の受講を通したアカデミックスキルの向上や、外国

人留学生との活発な交流が期待されます。

① 対象者

以下の条件の全てに当てはまる者

・   １セメスター以上の留学プログラム（DD, EX, CS の各留学プログラム）に参加中で、当該サマーセッションが実施される年

度の秋学期に復学予定であること。

・  学部の正規生であること。

・ オリエンテーションも含め、Waseda Summer Session 全日程に参加できるように留学先のプログラムを修了し、日本に帰

国予定であること。

・  留学期直前までの早稲田大学 GPA が、2.5以上であること。

・  英語での授業を受講するための英語力を有すること（TOEFL（iBT） 79が目安）。
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② プログラム詳細

留学センターweb サイトより最新の情報を確認してください。

http://waseda-summer.com/

③ 期　間　

　例年6月下旬～7月下旬（4週間）

④ 単位取得

　2科目4単位の登録が可能です。

＜補　足＞

・在学中（早稲田大学に籍を置き、留学などではなく通常の科目履修を行う状態）や休学中の場合は参加はできません。

・国籍は問いません。

・大学院生は参加できません。

・留学先は、必ずしも英語圏である必要はありませんが、授業は英語で行われます。

・履修にあたっては、別途実験実習料が必要となります。

　参考：2019年度聴講料　40,000円（2科目分）
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Ⅲ．学生留学アドバイザー
＜留学経験を生かせるチャンス！学生留学アドバイザー活動のご紹介＞

学生留学アドバイザーとは︖
留学センター所属のボランティア団体で、留学センターが提供する中・長期留学プログラムに
参加した学生によって構成されています。アメリカ・カナダ等の英語圏から、ヨーロッパ、ア
ジア圏など様々な場所へ留学をしてきたメンバーが留学を志すみなさんをサポートします。今
年で設立から18年が経ち『一人でも多くの人に留学の価値を見出してもらう』という信念の
もと活動しています。2022年度はコロナ感染拡大の影響でアドバイザーイベントは主にオン
ラインで開催しましたが、一年を通して、留学相談や留学を支援するイベントの企画、『留学
TIMES』という情報誌の発行などを行っています。

☆2022年度開催イベント（一例）☆

毎年恒例の「出会わないと」は2021年度はオンラインにて開催しました。留学先決定者を対象に開催しているイベ
ントで、実際に同じ学部・研究科から留学した学生や、同じ地域・大学への留学を経験した学生から直接話を聞くこ
とができるとても貴重な機会になります。出発までに何をすればいいのだろう︖先輩たちは留学先に何を持って行っ
たのだろう︖など、これから留学を控える皆さんの質問に先輩たちが答えます︕

◆出会わないと

8月 6日、7日の 2日間に渡り開催した本イベントは早稲田大学に関心を持つ高校生を対象に早稲田大学での留学の
魅力を伝える内容になります。イベントでは留学経験者によるパネルディスカッション、全体質問会を対面で開催い
たしました。「留学を経験した先輩たちからリアルな話を聞けてよかった︕」「留学だけでなく早稲田大学を志望する気
持ちも更に強いものになった︕」と参加した高校生たちから好評なコメントをもらいました。

◆オープンキャンパス2022

毎年春と秋に開催される本イベントは2022年度はオンラインにて開催しました。留学出願前の不安や留学に関する
様々な疑問点を学生留学アドバイザーに直接相談でき、留学先選びのアドバイスや留学への一歩を踏み出す手助け
となるイベントとなります。今年は事前予約制を無くして誰でも出入り自由な形式にしたことから「気軽に参加でき
た」「留学を経験した先輩にフランクに様々なことを聞くことができた」と参加者から高評価をいただきました。

◆留学フェア相談ウィーク

☆イベントの様子☆

Email: adviser.event@gmail.com

Instagram Twitter YouTube

☆お問い合わせ☆
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Ⅳ．最後に
本誌では皆さんに注意喚起を行なうべく「留学とはあまいものではない」ということが強調されています。しかしそれは、皆

さんが帰国した際に「本当にすばらしい留学経験だった」と心から思えるよう、いかに出発前の準備・情報収集・知識の蓄積が

重要かを理解していただくためです。留学センターとしてもできるかぎり皆さんの現地での生活をサポートしていきます。

多くのことを学び、多くの友人を作り、多くのことを体験してきてください。

どうぞ、実り多き経験を積み、たくましさを増して帰国されますことを関係者一同願っております。
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参考情報編
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Ⅰ．2022年度海外留学者数
１．長期留学

（ 1 ）プログラム別 （2022年11月時点）

プログラム名 留学者数 うち半期

DD 20 0

EX 602 56

CS-R 72 9

CS-L 159 51

合計 853 116

（ 2 ）国別

国名 留学者数 うち半期

アメリカ 314 37

イギリス 98 5

カナダ 74 27

スウェーデン 45 2

ドイツ 35 8

イタリア 27 8

オーストラリア 24 6

中国 21 1

フランス 20 1

スペイン 20 2

その他 175 19

合計 853 116

＊オンライン留学者数も含まれています。
＊過年度の統計データは、https://www.waseda.jp/inst/cie/center/data をご覧ください。

２．短期留学 （2022年11月時点）

国／地域名

参加者数

海外語学・文化研修

夏季（2022年８～９月） 春季（2023年２～３月）

カナダ 58 44

アメリカ  7 20

イギリス  6 25

マルタ  3 -

オーストラリア  4 25

韓国 - 10

台湾  1 -

スペイン  2 -

合計 81 124

＊オンライン留学者数も含まれています。
＊過年度の統計データは、https://www.waseda.jp/inst/cie/center/data をご覧ください。
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Ⅱ．2023年度留学センター短期プログラム（予定）
※過年度実施したプログラムとなります。
※オンライン実施の可能性があります。
※プログラムラインナップに変更の可能性があります。

国・地域名 学校名 夏実施 春実施 言 語

カナダ

ブリティッシュ・コロンビア大学 ✓ ✓ 英

マニトバ大学 ✓ 英

トロント大学 ✓ 英

ビクトリア大学 ✓ 英

サイモンフレーザー大学 ✓ 英

アメリカ

VIA・スタンフォードプログラム（ALC） ✓ 英

カリフォルニア大学サンディエゴ校 ✓ 英

ワシントン大学（シアトル） ✓ ✓ 英

カリフォルニア大学（デービス校）(STEM） ✓ 英

カリフォルニア大学（デービス校）（GAIC） ✓ 英

イギリス

オックスフォード大学モードレンカレッジ ✓ 英

オックスフォード大学ハートフォードカレッジ ✓ ✓ 英

ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン ✓ ✓ 英

スターリング大学 ✓ 英

アイルランド ダブリンシティ大学 ✓ 英

マルタ マルタ大学 ✓ ✓ 英

ドイツ ミュンヘン大学 ✓ ✓ 独

フランス
Campus France（サンテティエンヌ・ジャン＝モネ大学附
属語学・文明国際センター、グルノーブル・アルプ大学附
属フランス語教育センター）

✓ ✓ 仏

スペイン
サラマンカ大学 ✓ 西

サンティアゴ・デ・コンポステーラ大学 ✓ 西

オーストラリア アデレード大学 ✓ ✓ 英

フィリピン 聖トマス大学 ✓ ✓ 英

台 湾

国立台湾大学 ✓ 中

国立台湾師範大学 ✓ 中

中原大学 ✓ 中

東海大学 ✓ 中

韓 国

東義大学校 ✓ 韓

慶熙大学校 ✓ 韓

東亜大学校 ✓ 韓

漢陽大学 ✓ 韓



W A S E D A80

Ⅲ．箇所間協定による海外協定機関（2022年11月現在）
一部の学部・研究科では、いくつかの海外協定校と独自に学生交流協定を締結しています。これらの交換留学プログラムにつ

いては独自の選考日程および方法によって選抜が行われますので、所属学部・研究科の指示に従ってください。

箇所 箇所間協定による海外協定機関（日本語）

学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

政治経済学部

①香港城市大学商学院経済及金融系、②香港科技大学人文社会科学院、③香港科技大学人文社会科学院ダ
ブルディグリープログラム（以上香港）、④国立政治大学政治学系、⑤国立台湾大学社会科学院、⑥国立台
湾大学経済学科ダブルディグリープログラム（以上台湾）、⑦アムステルダム自由大学人文科学部、社会科
学部および経済経営学部、⑧ティルブルグ大学経済経営学部（以上オランダ）、⑨ヴィクトリア大学ウェリ
ントン（ニュージーランド）、⑩ミラノ大学社会政治学部（イタリア）、⑪トロムソ大学経営経済学部（ノ
ルウェー）、⑫リールカトリック大学政治社会科学部、⑬ IESEG 経営学院（以上フランス）、⑭ブリュッセ
ル自由大学（ULB）社会政治学部（ベルギー）、⑮ユニバーシティカレッジコーク（アイルランド）、⑯エセッ
クス大学経済学研究科（イギリス）

法学部 なし

文化構想学部 なし

文学部 ①復旦大学中文系（中国）

教育学部 なし

商学部

①国立台湾大学、②国立政治大学商学院（以上台湾）、③香港科技大学経営学部（香港）、④北京大学光華
管理学院、⑤浙江大学管理学院、⑥ノッティンガム大学中国寧波キャンパス（以上中国）、⑦高麗大学校ビ
ジネススクール、⑧延世大学校経営管理大学、⑨梨花女子大学校梨花経営大学、⑩成均館大学校経済学部、
⑪檀国大学校商経学部（以上韓国）、⑫ WHU オットー・バイスハイム経営大学、⑬マンハイム大学ビジネ
ススクール、⑭フランクフルト金融経営大学、⑮フランクフルト大学（ヨハン・ヴォルフガング・ゲーテ
大学）経済経営学部（以上ドイツ）、⑯ナバラ大学経済経営学部（スペイン）、⑰ウィーン経済大学（オー
ストリア）、⑱ボッコーニ大学（イタリア）、⑲エクセター大学（イギリス）、⑳モスクワ大学ビジネススクー
ル（ロシア）、㉑エセック経済商科大学院大学、㉒ EDC パリビジネススクール、㉓トゥールーズビジネスス
クール、㉔トゥールーズ第３ポールサバティエ大学、㉕ EDHEC ビジネススクール、㉖ NEOMA ビジネスス
クール（以上フランス）、㉗ルーヴェン・カトリック大学経済・経営大学（ベルギー）、㉘ハンケン経済大
学（フィンランド）、㉙トロント大学ロットマン商学部、㉚ブリティッシュコロンビア大学サウダースクー
ルオブビジネス、㉛ヴィクトリア大学商学部、㉜マニトバ大学アスパースクールオブビジネス（以上カナ
ダ）、㉝サウスカロライナ大学ダーラムーア商学部、㉞ジャクソンヴィル大学デーヴィスカレッジオブビジ
ネス、㉟テキサス大学サンアントニオ校経営学部（以上アメリカ）

基幹理工学部 なし

創造理工学部 なし

先進理工学部 なし

社会科学部

①国立台湾大学社会科学院、②国立中山大学社会科学院、③国立清華大学教育学部（以上台湾）、④香港中
文大学ダブルディグリープログラム（香港）、⑤武漢大学外国語言文学学院、⑥華東師範大学歴史学部（以
上中国）、⑦ベトナム国家大学ハノイ校（ベトナム）、⑧パジャジャラン大学社会・政治学部（インドネシ
ア）、⑨ナレースワン大学社会科学部（タイ）、⑩ボルドー政治学院、⑪リール大学（以上フランス）、⑫ヤ
ングスタウン州立大学政治・国際関係学術院（アメリカ）

人間科学部

①長安大学、②浙江中医薬大学（以上中国）、③アルファラビカザフ国立大学東洋学部（カザフスタン）、
④世界経済外交大国際関係学部 国際経済関係学部 国際法学部、⑤タシケント国立東洋学大学東洋言語学部

（以上ウズベキスタン）、⑥パンヤーピワット経営大学リベラルアーツ学術院（タイ）、⑦サンディエゴ大学
リーダーシップ・教育科学部（アメリカ）、⑧バルセロナ自治大学 翻訳・通訳学部（スペイン）、⑨デュッ
セルドルフ大学現代日本学研究所、⑩フランクフルト応用化学大学（以上ドイツ）、⑪フィリピン教育省リ
ザール州、⑫モンティンルパ市立大学（以上フィリピン）

スポーツ科学部 ①ドイツ体育大学ケルン（ドイツ）

国際教養学部

①マストリヒト大学マストリヒトカレッジ（オランダ）、②ラホール経営大学人文学部（パキスタン）、③ヴィ
クトリア大学人文学部（ニュージーランド）、④延世大学・Underwood International College、⑤延世大学・
East Asia International College（以上韓国）、⑥コペンハーゲン大学人文学部・社会科学部（デンマーク）、
⑦香港大学社会科学部、⑧香港バプティスト大学コミュニケーション学部、⑨香港中文大学社会科学院
ジャーナリズム・コミュニケーション学科（以上香港）、⑩北京大学元培学院（中国）、⑪ロンドン大学 ゴー
ルドスミス・カレッジ（イギリス）、⑫エクサンプロヴァンス政治学院（フランス）、⑬コチ大学人文社会科
学部（トルコ）、⑭Institute for Higher Social Communication Studies、⑮ヴェサリウスカレッジ（以上ベル
ギー）、⑯ロアノークカレッジ（アメリカ）、⑰ユニバーシティカレッジフライブルク（ドイツ）、⑱イェール
NUS カレッジ（シンガポール）、⑲ウタラ・マレーシア大学（マレーシア）、⑳ビーナス大学（インドネシア）、
㉑ CEU San Pablo University（スペイン）

学術院 教育 ･ 総合科学学術院 ①ロンドン大学教育研究所（イギリス）、②国立曁南国際大学教育学院（台湾）
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箇所 箇所間協定による海外協定機関（日本語）

大
　
　
　
　
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
　
院

政治学研究科

①香港城市大学商学院経済及金融系、②香港科技大学人文社会科学院（以上香港）、③国立政治大学政治学
系、④国立台湾大学社会科学院（以上台湾）、⑤アムステルダム自由大学人文科学部、社会科学部および経
済経営学部、⑥ティルブルグ大学経済経営学部（以上オランダ）、⑦ヴィクトリア大学ウェリントン（ニュー
ジーランド）、⑧リールカトリック大学政治社会科学部、⑨ IESEG 経営学院（以上フランス）、⑩ブリュッ
セル自由大学（ULB) 社会政治学部（ベルギー）、⑪ユニバーシティカレッジコーク（アイルランド）

経済学研究科

①中国人民大学経済学院、②山東大学経済研究院（以上中国）、③香港科技大学、④香港城市大学経済学院
（以上香港）、⑤アムステルダム自由大学経済経営学部、⑥ティルブルグ大学経済経営学部（以上オランダ）、

⑦ブリュッセル自由大学社会政治学部（ベルギー）、⑧ QTEM（Quantitative Techniques for Economics & 
Management）（ヨーロッパ諸国、オーストラリア、中国）、⑨ IESEG ビジネススクール（フランス）、⑩国
立台湾大学政治学系（台湾）

法学研究科

①梨花女子大学（韓国）、②国立台湾大学法律学院、③台湾国立政治大学（以上台湾）、④上海交通大学凱
原法学院（中国）、⑤パリ第二大学（フランス）、⑥オスナブリュック大学（ドイツ）、⑦デューク大学ロー
スクール、⑧コロンビア大学ロースクール、⑨コーネル大学ロースクール（以上アメリカ）、⑩ヨーク大学
オズグッドホール・ロースクール（カナダ）、⑪ルーヴァン・カトリック大学（ベルギー）

文学研究科 ①コロンビア大学東アジア言語文化研究科（アメリカ）、②復旦大学中文系（中国）

商学研究科

①長江商学院、②復旦大学管理学院（以上中国）、③国立政治大学商学院、④国立台湾大学管理学院（以上
台湾）、⑤成均館大学校経営管理大学院（韓国）、⑥チュラーロンコーン大学チュラーロンコーン・ビジネ
ススクール（タイ）、⑦エセック経済商科大学院大学、⑧ EDC パリビジネススクール、⑨国立レンヌ第一大
学経営学院、⑩ NEOMA ビジネススクール（以上フランス）、⑪ WHU 経営大学院、⑫テュービンゲン大学、
⑬フランクフルト金融経営大学、⑭ベルリン自由大学（以上ドイツ）、⑮ボッコーニ大学大学院（イタリア）、
⑯ ル ー ヴ ェ ン・ カ ト リ ッ ク 大 学（ ベ ル ギ ー）、 ⑰ QTEM（The new network master in Quantitative 
Techniques for Economics and Management）（欧米諸国、オーストラリア、中国）、⑱ジャクソンヴィル
大学デーヴィスカレッジオブビジネス（アメリカ）

基幹理工学研究科

※派遣対象の専攻が限
定されている可能性が
ありますので、右記の
協定校への派遣可否に
ついて指導教員にご確
認ください。

①国立台湾大学電機資訊学院（台湾）、②ハンブルク大学 数学・情報科学・自然科学部（ドイツ）、③ピサ
大学（博士課程対象コチュテルプログラム）（イタリア）

創造理工学研究科

※派遣対象の専攻が限
定されている可能性が
ありますので、右記の
協定校への派遣可否に
ついて指導教員にご確
認ください。

①国立台湾大学建築与城郷研究所、②国立成功大学 規劃與設計學院（以上台湾）、③慶煕大学校建築専門大
学院（韓国）、④ベルリン工科大学 Faculty VI、⑤バウハウス大学ワイマール、⑥ジーゲン大学 経済学部（以
上ドイツ）、⑦トリノ工科大学、⑧ピサ大学（博士課程対象コチュテルプログラム）、⑨ヴェネチア建築大学、
⑩フェラーラ大学建築学科、⑪カターニア大学（以上イタリア）、⑫ブリュッセル自由大学建築学部・工学
部（ベルギー）、⑬パリ・ラ・ヴィレット建築大学、⑭グルノーブル大学 建築学部、⑮国立高等鉱業学校 
アルビ・カルモー校（以上フランス）、⑯カタルーニャ工科大学バルセロナ建築学校（スペイン）、⑰カー
ルスタッド大学健康科学技術術院（スウェーデン）

先進理工学研究科

※派遣対象の専攻が限
定されている可能性が
ありますので、右記の
協定校への派遣可否に
ついて指導教員にご確
認ください。

①ボン大学（博士課程対象ジョイントスーパーヴィジョン）（ドイツ）、②ウプサラ大学理工学部（博士課
程対象ジョイントスーパーヴィジョン）（スウェーデン）、③高麗大学校（博士課程対象ジョイントスーパー
ヴィジョン）（韓国）、④西安交通大学電気工程学院、西安交通大学電気理学院（中国）、⑤バージニア工科
大学理学部（アメリカ）、⑥国立台湾大学工学院、理学院（博士課程対象ジョイントスーパーヴィジョン）

（台湾）、⑦ピサ大学（博士課程対象コチュテルプログラム）（イタリア）、⑧サボア・モンブラン大学（フ
ランス）、⑨カセサート大学理学部（タイ）

教育学研究科 ①高麗大学校大学院教育学科（韓国）、②北京師範大学教育学部（中国）

人間科学研究科

①西北師範大学教育学院、②長安大学、③浙江中医薬大学、④杭州師範大学医学部（以上中国）、⑤国立中
央大学情報電気工学部（台湾）、⑥カセサート大学森林学部、⑦パンヤーピワット経営大学リベラルアーツ
学術院（以上タイ）、⑧タンジュンプラ大学農学部、⑨ムラワルマン大学（以上インドネシア）、⑩アルファ
ラビカザフ国立大学東洋学部（カザフスタン）、⑪世界経済外交大国際関係学部 国際経済関係学部 国際法
学部、⑫タシケント国立東洋学大学東洋言語学部（以上ウズベキスタン）、⑬サンディエゴ大学リーダー
シップ・教育科学部（アメリカ）、⑭ストラスクライド大学人文社会学部（イギリス）、⑮バルセロナ自治
大学 翻訳・通訳学部（スペイン）、⑯デュッセルドルフ大学現代日本学研究所、⑰フランクフルト応用化学
大学（以上ドイツ）、⑱フィリピン教育省リザール州、⑲モンティンルパ市立大学（以上フィリピン）

社会科学研究科

①国立台湾大学社会科学院、②国立中山大学社会科学院、③国立清華大学教育学部（以上台湾）、④北京大
学国際関係学院、⑤清華大学社会科学学院、⑥武漢大学外国語言文学学院、⑦華東師範大学歴史学部（以
上中国）、⑧仁荷大学校国際関係研究所（韓国）、⑨ベトナム国家大学ハノイ校（ベトナム）、⑩パジャジャ
ラン大学社会・政治学部（インドネシア）、⑪ナレースワン大学社会科学部（タイ）、⑫ボルドー政治学院、
⑬リール大学（以上フランス）、⑭ヤングスタウン州立大学政治・国際関係学術院（アメリカ）

スポーツ科学研究科
①上海体育学院（中国）、②国立台湾大学総合教育センターおよびスポーツ科学研究科（台湾）、③ドイツ
体育大学ケルン（ドイツ）、④ルーヴァン・カトリック大学運動・リハビリテーション科学学術院（ベル
ギー）、⑤ハンガリー体育大学（博士課程対象コチュテルプログラム）（ハンガリー）
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箇所 箇所間協定による海外協定機関（日本語）

大
　
　
　
　
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
　
院

アジア太平洋研究科

①復旦大学国際関係・公共事務学院、②北京大学国際関係学院（以上中国）、③高麗大学政治経済学術院、
④高麗大学校国際大学院、⑤ソウル国立大学国際地域研究科、⑥延世大学校国際学大学院（以上韓国）、
⑦ナンヤン工科大学（南洋理工大学）社会学院（シンガポール）、⑧チュラーロンコーン大学政治学研究科、
⑨タマサート大学政治学研究科（以上タイ）、⑩社会科学高等学院（フランス）、⑪ルートヴィヒ・マクシ
ミリアン大学（ミュンヘン大学）・ミュンヘン工科大学合同設置デジタル技術管理センター、⑫ヘルティ・
スクール（以上ドイツ）、⑬ジュネーブ国際開発研究大学院（スイス）、⑭ロンドン・スクール・オブ・エ
コノミクス国際関係学研究科（イギリス）、⑮ジョージワシントン大学エリオットスクール、⑯ハワイ大学
マノア校社会科学部（以上アメリカ）、⑰ブリュッセル自由大学欧州研究所（ベルギー）、⑱国立政治大学
政治学系・東アジア研究科（台湾）

日本語教育研究科
①コンケン大学教育学部、②タマサート大学教養学部（以上タイ）、③日越大学（ベトナム）、④ミュンヘ
ン大学日本センター（ドイツ）、⑤ベオグラード大学言語文学部東洋学科（セルビア）、⑥カーロリ・ガー
シュパール・カルビン派大学人文学部東アジア研究センター日本学科（ハンガリー）

情報生産システム
研究科

①北京大学情報科学技術学院、②厦門大学信息科学与技術学院、③華南理工大学国際交流協力室、④浙江大
学信息学部、⑤天津大学 理学部、⑥上海交通大学電子信息与電気工程学院、⑦上海大学研究生院、⑧復旦大
学計算機科学技術学院・信息科学与工程学院・微電子学院・高分子化学系、⑨重慶大学ソフトウェア工学学
院、⑩西安電子科技大学、⑪電子科技大学、⑫大連理工大学国際部、⑬東南大学エネルギー環境学院・オー
トメーション学院・机械工程学院・儀器科学与工程学院・計算机科学与工程学院・材料科学工学学院・信息
科学与工程学院・生物科学医学工学学院・電気工学学院・電子科学与工程学院・吴健雄学院、⑭南京大学ソ
フトウェア学院、⑮北京化工大学信息科学技術学院、⑯北京理工大学自動化学院、⑰南京郵電大学光電工程
学院、⑱西安交通大学電気工程学院、⑲北京交通大学経済管理学院、⑳四川大学計算机学院・公共管理学院・
工商管理学院・軟件学院・匹茲堡学院・网络空间安全学院・电子信息学院・电气信息学院・机械工程学院、
㉑中国地質大学（武漢）工程学院、㉒武漢大学計算机学院（以上中国）、㉓国立成功大学電機工程学系、
㉔国立中央大学情報・電気工学部、㉕大同大学電機資訊学院、㉖国立高雄第一科技大学電機工程研究所、
㉗開南大学資訊学院、㉘国立台北科技大学機電学院・電資学院、㉙中信金融管理学院（以上台湾）、㉚全南
大学校工学部、㉛韓国科学技術院情報科学技術大学、㉜釜山大学校工学部・産学協力団、㉝韓国ポリテク大
学、㉞培材大学校工科大学コンピュータ学科、㉟東義大学校国際センター（以上韓国）、㊱タマサート大学シ
リントーン国際工学部、㊲チュラーロンコーン大学工学部、㊳チェンマイ大学工学部（以上タイ）、㊴プレジ
デント大学、㊵インドネシアムスリム大学コンピュータ科学部、㊶ハサヌディン大学（以上インドネシア）、
㊷マレーシア工科大学マレーシア日本国際工科院、㊸ペトロナス工科大学（以上マレーシア）、㊹ホーチミン
市工科大学コンピュータ科学・工学部・応用科学部・機械工学部・電気・電子工学部・留学プログラムオ
フィス、㊺ハノイ工科大学情報通信技術学部・電子・電気通信学部（以上ベトナム）、㊻アテネオデマニラ大
学理工学院（フィリピン）、㊼クランフィールド大学北九州キャンパス（イギリス）、㊽ミュンヘン工科大学
理工学国際大学院（ドイツ）、㊾グルノーブル第１大学－ジョセフフーリエ大学、㊿リヨン国立高等師範学校

（以上フランス）、�ワルシャワ工科大学電子情報学部・大学院（ポーランド）、�クレムゾン大学（アメリカ）

環境・エネルギー
研究科 なし

国際コミュニケーション
研究科 ①香港バプティスト大学コミュニケーション学院（香港）

専
　
門

　
職

　
大

　
学

　
院

法務研究科

①コロンビア大学ロースクール、②コーネル大学ロースクール、③デューク大学ロースクール、④フォー
ダム大学ロースクール、⑤イリノイ大学ロースクール、⑥ペンシルバニア大学ロースクール、⑦スタン
フォード大学ロースクール、⑧バージニア大学ロースクール、⑨カリフォルニア大学ヘイスティング校（以
上アメリカ）、⑩ヨーク大学オズグッドホール・ロースクール（カナダ）、⑪ブチェリウス大学ロースクー
ル、⑫オスナブリュック大学（以上ドイツ）、⑬パリ第二大学（フランス）、⑭法務部司法官学院、⑮国立
台湾大学（以上台湾）、⑯梨花女子大学（韓国）

会計研究科 ①エセック経済商科大学院大学（フランス）、②ハワイ大学マノア校経営大学院会計研究科、③ジャクソン
ヴィル大学デーヴィスカレッジオブビジネス（以上アメリカ）

教育学研究科
（高度教職実践専攻） なし

経営管理研究科

①北京大学光華管理学院、②清華大学経済管理学院、③中欧国際工商学院、④上海交通大学安泰経済管理学院、
⑤浙江大学管理学院、⑥浙江大学経済学院（以上中国）、⑦香港中文大学ビジネススクール（香港）、⑧国立政
治大学商学院、⑨国立台湾大学管理学院、⑩国立台湾科技大学管理学院（以上台湾）、⑪高麗大学校経営管理
大学院、⑫延世大学校経営大学院（以上韓国）、⑬ナンヤン理工大学経営大学院、⑭シンガポールマネジメン
ト大学（以上シンガポール）、⑮チュラーロンコーン大学サシン経営大学院、⑯タマサート大学タマサートビジ
ネススクール（以上タイ）、⑰インド経営大学院アーメダバード校、⑱インド経営大学院バンガロール校（以上
インド）、⑲モナシュ大学経営経済大学院（オーストラリア）、⑳リヨン経営大学院、㉑ESCP ヨーロッパ・ビジ
ネススクール、㉒EDHEC 経営大学院、㉓ESSEC 経済商科大学院大学（以上フランス）、㉔ブリュッセル自由大
学ソルベイブリュッセル経済経営学院（ベルギー）、㉕コペンハーゲン・ビジネススクール（デンマーク）、
㉖ザンクト・ガレン大学（スイス）、㉗マンハイム大学ビジネススクール（ドイツ）、㉘南カリフォルニア大学
マーシャルビジネススクール、㉙カリフォルニア大学ロサンゼルス校経営大学院、㉚ブランダイス大学国際経
済大学院、㉛クレアモント大学院大学ドラッカー・スクール・オブ・マネジメント、㉜ハワイ大学マノア校シ
ドラー・ビジネスカレッジ、㉝ミズーリ大学セントルイス校経営管理学院、㉞インディアナ大学ケリースクー
ル・オブ・ビジネス（以上アメリカ）、㉟クイーンズ大学経営大学院（カナダ）、㊱エラスムス大学ロッテルダ
ム経営大学院（オランダ）、㊲テルアビブ大学カラー経営大学院（イスラエル）、㊳QTEM（The new network 
master in Quantitative Techniques for Economics and Management）（ヨーロッパ諸国、オーストラリア、中国）
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（規程の制定）

第１条　 海外に留学する学部および大学院の学生（以下「留学生」という。）の取り扱いは、別に定める場合を除きこの規程の

定めるところによる。

　　２　この規程は、国内の他の大学との交流協定に基づき、学生が当該大学において教育を受ける場合に準用する。

（定義）

第２条　この規程において「留学」とは、次の各号のいずれかに該当するものをいう。

　　　　一　 学生が所属する学部または研究科の属する学術院の教授会（当該教授会が学部運営委員会または研究科運営委

員会の審議事項と定めた場合は学部運営委員会または研究科運営委員会。以下「教授会等」という。）の許可

を得て、外国の大学またはこれに相当する高等教育機関に１学期相当期間以上在学し、教育を受けるもの。

　　　　二　 教授会等の許可を得て、海外の研究機関に１学期相当期間以上在籍し、研究に従事し、または研修に参加する

もの。

　　２　 この規程において「ダブルディグリー留学プログラム」とは、外国の大学との学術交流協定に基づき、その参加者

が本大学に在学したまま留学先の大学の学位を取得することが可能な留学プログラムをいう。

（留学に必要な手続き）

第３条　留学をしようとする者には、あらかじめ次の書類を提出させたうえ、教授会等が許可を与える。

　　　　一　学部または大学院所定の留学願

　　　　二　 留学先となる外国の大学もしくはこれに相当する高等教育機関または研究機関（以下「大学等」という。）が

発行する入学許可証、受入書等

　　２　留学を終えた者には、次の書類を帰国後速やかに提出させる。

　　　　一　学部または大学院所定の帰国届

　　　　二　留学先の大学等が発行する在学期間または在籍期間を明記した証明書
（留学期間）

第４条　 在学中に留学できる期間は、原則として１年以内とする。ただし、特別の事情がある場合は、教授会等は、留学期

間の延長または再留学を許可することができる。

　　２　 前項の規定にかかわらず、外国の大学との学術交流協定に基づく交換留学生（以下「交換留学生」という。）およ

びダブルディグリー留学プログラムに参加する者の留学期間は、それぞれの協定の定めるところによる。

（在学年数の取り扱い）

第５条　 外国の大学等との学術交流協定に基づく留学（ダブルディグリー留学プログラムを除く。）のうち、あらかじめ教

授会等が定めるところに従い、留学期間の全部または一部を在学年数に算入する。

　　２　ダブルディグリー留学プログラムについては、プログラム所定の留学期間の全部を在学年数に算入する。

　　３　 前２項に定める場合のほか、教授会等が、留学先の大学等において修得した単位数、その修得に要した期間、その

他を勘案して本大学における教育課程の一部を履修したと認めた場合は、留学期間のうち１年または１学期を在学

年数に算入することができる。

第６条　削除

（留学期間前後の学習期間）

第７条　 本大学の学部または大学院における留学前後の学習期間は、可能な限りこれを通算して、単位を修得できるよう取

り計らうものとする。

（留学期間中の学費）

第８条　 留学の場合における、授業料、施設費、教育環境整備費、全学グローバル教育費、実験実習料、学生読書室図書費、

演習料、実験演習料（以下「授業料等」という。）および基礎教育充実費の取扱いは、別表１のとおりとする。

　　２　 前項の規定により授業料等が免除された者は、授業料等が免除される学期ごとに、在籍料として５万円を本大学に

納めなければならない。

　　３　学則第56条の規定は、在籍料について準用する。

　　４　 ダブルディグリー留学プログラムに参加する者は、本大学が定める期日までに登録料として15万円を納めなけれ

ばならない。

Ⅳ．在学中に海外留学をする者の取扱いに関する規程（抜粋）
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（留学許可の取り消し）

別表１（第８条関係）

授業料等 基礎教育充実費

留学生（交換留学生およびダブルディグリー留
学プログラムに参加する者を除く。）

免除 所定額

交換留学生 留学先の大学との学術交流協定の定
めるところによる

所定額

ダブルディグリー留学プログラムに参加する者 留学先の大学との学術交流協定の定
めるところによる

所定額

第９条　 留学を許可した者について、第２条に該当する留学生として不適当であると認められる事情が生じた場合は、教授

会等は、留学の許可を取り消すことができる。

　　２　前項の規定により留学の許可を取り消した場合は、前条の規定を適用しない。

（単位認定料および在学年数の算入）

第10条　 第８条第１項の規定により授業料等が免除された者であって、第５条の規定により留学期間を在学年数に算入さ

れたものは、早稲田大学学則（1949年４月１日示達。以下「大学学則」という。）第16条または早稲田大学大学

院学則（1976年教務達第１号。以下「大学院学則」という。）第９条第２項、第９条の２および第９条の３の規定

により外国の大学等に留学して修得した単位を本学の授業科目の履修によって修得したものとみなされた場合は、

その単位数に応じた単位認定料を大学に納めなければならない。

　　２　 学部の学生または大学院の学生に係る前項の単位認定料の額は、それぞれ第５条第３項の規定により、在学年数に

算入することとした留学期間の始めの学期の属する年度の聴講料と同額とする。ただし、単位認定料と当該留学期

間に納めた在籍料の合計額は、認定単位数にかかわらず、当該留学期間の授業料、施設費、教育環境整備費、全学

グローバル教育費の合計額を上限とする。

　　３　本大学が指定した日までに単位認定料を納めない場合は、留学期間を本大学の在学年数に算入しない。

（留学期間中の科目履修および聴講料）

第11条　 留学生（交換留学生およびダブルディグリー留学プログラムに参加する者を除く。）が留学期間中に、本大学に設

置されている科目を履修する場合は、その単位数に応じた聴講料を大学に納めなければならない。ただし、留学

前に当該科目を履修し、所定の授業料を納めている場合はこの限りでない。

　　２　 前項に規定する聴講料の額は、大学学則別表２または大学院学則別表３に定める聴講料と同額とする。ただし、前

項に規定する聴講料、単位認定料、および当該留学期間に納めた在籍料の合計額は、履修単位数および認定単位数

にかかわらず、当該留学期間の授業料、施設費、教育環境整備費、全学グローバル教育費の合計額を上限とする。

（科目別聴講料等の取扱い）

第12条　 第８条第１項の規定にかかわらず、留学生が、学部における学費等の取扱いに関する細則（1964年５月27日教務

達第３号）別表３または大学院における学費等の取扱いに関する細則（1964年５月27日教務達第3号）第６条に定

める科目を履修する場合は、同表に定める当該科目の聴講料、実験実習料、演習料または実験演習料を徴収する。

ただし、留学前に当該科目を履修し、当該科目の所定の聴講料、実験実習料、演習料または実験演習料を納めて

いる場合はこの限りでない。
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Ⅴ．早稲田大学　海外留学プログラムリスト
長期海外留学プログラムリスト（2023年度春出発・秋出発）
　　※ ここに掲載するプログラムリストは、2023年度に実施するプログラム（2022年５月または10月締切分の募集）（実績）で

Web 上のプログラムリストのダイジェスト版となります。最新の出願プログラム、出願要件などの詳細は留学センター
Web ページ上の「留学プログラムリスト」を確認してください。

地域索引
　　【海外留学春募集　（2022年５月締切分）】
　　　Asia …………………………………………………………………………………………………………………………　P.86
　　　Oceania ……………………………………………………………………………………………………………………　P.87
　　　North America ……………………………………………………………………………………………………………　P.89
　　　South America ……………………………………………………………………………………………………………　P.89
　　　1 Semester Programs ……………………………………………………………………………………………………　P.90

　　【海外留学秋募集　（2022年10月締切分）】
　　　Asia …………………………………………………………………………………………………………………………　P.91
　　　Middle East ………………………………………………………………………………………………………………　P.93
　　　Oceania ……………………………………………………………………………………………………………………　P.94
　　　Europe ……………………………………………………………………………………………………………………　P.94
　　　Central America ………………………………………………………………………………………………………… P.103
　　　North America …………………………………………………………………………………………………………… P.104
　　　1 Semester Programs …………………………………………………………………………………………………… P.109

注　記

※掲載しているリストは募集毎に、留学期間（1Y →1S）、地域、国、大学毎にアルファベット順になっています。

略称
　　N/A：not applicable（該当なし）　PO：program overview （プログラム概要）

プログラムリストの項目について
　【Country/Region】
　　国・地域名をアルファベット順に表記します。
　【Institution Name】
　　留学先大学名をアルファベット順に表記します。
　【Institution Name in Japanese】
　　日本語表記での大学名を表記します。
　【Program】
　　プログラムの種類を表記します。
　【GPA】
　　協定校が受け入れ条件として指定するもの。
　【Minimum TOEFL iBT】
　　 プログラムごとに要求される TOEFL iBT スコアを表記します。TOFLE iBT MyBest Scores 適用の場合、スコアの横

に（B）が記載されています。
　【IELTS】
　　プログラムごとに要求される IELTS スコアを表記します。
　【Language】
　　プログラムに使用される言語を表記します。
　【Other Language Requirements】
　　その他の語学力条件。
　【Student Level on Departure】
　　出願できる学生のレベル（早稲田大学での履修期間条件、原則として渡航時）
　　U：（学部）、M：（修士）、D：（博士）
　　数字：早稲田大学での履修期間条件（渡航時のセメスター修了のカウント）
　　例えば、「U2」は渡航時に少なくとも早稲田で２セメスター修了した学部生でなければならないという条件です。
　【Estimated Student Quota】
　　留学予定人数。協定校に留学できる総人数の目安が記載されています。
　　※ 原則として、交換留学（EX）のうち、1つの協定大学に、英語、非英語等、複数のプログラムがある場合は、

同一協定校に留学できる 総人数を示しています。
　【Estimated Tuition】
　　 所属学部・研究科学費等：早稲田大学の所属学部・研究科の学費等を納入します。留学先大学の学費は免除され

ます。
　　金額記載：プログラムフィー等を納入します。留学期間中の所属学部・研究科の学費等は免除されます。
　【Estimated Room & Board】
　　現地での宿泊費と食費を合算した、目安の金額です。
　【Nationality】
　　国籍条件
　　Yes：国籍条件あり（Program Overview 参照）　No：国籍条件なし
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Ⅵ．早稲田大学・留学センター　問合せ

１．留学センターからの連絡
　現地滞在中に留学センターや各学部・研究科事務所から大切なお知らせをメールにて連絡しますので、Waseda メールのアカ

ウントを定期的にチェックしてください。また、特別な理由がないかぎり、出願登録時に提出したメールアドレスも、留学前、

留学期間中ともに変更しないでください。

２．留学センターへの連絡
　留学全般に関する質問や現地滞在中のトラブルの相談など、留学先大学の担当者への相談や皆さんの力では解決できない場合

については留学センターへ問合せてください。現地留学先から提出が必要になる書類があった場合についても、以下の住所へ

送ってください。

【連絡先】

住所 〒169-0051　東京都新宿区西早稲田1-7-14　22号館１ F
Waseda Global Gate

開室日時（学生窓口） 平日　10：00～17：00（来室およびオンライン相談窓口対応時間：12：00～17：00）
※ 来室およびオンライン相談は原則、予約制となります。詳細は以下 URL を確認く

ださい。 
https://waseda-cie-online.resv.jp 

（土・日・祝祭日閉室）
※ 夏季・春季休業期間は月・水・金曜日の10：00～16：00のみ開室 

（相談・手続き対応：12：00～16：00）
最新情報は、留学センターWeb ページよりご確認ください。

直通電話 03-3208-9602（土曜・日曜・祝祭日を除き9：00～17：00）

直通ファックス番号 03-3203-6405

メール out-cie@list.waseda.jp

・ 電話にて連絡をする際には時差に十分留意してください。また、質問の内容によっては回答までに時間がかかる場合もありま

す。

・ 業務時間外、日曜日、祝祭日および夏季休業期間、年末年始、春季休業期間など大学の休業期間中、留学フェア当日はWaseda 

Global Gateは一部閉室 となり、連絡がとりにくくなります。緊急時には、複数の連絡先に連絡を取ってください。

・ 留学中のメールによる問合せは、留学センターにて速やかに対応するためにみなさんの留学手続きを担当した個別の担当者の

メールアドレスではなく、【連絡先】に記載の共有メールアドレス out-cie@list.waseda.jp を利用してください。

３．学部／研究科の連絡先

学　部 電　話

政治経済学部 03-3207-5617

法学部 03-3232-4534

文化構想学部
03-3203-4381

文学部

教育学部 03-3202-2379

商学部 03-5286-1821

学　部 電　話

基幹理工学部　

03-5286-3002創造理工学部

先進理工学部

社会科学部 03-3204-8952

人間科学部
04-2947-6848

スポーツ科学部

国際教養学部 03-5286-1727

・上の情報は2022年11月現在のものであり、予告なく変更になる場合があります。

　掲載以外の学部・研究科の連絡先は各学部・研究科の Web ページや以下の Web ページにて確認してください。

　https://www.waseda.jp/top/contact
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４．早稲田大学の海外オフィスについて
　早稲田大学では世界10カ国・地域に15拠点を有しており、早稲田大学の国際化に貢献しています。

　留学センターは必要に応じて以下の海外オフィスとも連携をして皆さんをサポートします。

都　市 連　絡　先 サポート地域

サンフランシスコ
（アメリカ）

WASEDA USA San Francisco Office
64 Shattuck Square, Suite 220 Berkeley, CA 94704 USA
電話 : +1-510-833-2150　　E-mail: infowasedausa@list.waseda.jp

北米

北京
（中国）

北京市海淀区頤和園路５号
E-mail: china-office@list.waseda.jp

中国

台北
（台湾）

台北市南京東路二段167號　新光南京科技大樓10階
電話：+886-2-2507-4501
E-mail: taipei-office@list.waseda.jp

台湾

シンガポール Waseda Sibuya Senior High School / Singapore Office 
57 West coast Road, Singapore 127366
電話 : +65-6771-8185
E-mail: waseda-singapore@list.waseda.jp

シンガポール

バンコク
（タイ）

Waseda Education（Thailand）/ Bangkok Office
Waseda Japanese Language and Culture School 
1 Empire Tower, 5th Floor, Room 501
South Sathorn Road, Yannawa Sub-district, Sathorn District,Bangkok 10120
Thailand
Tel : +66-2-6703456　E-mail: thaiwaseda@gmail.com

タイ

※情報は2022年10月現在のものです。
※参考 Web ページ：https://www.waseda.jp/top/about/work/organizations/international-affairs-division/overseas-bases

５．海外支部・稲門会について
　早稲田大学の卒業生の団体を「支部・稲門会（とうもんかい）」と呼び、その中に海外の各国・地域で活動する「海外支部」、「海

外稲門会」があります。また、海外から帰国したメンバーの集まりである「海外稲門会日本支部」もあります。これらの支部・

稲門会は卒業生同士の親睦はもちろん、在学生との交流・支援活動も行っています。現地情報の入手、現地での交流、卒業後の

キャリア相談など、卒業生の支援を受けたい場合には、以下の方法で連絡を取ることが可能です。

【海外支部・稲門会一覧】 （2022年９月現在）

支　　　部 韓国校友会、台湾校友会、中国校友会

地　域 稲　門　会 日 本 支 部

アジア

インド、ウランバートル、華南、カンボジア、サイゴン、ジ
ャカルタ、上海、シンガポール、ソウル、大蘇州、台北、大連、
ハノイ、バンガロール、バンコク、北京、香港、マニラ、マ
レーシア、ミャンマー、ムンバイ、※１中国校友会海外分会

サイゴン、ジャカルタ、上海、シンガポール、
高雄、ハノイ、バンコク、北京、香港

アフリカ エジプト、ケニア、ヨハネスブルグ 

ヨーロッパ

※２ウィーン、英国、オランダ、ジュネーブ、ストックホルム、
※２スペイン、デュッセルドルフ、デンマーク 、パリ、フラ
ンクフルト、ベルギー、ベルリン、モスクワ

英国、デュッセルドルフ、パリ

中近東 アブダビ、カタール、テヘラン、ドバイ

中南米 チリ、ブラジル、※２メキシコ、リマ ブラジル

北　米

※２オレゴン、サンフランシスコ、シアトル、シカゴ、ジョージア、
トロント、ニューヨーク、ハワイ、バンクーバー、ボストン、
ミシガン、ロサンゼルス、ワシントン首都圏

※２サンフランシスコ、ニューヨーク、ロサン
ゼルス

オセアニア シドニー、パース、ブリスベン、メルボルン ※２メルボルン
※１ 中国国外在住の校友による稲門会　　
※２ 現在、連絡先が不明または活動休止中
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【早稲田大学校友会支部・稲門会検索】

　前述の一覧のうち、ウェブサイトやメールアドレスを登録している稲門会には、以下の検索システムから連絡を取ることが可

能です。

　http://tomon.waseda.jp/tomonkai.php

　MyWaseda で検索すると代表者氏名・住所・電話番号も確認することができます。

　『MyWaseda ログイン → グローバルメニュー「学生生活」→ 左側メニュー「校友会支部・稲門会検索」』

【海外稲門会の紹介】

　校友会のウェブサイトにて、海外稲門会の活動を紹介しています。

　https://www.wasedaalumni.jp/know/gakuho_overseas.html

【海外赴任／留学前コンサルテーション】

　海外在住の校友（卒業生）に渡航前に気軽に相談できます。対象地域はウェブサイトをご参照ください。

　https://www.wasedaalumni.jp/consultation/

WGGから
世界へ羽ばたこう！

Waseda Global Gate は海外留学に関する
情報提供のほか、スタッフとのカウンセ
リング、イベント・説明会などの実施、
国際教育に関する自主学習の場など、さ
まざまな用途があり、学生留学アドバイ
ザーによる相談ウィークも開催されま
す。海外留学に少しでも興味があるのな
ら、積極的に活用して世界へ羽ばたきま
しょう！

Waseda Global Gateは、こちらです

Waseda Global Gate
（早稲田キャンパス 22 号館１階）

開 室 時 間

相談・手続き対応

10：00 ～ 17：00

12：00 ～ 17：00
※来室およびオンライン相談は原則、予約制となり

ます。ただし、夏季・春季休業中は次のとおり

開室時間：10：00 ～ 16：00（月・水・金）
相談・手続き対応：12：00 ～ 16：00

（土日祝除く）
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Ⅶ．（渡航直前～帰国後）留学FAQ　～こんな時、どこに聞けばいい？～

問い合わせ内容 連　絡　先

単位認定について 所属する学部・研究科事務所（→ P.110）

携帯電話の故障、料金の問合せ プラットフォームジャパン社

スーツケース、PC が壊れた、盗難にあった サポートデスク（→緊急カードに記載）

保険期間の短縮・解約、保険証書について キャンパス保険センター（→ P.64）

病気になった。病院を紹介してほしい。 サポートデスク（→緊急カードに記載）

眠れない。授業に出席できない サポートデスク（→緊急カードに記載）

寮でのトラブル（騒音、清掃）が解決しない 現地の寮の担当者へ

留学申請で届け出た後の住所変更の届け出 所属学部・研究科事務所

留学先大学から学費の請求書がきた 留学センター　Waseda Global Gate（→ P.112）

【留学センターへの質問】

№ 種別 質問 回答

1 ルール 冬休み中に、日本へ一時帰国できますか？ 留学プログラム・授業に支障がなければ休暇中は自由に過ごして
ください。

2 成績 留学先からの成績証明書を学部に提出する必
要があるのですが……

留学中の成績証明書は、大学ごとによって入手方法が異なりま
す。留学センターに届いたものは、所属学部・研究科に送付しま
す。個人で取り寄せが必要な場合には各自で対応ください。

3 成績
学部・研究科に留学先発行の成績証明書がい
つ届いたか、届いていないかはどうやって知
ることができますか？

所属学部・研究科によって対応方法が異なりますので、直接所属
学部・研究科に確認してください。

4 成績 留学中の単位認定について質問があります。 単位認定に関することは、所属学部・研究科に問い合わせてくだ
さい。

5 学費 留学先大学から請求書が届きました。支払わ
なければいけないのですか？

まずは自分の留学プログラムを確認してください。
【交換留学プログラム】例外を除き、学費は早大学費をお支払い

いただくことになっています。現地大学学費（Tuition）の支払
いは必要ありません。学費以外に支払う必要がある項目もありま
すので、交換留学生が学費以外で支払わなければいけない項目は
各 自 で 確 認 く だ さ い。（ 例：Mandatory fee, Orientation fee, 
Activity fee, 寮費など）

【CSプログラム】プログラムフィーは早大から現地大学へ支払われ
ます。寮費など学費以外の項目で各自で直接現地大学に支払う必
要のある項目がありますが、内容に不明点やわかりにくい点があれ
ば一度、留学センターへ問い合わせてください（現地大学の経理
部門から行き違いで請求書が発行されてしまう場合もあります）。

6 学費 CS プログラムに参加しています。プログラ
ムフィーはいつ支払うのですか？

保護者等へ「お支払のご案内」を送付します。
詳細は留学の手引き21ページを確認してください。「お支払のご
案内」送付後、納入期限まで約ひと月あります。

7 学内手続 留学申請時から住所が変わりました。変更手
続きはどうしたらいいですか？ 所属学部・研究科に連絡してください。

8 在留

私は中国籍学生で、アメリカに去年の７月
20日から留学しています。復学する前にサ
マースクールに参加してから７月下旬に帰国
予定です。在留カードの満了日は８月20日
となっていますが、ビザの手続きは必要で
しょうか？（質問日：６月20日）

留学の学籍状態によって、対応は異なります。在留カードをお持
ちというので下の①のケースでよいですね。
①大学間・箇所間留学で「留学・在学」の学籍状態で留学の場合
日本を出国するときに、「１年以内に帰国する（みなし再入国制
度）」と申告して７月19日までに帰国するのであれば、手続は不
要です。出国日より１年を越える（７月20日以降）日までアメ
リカに滞在してしまうと COE を申請しなければなりません。申
請から受領まで２～３か月かかるため、秋学期授業開始日までに
ビザを取得できるよう至急 COE 申請書類を用意してください。
②語学留学・私費留学等で「休学」の学籍状態で留学の場合
日本を出国するときに、在留カードは空港で返却することになっ
ています。秋学期から復学するためには、COEの申請が必要です。
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【携帯電話に関する質問】

№ 質問 回答

1
留学センター貸与、プラットフォームジャパンの携帯
電話がつながりません。

１度電源を落として再度入れ直してみてください。それでもつな
がらない場合にはプラットフォームジャパン社へ問い合わせてく
ださい。連絡先等詳細は、出発前オリエンテーションで配付する

『海外留学サポートガイド』を参照ください。

2
渡航後、現地にて携帯電話を購入・契約しました。留学
センターから貸与された携帯電話は解約できますか？

できません。留学センターから貸与している携帯電話は「危機管
理」のためにみなさんにお渡ししています。緊急時には一斉に
ショートメールにて連絡をすることもあります。現地購入の携帯
電話を日常生活で利用することは問題ありませんが、その場合に
は、２台お持ちいただき、なんらか留学センターから連絡があっ
た場合には危機管理用携帯電話でも連絡がつくよう必ず電源を入
れておくようにしてください。

3
留学から帰国しました。携帯電話はどこに返却すれば
よいですか？

22号館 Waseda Global Gate内に返却BOXがあります。帰国後10日
以内に返却してください。やむを得ない事情で10日を過ぎてしまう
場合には事前にプラットフォームジャパンへ連絡してください。
郵送での返却も可能ですが、送料は各自の負担となります。

4
SIMカードをレンタルしました。通話もデータ通信もで
きません。

携帯電話を購入された会社で SIM ロックを解除されていることを
確認してください。
なお、au 携帯電話を SIM ロック解除した場合には、SIM ロック解
除作業後に次の操作が必要な場合があります。＜設定→端末情報
→ SIM カードの状態→ SIM カードの状態を更新＞　au の【SIM ロッ
ク解除登録の注意事項】を必ず確認してください。

【海外旅行保険に関する質問】
№ 質問 回答

1
留学の期間が変更になりました。大学指定の海外旅行
保険に既に申し込み済みですがどうしたらよいでしょ
うか？

変更前の保険期間と変更後の保険期間についてキャンパス保険セ
ンターにメールで変更の手続きを行ってください。連絡方法詳細
は、保険会社から届いた書類を確認してください。

2
海外旅行保険の保険期間を／延長／解約をしたいので
すが、どうすればいいですか？

【延長】
保険期間が満了になる前にキャンパス保険センターに延長後の保
険期間（どこまで延長するか）をメールで連絡してください。追
加 保 険 料 を 連 絡 し ま す の で、 保 険 料 の 振 込 を し て く だ さ い。 

【解約】
①渡航が取りやめになった場合は、キャンパス保険センターに
メールで連絡してください。
②予定より早期に帰国した場合、帰国後にキャンパス保険セン
ターにメールで連絡してください。解約手続について連絡します。
 
手続きの詳細は、留学の手引き64ページを参照してください。

3
留学が終わり、母国に帰省しています。海外旅行保険
の解約をしたいのですがどうすればよいですか？

海外旅行保険は日本を出国してから日本に戻るまでが保険期間に
なります。母国から日本に戻った時点で、キャンパス保険センター
にメールで連絡をして、解約手続きをおこなってください。

4
現地大学から保険に加入している証明書の提出が必要
だといわれました。何を提出したらよいのでしょうか？

保険会社から届いた書類の中に付保証明・Certificate of insurance
という書面が同封されています。こちらのコピーを提出してくださ
い。 渡 航 時 は 他 の 書 類 と あ わ せ て、「 付 保 証 明・Certificate of 
insurance」を忘れずに持参してください。

5
留学前の準備が慌しく、うっかり付保証明書を日本に
置いてきてしまいました。留学先で付保証明書の提出
を求められています。どうしたらよいでしょうか？

留学先から付保証明書の提出を求められる場合があります。緊急
カードとともに出発前に必ずチェックしてください。留学先から
提出を求められ持っていくのを失念していたことが判明した場合
は、至急キャンパス保険センターにメールで連絡してください。
保険会社に再発行を依頼して PDF で送付する対応を取ります。

6
付保証明書が英語ではなくフランス語のが欲しいので
すが？

英語、フランス語、ドイツ語、スペイン語について、対応可能です。
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№ 質問 回答

7
現地指定の保険に加入させられたので、大学指定の海
外旅行保険は解約することはできますか。

本学が指定する海外旅行保険は渡航する学生の危機管理の観点か
ら加入を義務付けています。留学先の大学によっては、現地大学
が指定する健康保険（あるいは医療保険）に加入することが必要
になる場合があります。本学が指定する海外旅行保険と現地の大
学の健康保険（医療保険）とは趣旨や一部補償は重複するものの
内容が異なるため、本学が指定する当該海外旅行保険と現地大学
が指定する健康保険（或いは医療保険）の双方に加入することが
必要になります。

8
現地大学で加入を薦めらている保険の条件を、留学生
海外旅行保険が満たしているか、知りたいのですが。

キャンパス保険センターに、現地大学保険の資料を添付のうえメー
ルで問い合わせてください。保険会社にも確認して回答します。

9
現地大学から現地保険加入免除申請書に保険会社のサ
イン等をもらうように言われました。どこに連絡して
手続きしたらよいですか？

免除申請書に氏名、生年月日、保険期間等、本人が記入すべきと
ころはすべて記入のうえ、同資料をメールに添付してキャンパス
保険センターに依頼をしてください。

10
留学中に隣国に小旅行しますが、留学している国以外
でも、大学指定の海外旅行保険でカバーされますか？

保険加入期間内であれば、旅行中の国でも補償の対象となります。

11 歯の治療は対象になりますか？
虫歯や親不知（おやしらず）などの歯に関する病気（歯科疾病）
は大学指定の海外旅行保険の対象外です。留学前にしっかり治療
してから渡航してください。

12
「早稲田大学サポートデスクカード」を失くしてしま

いました。どうしたらよいでしょうか。再発行はでき
ますか？

「早稲田大学サポートデスクカード」は、留学先から早稲田大学サ
ポートデスクの電話番号や証券番号を控えて携帯するためのもの
です。カード自体に何らかの効力があるものではないため、再発
行はしていません。早稲田大学サポートデスクの電話番号は『海
外留学サポートガイド』に記載されていますので、病気や盗難等
トラブルの際に早稲田大学サポートデスクに連絡してください。

13
渡航先で病気や盗難等、何かあった場合どこに連絡す
ればよいですか？

早稲田大学サポートデスクに連絡してください。早稲田大学サポー
トデスクの電話番号は留学先毎に異なりますので、留学する国か
ら発信する電話番号を『海外留学サポートガイド』であらかじめ
確認して、「緊急カード」および「早稲田大学サポートデスクカー
ド」に記載しておいてください。

【病気・盗難等、サポートデスクへの質問】
№ 質問 回答

1 パスポートを盗まれてしまいました。

早稲田大学サポートデスクへ連絡してください。クレジットカー
ドや携帯電話は盗難にあっていませんか？もしも被害にあってい
たら、すぐに停止の手続きをとってください。悪用され、高額な
請求をされることがあります。実際に発生しておりますので十分
に注意してください。万一に備えクレジットカード会社の連絡先
を留学前にメモしておきましょう。盗難はプログラム参加中より
も、休暇中に別の国・地域へ渡航中の方が多く発生します。休暇
中も気を緩めないようにしましょう。

2
風邪をひいてしまいました。病院を受診したいのです
が。

早稲田大学サポートデスクに連絡してください。病気・ケガの種
類に関わらず、早稲田大学サポートデスクにて、最寄り、もしく
は症状に最適な医療機関の紹介、予約、キャッシュレス受診・医
療通訳の手配などを行います。なお処方薬代金、通院交通費など
の保険金請求方法につき案内をします。キャッシュレス受診を希
望する場合、早稲田大学サポートデスクなどに保険金請求書類を
提出する必要があります。自身の手配で受診をし、治療費を立替
えた場合も早稲田大学サポートデスクにて保険金請求方法の案内
をします。入院の場合などでも同様のアシスタンスを提供します

（既往症、妊娠・出産関連、歯科疾病など一部疾患は海外旅行保
険・医療アシスタンス対象外となります）。

3
スーツケース・PC が壊れてしまいました。保険請求は
どうすればいいでしょうか？

留学生生活用動産特約で被害品１点につき10万円を限度として請
求できます。
時価額または修理額いずれか低い方までとなります。
詳細は早稲田大学サポートデスクに、問い合わせてください。
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№ 質問 回答

4 テロ・災害に巻き込まれました。

噂などにまどわされず、最新の情報を入手し、身の安全を確保し
てください。近所で爆発音が聞こえたなど、本当に緊急の場合は
まず自身の安全確保を優先してください。方法については外務省
情報を参照してください。：https://www.anzen.mofa.go.jp/pamph/
pdf/counter-terrorism.pdf
また現場からの脱出や国外退去が必要な場合も、まずは同様に早
稲田大学サポートデスクに相談ください。

5
眠れなく、授業にも出席できず悩んでいます。誰に相
談すればいいのでしょうか？

友人、家族、現地大学留学センタースタッフ、早稲田大学留学セ
ンター担当者など信頼できる人にまずは相談してみてください。
一人で悩みを抱え込まないことが大切です。早稲田大学サポート
デスクも利用してください。早稲田大学サポートデスクでは日本
語で相談できる海外健康電話相談サービスがありますので利用く
ださい。また現地で心療内科・精神科などでの受診が必要な場合
は早稲田大学サポートデスクにて病院の紹介等アシスタンスを提
供します。

7
バス乗車中気が付いたら鞄が開けられ、中から財布を
盗難されていました。

盗難は保険対象の事故になる場合がありますので、早稲田大学サ
ポートデスクに連絡し、保険金請求の方法を尋ねてください。た
だし海外旅行保険でも現金やクレジットカード類の被害は保険の
対象外となります。なお盗難されたクレジットカードを悪用され
ないよう、各自のクレジットカード盗難連絡先を事前に確認して
おいてください。早稲田大学サポートデスクでも各クレジット
カード会社の盗難連絡先の案内をします。

8
電車にバッグを置き忘れてきました。中に衣類などが
入っていたのですが、保険に被害を請求できますか？

海外旅行保険では紛失、置き忘れは保険の対象外となりますので、
保険請求できません。駅係員、もしくは電車の会社に連絡のうえ、
Lost and Found にバックがないか確認してください。

9
留学途中から親不知（おやしらず）が痛むようになり
ました。

親不知（おやしらず）の痛みや虫歯、歯周病を含む歯科疾病は海外
旅行保険の対象外となります。治療費は自費となりますが、近隣の
歯科医など検索しますので、早稲田大学サポートデスクまで連絡し
てください。

10

ホームステイ先から借りていた自転車で走行中転倒
し、左膝のケガをしました。また自転車のタイヤのリ
ムが曲がってしまったので修理しますが、修理費を海
外旅行保険に請求したいのですが。

治療については早稲田大学サポートデスクに連絡し、病院の紹介
やキャッシュレス受診の手配などのサービスを受けてください。
早稲田大学専用の海外旅行保険には他人の財物などを破損してし
まった場合の保険の付帯があるものの、自身で使用、管理してい
た今回の自転車は保険の対象外となります。

11

早稲田便でシカゴ経由でオーランドに渡航予定です
が、成田・シカゴ間の航空機が遅延し、オーランド行
の便に乗り遅れてしまいました。今日はシカゴに１泊
しなくてはならなくなりました。

シカゴにおける宿泊代金などを海外旅行保険に保険請求できる可
能性がありますので、早稲田大学サポートデスクまで請求方法な
どにつき連絡してください。またシカゴのホテルに心当たりがな
い場合も早稲田大学サポートデスクにて紹介できる場合がありま
すので、同様に早稲田大学サポートデスクに問い合わせてください。
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https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/

外務省海外旅行登録「たびレジ」
　たびレジは、海外旅行や海外出張される方が、旅行日程・滞在先・連絡先な

どを登録すると、滞在先の最新の渡航情報や緊急事態発生時の連絡メール、ま

た、いざという時の緊急連絡などが受け取れるシステムです。

　メールの宛先として、ご自身のアドレス以外にご家族や職場のアドレスも登

録できます。

　なお、登録していただいた情報は上述の目的以外には利用しません。また、

帰国してから１ヶ月（希望された場合には１年）後には、すべての個人情報を

消去します。

　詳しくは、個人情報保護方針を参照してください。

※海外でメールを受信する際には通信料が必要となる場合があります。

※ 携帯する機種によっては、メールが受信できない場合があります。詳しくは

各社サイトでご確認いただけます。
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印刷：株式会社正文社
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E-mai  info@seibunsha21.co.jp
http://www.seibunsha21.co.jp



　募集の対象となる留学先大学に関する個別の情報（GPA、語学力、学費など）

は、留学センターWebページに掲載する「海外留学プログラムリスト」に随時更

新されます。

　本誌に掲載されている「プログラムリスト」は、あくまで過年度の参考情報で

あり、実際に本年度に募集する大学とは異なります。必ず留学センターWebペー

ジ上の「海外留学プログラムリスト」で最新情報をご確認ください。

重　要

WHY WASEDA

早稲田大学紹介のためのサイトをご紹介します！






